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第一章　青い目の男




　他人の腹に拳をめり込ませるのは、もう何回目になるんだろう。

　たぶん両手両足の数では数え切れない。そもそも、志津夫しづおはそれ以上の数は数えられない。物の数え方なんて、誰からもきちんと教わったことがないのだから。

　何度やっても、人を殴るのは嫌いだ。ぐにょりと拳が肉へとめり込む感触、その奥底から内臓が戦慄くのが伝わってくる度に、何かひどくおぞましいものに触れているような気がして、怖くて堪らなくなる。

　怯えを顔に出さないように奥歯をキツく食い締めて、志津夫は腕を大きく振り上げた。腹を殴られた男が呻き声をあげながら地面へと倒れ込んで、身体を小さく丸めて身悶える。

『やるときは容赦なく、徹底的に、立ち上がれなくなるまでやれ』

　朱屋あかねやの楼主である親父様おやじさまから、そう教わってきた。志津夫は、その教えをきちんと守っている。

　だから、地面の上で芋虫のように悶える男を、足でぞんざいに仰向けに転がして、その股間へと目掛けて一気に右踵を振り下ろした。薄い草履越しにグジョッと腐った果実でも踏み潰したかのような気色悪い感触が広がるのと同時に、男が踏まれた猫のような甲高い悲鳴を張り上げた。

　踵で潰すように睾丸をグリグリと踏み躙にじりながら、志津夫は鈍い声で吐き捨てた。

「金が払えねぇなら、見世に来るんじゃねぇよ。次その面みたら、今度はてめぇの竿を切り落としてやるからな」

　身体を軽く前へと屈めて、脂汗を流す男の顔をゆっくりと覗き込む。

　この男も、最初は金払いの良い客だったのだ。だが、商売に失敗したとかで徐々に支払いを渋るようになり、ツケばかりが膨れ上がり、自棄ヤケになったのか遊女たちへの扱いも乱暴になっていった。今夜は、とうとう自分の気に入りの遊女が来ないということで、まだ十にもならない禿かむろの頬を張り飛ばしたのだ。そうして、志津夫が呼ばれることになった。

　部屋に押し入ってきた志津夫を見て、男は最初は威勢のよい怒鳴り声を張り上げた。酔っ払って呂律が回っていない男の声は、何を叫んでいるのか志津夫には分からなかった。その叫びは、夜の森で聞いた獣の遠吠えのようにも聞こえた。志津夫は聞く耳を持たず、いつも通り男を殴り付け、見世の裏口から放り出した。

　志津夫よりも上等な着物を着ているくせに、きちんとした教育も受けているはずなのに、なぜこういう男たちは、志津夫に殴られるまで自分が崖っぷちにいることに気付かないのだろう。いつも志津夫は不思議だった。

　かすかに込み上げてきた苦笑に片頬を吊り上げるようにして笑うと、男はまるで悪鬼でも見たかのように顔を恐怖に歪めた。実際、志津夫の面構えが鬼のように見えたのかもしれない。

　志津夫の右顔面には、右額から右顎まで一直線に縦断する傷痕が刻まれていた。傷のせいで右目は腐ってしまい、今は安物の義眼が嵌め込まれている。行商の唐人から購入した義眼は、濁った薄茶色の虹彩をしていた。

　美しい姉とは似ても似つかぬ、野蛮な面構えだと自分でも思う。育ちの悪さが滲み出ている。だが、その無学で粗野な面が用心棒としては良いのだと親父様は言う。

『粗悪さは他者に恐怖を抱かせる。特に上流階級の者にとって、お前のような下級の人間は、山の獣と同じようなものだからな』

　そう親父様は言うが、志津夫にはその言葉の意味はよく分からなかった。ただ、はぁ、と所在なく相槌を返すと、親父様はひどく憎々しげに志津夫を睨み付けた。

　親父様は、いつだって憎悪が篭った眼差しで志津夫を見る。八つの時に姉とともに朱屋に来た日から十年経った今もずっと、まるですべての不条理の元凶がお前だと言わんばかりに。

　そうして、その蛇じみた細目を更に細くして、唸るような声で志津夫に言い聞かせるのだ。

『ここは地獄だ。お前は地獄で生きて、地獄で死ぬ。いいや、死んでも地獄行きだ。よく覚えておけ。お前は死んでもここから出られん』

　耳に蛸タコができるほど何度も聞かされた言葉だ。志津夫には、親父様が何を言いたいのか分からない。ただ、頭の悪い鳥のように、はぁ、と返すことしかできない。

　志津夫が親父様に反抗することは許されない。それは身をもって理解していた。志津夫がやったことは、すべて姉の元に最もおぞましい形で降り注ぐのだから。姉の美しい顔が水に沈められる様は、二度と見たくない。あれは酷かった。人間というものはあれほどまでに残酷になれるものかと――

　あぁ、思考がとっちらかる。いつもこうだ。学もないのに、やたらと考え込むのは志津夫の悪い癖だった。見た目の野蛮さとは裏腹に、中身はずっと内気で臆病な子供のままなのだ。

　頭を軽く左右に振って、足元の男を見据える。

「二度と、うちの見世の姉ねえたちに近寄んじゃねぇぞ」

　そう最後に吐き捨てて、ぺちゃんこになった男の睾丸から足をあげる。途端、ぽつりと地面に滴が落ちる音が聞こえた。視線を落とすと、男は大量の小便を漏らしていた。薄闇でもわかるぐらい、その着物の前が色を濃くしているのが見える。

　思わず舌打ちが漏れた。志津夫の苛立ちに、男が怯えたように身体を縮こまらせる。志津夫は湿った草履を乱暴に放り捨てて、裸足のまま見世へと戻っていった。










　見世へと戻ると、すぐさまトタトタと軽い足音が廊下の方から響いてきた。着物の合わせ目を両手で掻き合わせながら、姉の清子が慌てた様子で駆け寄ってくる。お座敷から抜けてきたのか、清子の肌からは甘ったるい白粉おしろいの匂いに混ざって、苦い煙管キセルと強い酒気が漂ってきた。

「志津！　志津、大丈夫？　痛いところはない？　どこか怪我はしていない？」

　子供の頃から変わらない清子の口癖だ。清子はいつだって自分よりも五つ年下の弟のことばかりを気遣う。とうに清子の身長も越してしまったというのに、清子にとって志津夫はまだ寝小便を垂れていた頃の小さな弟のままなのだ。

　清子の不安げな表情を和らげたくて、志津夫は明るい声で答えた。

「俺は平気だよ、きよ姉ちゃん。お座敷大丈夫？　抜けてきたんだろ？」

「今は菊千代きくちよ姉さんが三味線を弾いてるから大丈夫よ。お草履はどうしたの？」

　清子が志津夫の足元を見て呟く。視線を落とすと、土で汚れた自分の足が見えた。

「汚れたから捨ててきた」

「代えはあるの？」

「もう一足ある。それに、また今度親方にお願いして、余ってるワラをもらって編むよ」

「お代金が必要だったら、ちゃんと言いなさいね。ひとりで無理しないのよ」

　うん、と笑顔を浮かべて答える。だが、清子は悲しげな表情のままだ。清子はどんな時でも志津夫が自分を頼らないことを知っているのだ。小遣いを欲しがるどころか、子供の頃から菓子の一つですら強請ねだったこともない。

　清子の悲しげな顔を見ていると、胸がチリチリと焦げるように痛んだ。清子は透けるような肌をした瓜実顔の美しい人だ。眉尻や目尻が柔らかな流線を描いて下がっており、微笑んでいるのにどこか悲しげに見える。その憂いを帯びた顔立ちがより清子の儚げな美貌を際立たせていた。

　清子の顔立ちは、死んだ母と瓜二つだった。

　志津夫の生家は農家だった。荒れた土地に小さな畑があり、実りはいつだって少なかった。常に腹が減っているような暮らしだったのに、母はよく笑う人だった。

「笑っていればね、お腹がいっぱいになった気がするのよ」

　母はそう言って、よくカラカラと声をあげて笑った。元気な母の笑い声を聞いていると、いつだって胸の奥がぽぅっと温かくなるのを感じた。

　志津夫の怖いものは嵐だった。強い風が吹く度に、掘立小屋のようなボロ家はギシギシと大きく軋んで、今にも潰れてしまいそうな音を立てる。震える志津夫を抱き寄せて、母はそのあかぎれだらけの両手で志津夫の耳を塞いでくれた。

「耳を塞いでいれば大丈夫。怖い音は何も聞こえないでしょう？　ほぅら、何にも怖くない」

　母の温かい手のひら越しに、とくん、とくん、と小さな鼓動の音が聞こえてくる。それが何よりも心地よくて、柔らかな音に耳を澄ませているうちにいつの間にか眠りに落ちていた。

　優しかった母は、志津夫が五つの時に亡くなった。

　その年は、ひどい凶作だった。村の至るところで餓死者が出て、生き残った者は死体を埋めるだけの体力すらなく、ただ無力に死体が腐っていくのを眺めていくだけという地獄のような有様だった。

　志津夫の家も同じく、家族は皆ガリガリに痩せ細って、家の中を骸骨がうろついているようにすら思ったほどだ。

　ある朝、目が覚めると母が冷たくなっていた。自分の食べるものも子供に与えていたため、飢えて死んだのだ。泣くこともできず、志津夫は骨と皮だけになった母をぼんやりと見下ろした。

　母の遺体の前で呆然と座り込む父と志津夫に対して、姉の清子だけが気丈だった。清子は志津夫を抱き締めると、震える声でこう言った。

「大丈夫。大丈夫だからね。お姉ちゃんが志津を守るから」

　涙を堪えながら、清子はその口元に強張った笑みを浮かべた。無理やり作ったのが分かる、ひどくぎこちない笑みだった。それでも、清子は母の教え通り、どれだけ辛くとも笑い続けることを選んだのだろう。清子の細い腕に抱き締められて、志津夫はようやく涙を流すことができた。だが、その時ふと思った。

　清子は、きっと母と同じように何も言わずに、笑ったまま死んでいくことを選ぶような人なんだろう――それなら、誰がきよ姉ちゃんを守ってあげるんだろう、と。

　それから、清子は母以上に献身的に家族に尽くした。志津夫も清子を助けようと必死になって働いた。荒れた土地を耕し、畑を広げ、実りも増えて、ようやく飢えずに済むようになった。

　気付けば三年が経ち、十三になった清子は、村でも評判の美しい娘となっていた。農家の娘と言われても信じられないほど、百合の花のような清らかさが清子の顔立ちから溢れていた。

　だから、清子は売り飛ばされた。

　ある夜、焦げ臭い匂いで目が覚めた。家の扉を開くと、目の前に真っ赤な光景が広がった。家の畑がゴウゴウと音を立てて燃えていた。自分の咽喉から悲鳴があがるのが聞こえた。父と清子が目を覚まして、必死になって火を消そうとする。だが、朝日が昇る頃には、畑はすべて焼け野原となっていた。

　そうして、一夜ですべてを失った。近隣同士の諍いが火事の原因だった。暗かったせいで、隣の畑と間違って、志津夫の家の畑に火が付けられたのだ。完全なるとばっちりで、単純で救いようのない唯の不運だった。

　父は魂が抜けたように家の端でうずくまり、誰の声も聞こえなくなったようだった。清子と志津夫は村中の家を回っては、貸してもらえる畑はないか、食料を分けては貰えないか、と聞いて回ったが良い返事は貰えなかった。

　そうこうしている内に、見る見るうちに備蓄していた食料はなくなり、ほとんど湯のような粥を啜る日々が続いた。

　数日後の夕方、見知らぬ男が家にやって来た。髪の毛が肩まで伸びており、尖った刃先のような細い目をしている。男は、ペッタリとした質感の着物を着ていた。それは、どこか蛇の鱗ようにも見えた。

　女形のような整った顔立ちをしているが、男の口元に浮かんだニヤニヤとした笑みがその顔立ちをどこか卑俗なものに変えている。どうしてだか、男は左半身に重心を傾けるようにして立っていた。

「その娘を渡してくれれば、全員飢え死にせんで済む」

　十三になる清子を指さして、男はそう言った。父の逡巡は、そう長くはなかった。もう悩むだけの気力も残っていなかったのかもしれない。

　男が来てから半刻はんときも経たずして、清子の細い手は男に握られていた。

「二人とも元気でね。わたしは平気よ、向こうではお腹いっぱいご飯が食べられるもの」

　清子は笑顔を浮かべたまま、そう言った。夕暮れ時で、開かれた扉から真っ赤な陽が射し込んでいたのを覚えている。

　男に強引に腕を引っ張られて、清子が歩いていく。その細い背を見た瞬間に、不意に母が亡くなった時のことを思い出した。

――誰がきよ姉ちゃんを守ってあげるんだろう。

　その思いが頭を過ぎった瞬間、志津夫は清子の手を掴んでいた。振り返った清子が、その笑顔をくしゃくしゃに歪めていく。

「志津……」

「おれもいっしょに行く」

　志津夫の言葉に、男が鼻白んだ声を漏らす。

「みすぼらしいガキは要らん」

「はたらきます。水くみでも便所そうじでも。何でもするから、おれも姉ちゃんといっしょに連れてってください」

　清子は今にも泣き出しそうな表情で、志津夫を見つめていた。男はじろじろと無遠慮な眼差しを志津夫へと注いだ後、嘲るような声で呟いた。

「お前は自分が姉を助けてやろうと思っているのかもしれんが、お前の存在はこの娘の鎖になるだけだぞ」

　予言めいた言葉を吐いて、男が乱暴に清子の腕を引っ張り上げる。腕を吊られた清子が、痛みに小さな悲鳴を漏らすのが聞こえた。その瞬間、志津夫は男の腕に掴みかかっていた。だが、小さな手が男の腕を掴む前に、右頬に鋭い衝撃が走った。

　為すすべもなく土間の上を転がり、背中がドンッと薄い壁へと当たって止まる。右頬が燃えるように熱かった。まるで囲炉裏に顔を炙られているかのようだ。

「志津ッ！」

　清子の叫び声が聞こえる。顔を上げると、男が志津夫の顔をぐぐっと覗き込んでいた。ニタニタと笑いながら、男が志津夫へと囁く。

「弱いもんは何もかも剥ぎ取られる」

　男の呼気が顔へと吹きかかる。生温かいのに、その呼吸はどこか冷たい気がした。

「自分から望んで地獄に行くんか」

　男が続けて問い掛けてくる。志津夫は何も答えられなかった。地獄なんて場所、志津夫は知らない。今まで教えて貰ったことすらない。

「ジゴクって、なに？」

　口を開くと、頬がじんじんと痺れて痛かった。腫れ始めた頬へと手を当てて、ようやく男に殴られたのだと気付く。

　男は、志津夫の返答を聞くと、一瞬だけその細目を真ん丸に開いた。それから、ハッハッと一際大きな笑い声を漏らした。男が家の中をぐるりと見渡す。家の隅で頭を抱えたまま微動だにしない父の姿を見やると、男はどこか和やかな声で呟いた。

「ここも地獄みたいなもんか」

　そう独り言のように漏らすと、男は志津夫へと言い放った。

「お前が好きな地獄を選びな」

　言い切るなり、男は清子の腕を掴んだまま歩き出した。足が悪いのか、男は右足首を引きずるようにして歩いていた。男が歩く度に、ずる、ずる、と蛇が地面を這うような音が響く。

　毒々しいほどに明るい夕陽へと向かって、清子が引きずられていく。志津夫は熱い頬を片手で押さえたまま、その背を追いかけていった。










「清蜜きよみつ、はよ座敷に戻れ」

　その声で、ハッと意識が戻ってくる。また、無駄に長々と考え込んでしまっていた。

　声の方へと視線を向けると、十年前、清子を買っていった女衒ぜげんの男がこちらを睨み付けていた。十年経っても、その刃のような細い目は変わっていない。それどころかますます鋭さを増して、皮膚に突き刺さってくる。

「ごめんなさい、親父様。すぐに戻ります」

　清子が顔を伏せて答える。清蜜というのは清子の源氏名だ。清子はちらりと志津夫を見やると、労るような声で囁いた。

「本当に、無理はしないようにね」

　同じ言葉を清子に返したい。だが、そんなことは口が裂けても言えるはずがなかった。身体を切り売りしているのは清子の方なのだから。

　親父様と視線を合わせないようにしながら、清子が立ち去っていく。途端、親父様はジロリと志津夫を見た。土で汚れた志津夫の足を見て、親父様は不機嫌そうに舌打ちを漏らした。

「汚ねぇな」

　その言葉に、心臓がギュウッと萎縮するのを感じた。無意識に、親父様の羽織の左袖へと視線が向かう。その左手首の内側に、隠し刃が収められているのを知っている。細く、鋭く、蛇の牙のような刃だ。その刃で志津夫の右顔面を切り裂いた時、親父様は確かこう言ったのだ。

『薄汚ぇ面だな』

　そう聞こえた次の瞬間、志津夫の右目は永遠に光を失くした。

　志津夫の視線が向かう先に気付いたのか、親父様はほんのわずかに口角に笑みを滲ませた。愚鈍な子供を見る、嘲りの笑みだ。笑みを浮かべたまま親父様が言う。

「足を洗って、さっさと便所掃除でもして来い」

「はい」

　硬い声で返して、志津夫はぎこちなく目を伏せた。視線を合わせようとしない志津夫を鼻で笑って、親父様が去っていく。また、ずる、ずる、と蛇が這いずる音が聞こえた。










　座敷は盛況な様子だった。

　障子越しに聞こえてくる秘めやかな嬌声から気を逸らすように、志津夫は遠くから聞こえてくる笑い声に耳を澄ませた。

　便所掃除を終えてからは、矢継ぎ早に訪れる客の履き物を預かり、厨房で酒を温め、宴会の片付けに回っていた。客が満足して一眠りする丑三つ時まで、志津夫の仕事は続く。八つの時にこの見世に来てから、それは変わらぬ日課だった。

　三味線の音に混じって、細く透き通った歌声が聞こえてくる。清子の声だ。

　清子の歌声は、鈴が転がるような可憐さと張り詰めた糸のような儚さを秘めていて、『天上の歌声』と称されるほど美しい。清子はその歌声と美貌で人気を博して、格子太夫こうしたゆうにまでなったのだ。それが清子にとって良いことか悪いことかは分からないが。

　布団を洗い場へと運んでいると、不意に背後から肩を叩かれた。驚いて振り向くと、背の高い女が立っていた。志津夫と比べても、三寸程度（約十センチ）しか頭の位置が変わらない。

「鈴蘭すずらん姉さん」

　もう遊女から番頭新造ばんとうしんぞうに変わったというのに、未だに姉さんと呼ぶ癖が直らない。

　鈴蘭姉さんは、あまり喜怒哀楽が表に出ない性質たちだが、清子や志津夫がこの遊郭に入った頃から、懇意に面倒を見てくれた心根の優しい人だ。数年前に年季が明けたが、鈴蘭姉さんは番頭新造として朱屋に残った。今では、遊女たちの世話をし、客との連絡や交渉をまとめてくれる頼りになる存在だ。

　本来であれば、遣手やりてという立場で呼ばれるのが相応しいのだろうが、遣手と呼ぶにはあまりにも若すぎるので、体面上、鈴蘭姉さんは番頭新造と名乗っていた。

　もう遊女ではないというのに、鈴蘭姉さんは柳めいた細くたおやかな身体付きをしており、涼やかな一重からは未だに現役のような色香が滲み出ていた。

　鈴蘭姉さんは表情を変えないままに、その薄い唇を開いた。

「お雪が座敷前の廊下に酒を零しちまったんだよ。悪いが、拭きに行ってもらえるかい」

　女性にしては低めな声が耳を打つ。

　お雪というのは、今年で七つになったばかりの禿だ。泣き虫な上におっちょこちょいで、しょっちゅう酒や料理を零しては廊下の隅っこでシクシクと泣いている。だが、子供らしい無邪気な性格やその愛らしい顔立ちのおかげで、客からは娘のように可愛がられていた。

「すぐに行きます」

　そう答えると、鈴蘭姉さんはその細い指先で志津夫の左目の下を撫でてきた。少し冷えた指先が涙袋を撫でる感触がくすぐったくて、志津夫はわずかに唇を緩めた。

「隈クマが酷いね。ちゃんと寝てるのかい？」

「うん……いえ、はい」

　昔の癖で答えてしまって、慌てて言葉遣いを直す。しまったという表情を浮かべる志津夫を見て、鈴蘭姉さんはほんの少しだけ目元を緩めた。途端、能面じみた顔立ちに染み込むような温かさが滲み出る。

「客前じゃなきゃ、普通に喋って構わないよ」

「すいません。いろいろ話し方を変えるのは、むずかしくて」

　元々器用さが足りないのだ。要領良くやろうと思えば思うほどドツボにはまって、何も上手くやれなくなる。身体ばかりは大きく育っていったが、頭の中身は子供の頃からちっとも成長していない。

　鈴蘭姉さんは、志津夫の顔をじっと見たまま、柔らかな声で言った。

「今日は早くお休み。それじゃなくても、あんたは頑張り過ぎだ」

「でも、親父様が」

「轟とどろきには上手いこと言っておくから安心しな」

　鈴蘭姉さんは、親父様をいつも『轟』と名前で呼ぶ。親父様と鈴蘭姉さんは、同時期にこの朱屋へやって来たのだと言う。だが、だからといって親父様と鈴蘭姉さんの間には、親しげな空気など欠片もなく、どこか一枚壁を隔てたような我関せずという空気が漂っていた。

　昔は、親父様も志津夫と同じ、朱屋で働く若わかい衆しの一人だったのだと話を聞いたことがある。だが、どうやってただの若い衆が楼主にまで成り上がったのかは知らない。知りたいとも思わない。一度でも聞いてしまえば、蛇のような親父様の目の奥に呑み込まれてしまう気がして恐ろしかった。

「鈴蘭姉さん、ありがとう」

　お礼を言うと、鈴蘭姉さんはそっと頷いた。

　布団を片付けると、雑巾と水を張った桶を持って座敷の方へと急いだ。近付くにつれて、笑い声がどんどん大きくなる。複数の遊女たちの声も聞こえるということは、ここ最近では珍しいくらい盛大な宴会だ。随分と羽振りの良い客が来ているらしい。

　座敷前の廊下に、酒の水たまりができていた。お雪は酒を大量に零したらしい。掃除するのは構わないが、この失敗がバレてお雪が親父様に折檻されないかが心配だ。

　床に膝をついて、丹念に酒を拭い始める。雑巾が濡れそぼる度に、硬く絞り上げて再び床を拭く。そうしていると、ふとピチャンと静かな水音が聞こえてきた。

　床へと落としていた視線を上げると、浅葱色あさぎいろの着物を着た男の足が見えた。その足が酒だまりを踏んでいる。おそらく厠に行こうと座敷から出てきた客だろう。暗くて廊下で濡れているのが見えなかったのか。

「あ、ぁ、申し訳、ございません」

　上擦った声で謝罪を漏らす。気の短い客だったら面倒だ。一発や二発張り飛ばされるのは良いが、親父様に文句を言われてしまうのは困る。そうなれば、志津夫だけでなくお雪まで問答無用で殴り飛ばされてしまう。

　志津夫の謝罪にも、男は黙り込んだままだ。酒だまりから足を上げた男の爪先から、ポタポタと雫が滴り落ちている。くるぶしから爪先まで、なだらかな曲線を描いた美しい足だった。まるで幽鬼ゆうきのように真っ白な肌をしている。

「失礼します」

　志津夫は、咄嗟に自身の着物の上をはだけて、その袖口で男の足を包んだ。床を拭いていた雑巾よりかは、まだ自分の着物の方がマシだと思ったのだ。裸になった上半身に、春の冷たい夜風がひやりと染み込む。

　足を丁寧に拭っている間も、やはり男は一言の声も発さなかった。怒って声も出せないのか、あるいは口を持たぬ物の怪たぐいか何かなのか。

　流石に恐ろしくなって、志津夫は恐る恐る顔を上げた。途端、息を飲んだ。

　透けるような青い瞳が志津夫を見下ろしていた。暗闇の中でも、はっきりとその青色は志津夫の目に焼き付いた。澄み切った湖に飛び込んだように、男の瞳の中へと心が吸い込まれていくような感覚。こんなにも美しい色を、志津夫は今まで見たことがなかった。

　志津夫は、瞬くことも忘れて、男を見つめた。恐ろしいほどに整った顔立ちをした男だ。浅葱色の着物の上には、藍色の中羽織がかけられていた。額中央で前髪が分けられた髪は濡羽色ぬればいろに艶めき、すっと通った鼻筋は高い。肌には染み一つなく、行灯あんどんにかすかに照らされた頬には柔らかそうな産毛が見て取れた。その白い産毛が淡く発光しているように見える。

　気が付いたら、全身が総毛立っていた。剥き出しになった自身の二の腕にびっしりと鳥肌が浮かんでいるのが分かる。

　志津夫は、一度親父様に言いつけられて、護符を頂きに遠くの大きな寺へ行ったことがある。その寺のお堂で巨大な仏像を見たときと同じような感覚だった。清らかで崇高で、おぞましいほどに神々しい。反射的に両手を合わせたくなるような、そんな衝動が込み上げてくる。

　男はどこか感情をうかがわせない瞳で、じっと志津夫を見ている。そこには侮蔑も愛着もなく、何一つとして興味がわかないといった無感動な表情をしていた。まるで空気でも眺めているような目だ。

　その目を見た瞬間、不意に猛烈な感情が込み上げた。カッと胸が熱くなって、痛いくらい締め付けられる。顔を上げていられなかった。男の足を上着で包んだまま、志津夫は深く俯うつむいた。

　その瞬間、志津夫は生まれて初めて恥を覚えた。この醜い面を、目の前の男にだけは見られたくなかった。

　男の足を掴んだ両手がかすかに震える。同時に、頭上から声が降ってきた。

「どうして震えている」

　静かな声だった。志津夫よりも低めの、落ち着いた声音だ。志津夫は俯いたまま、首を左右に振った。

「わかり、ません」

　そう答えた瞬間、また堪らない羞恥を覚えた。自分が物知らずの阿呆であることが息が止まりそうなくらい恥ずかしくて仕方ない。

　手の震えが止まらない。頬が燃えるように熱くて、目が勝手に潤み出す。どうして自分は、ただ美しい男を見ただけだと言うのに、こんなにも己の存在を恥じて、消えてしまいたいと思っているのだろう。

「糸夜いとや様、どうかなさいましたか？」

　座敷の中から、不意に声が掛けられた。薄く開いた障子の隙間から、菊千代姉さんが心配そうな眼差しを向けている。

　菊千代姉さんは、胸も尻もふくよかでどっしりとした肉付きをしており、やや年増に見られがちだが、歳は清子よりも二つか三つ下だったはずだ。朱屋に売られる前は三味線職人の娘だったということで、三味線の腕が抜群に良く、一人の客につくというよりかは、座敷に呼ばれることが多い遊女だった。

　菊千代姉さんの声を聞くと、男は志津夫に掴まれていた足をすっと引いた。

「その者が何か失礼をしましたか？」

　不安げな菊千代姉さんの問い掛けに、男はゆっくりと首を左右に振った。

「いいや、何も」

　男のその返答を聞いた瞬間、どうしてだかまた羞恥が頬をカッと焼いた。その瞬間、語る必要もないものと男に宣告されたような気がしたのだ。

　男が平坦な声で言う。

「俺は――糸夜は帰ったと、兄に伝言を頼む」

「あらぁ、お帰りですか。それでは表までお見送りいたしますよ」

「見送りは不要だ」

　そう言い切るなり、男は歩き出した。一人でさっさと歩いていってしまった男を見て、菊千代姉さんが唖然と口を開いているのが見える。

　だが、上半身裸のまま廊下に座り込んでいる志津夫を見ると、菊千代姉さんは慌てたように廊下へと出てきた。近くの空き部屋へと志津夫を引っ張り込んで、せっかちな声で訊ねてくる。

「どうしたの、志津夫。何か粗相しちゃったの？」

　菊千代姉さんの問い掛けに、志津夫は首を小さく左右に振った。

　自分は何をしたのだろう。一体、何を見たのだろう。それを説明するだけの言葉を志津夫は持ち合わせていなかった。

　らしくもなく黙り込む志津夫を見て、菊千代姉さんが狼狽したように続ける。

「まずいわよぉ。天下の世良商舩せらしょうせんを怒らせたら、うちなんかすぐに潰されちゃうわ」

「世良商舩？」

　思わず口をついて出ていた。問い掛けるような志津夫の声に、菊千代姉さんが素早く頷く。

「阿蘭陀オランダや唐相手に商いをやってる会社よ。ここいら一体の土地を貸してる地主様でもあるから、楼主たちは誰も世良商舩に頭が上がらないの。世良商舩が一言気にいらないって言ったら、どの見世も次の日には荷物まとめて出て行かなきゃならないんだから」

　菊千代姉さんの早口に、志津夫は目を丸くした。

「あの人が、世良商舩の人なのか？」

「そう。世良商舩のお二人目の若様よ。世良糸夜様」

　さらりと吐き出された言葉に、志津夫はパチリと大きく瞬いた。

「でも、目が青かった」

　志津夫の言葉に、菊千代姉さんは一瞬だけバツが悪そうな表情を浮かべた。口をもごつかせた後、志津夫の耳元へと唇を寄せて、小さな声で言う。

「糸夜様のお母様が阿蘭陀人だそうよ。でもね、正妻じゃなくて愛人なんですって。だから、お兄様である光一様とは腹違いの兄弟ってわけ。語学が達者でいらっしゃるから、世良の家に引き取られてからは光一様の補佐として勤めてらっしゃるみたい」

　すらすらと語られる世良家の内情に、志津夫は驚いたように菊千代姉さんを見つめた。菊千代姉さんは、言い訳するように「ここいらの人間ならみんな知ってることよ」と続けた。

「まだお若いけど、優秀な方だそうよ。だけど、人付き合いはお嫌いなのか、口数が少ない方でね」

　はぁ、と菊千代姉さんがため息を漏らす。そのため息には、かすかに憧憬が入り交じっているように聞こえた。

「怖いくらい、美しい人だ」

　無意識に唇から言葉が零れていた。志津夫の言葉を聞くと、菊千代姉さんは少しだけ意表を突かれたように目を丸くした。

「あらぁ、驚いた」

　その言葉に、志津夫は首を傾げた。不思議そうな表情をする志津夫を見て、菊千代姉さんが笑って続ける。

「あんたが誰かを美しいなんて言うなんて珍しい。あたしたちにはお世辞でも綺麗だなんて言ったことないくせに」

　茶化すように菊千代姉さんが志津夫の肩を小突いてくる。志津夫は緩く後頭部を掻いて、誤魔化すように言った。

「青い目なんて、はじめて見たから」

「そうね。あんたは出島でじまに行けないものね」

「出島って、紅毛人こうもうじんの住居の？」

　出島とは、紅毛人――阿蘭陀人が居留している人工島のことだ。自由に出歩ける唐人とは違い、阿蘭陀人の出入りは厳重に監視されており、出島への出入りが許されているのは遊女だけだという。

　また菊千代姉さんが声を潜めるようにして言う。

「あたしは、どうしても人手が足りない時に一度だけ行かされたことがあるんだけど、紅毛人はそりゃあ図体も大きい上に、体臭もきつくってね。『あそこ』も大きいから突かれてる間ずっと痛くって、中には子宮がひっくり返って死んじゃった子もいるんだって」

　怖い怖いとばかりに菊千代姉さんが自身の両腕をさする。志津夫は、何と答えたらいいかも分からず、曖昧に眉を寄せた。

　鎖国の中、唯一貿易が許されたこの地には、大きく分けて三つの人種がいる。日本人、唐人、阿蘭陀人だ。遊女たちは、そのすべての人種の相手をしなくてはならないが、聞くところによると阿蘭陀人の相手をすることを遊女たちは心底嫌がっているらしい。

　理由は、菊千代姉さんが言ったとおりなのだろう。遊女たちにとって、『あそこ』が大きいというのは快感というよりも苦痛に近いらしい。だからこそ、揚げ代（遊女へと支払う代金）が一番高いにも関わらず、阿蘭陀人の相手をするのは、基本的には売れない下層の遊女ばかりだ。

「世良商舩は、紅毛人とも取引をしてるからね。今日も、誰か出島に行っちゃくれないかって言われてんのよ。あんまりにも醜女しこめばかり寄越されるから、紅毛人が太夫を連れてこいって言ってるらしくって」

　図々しいったらありゃしない、と菊千代姉さんが不機嫌に言い放つ。

「清蜜も唄だけでもいいから聞かせに行ってくれ、って光一様に口説かれてたわよ」

　そう続けられた言葉に、志津夫は身体が強張るのを感じた。眉尻を下げて問い掛ける。

「きよ姉ちゃんも出島に行かされるのかな」

　先ほどの子宮がひっくり返って死んでしまった遊女の話を思い出して、不安がつのる。暗く沈んだ志津夫の顔を見て、菊千代姉さんがハッとしたように表情を変える。

「平気よ、平気。清蜜が歌いに行くときには、あたしも三味線担いで一緒に行くんだからね。あんたの姉さんが酷い目に合わされないように見張っといてあげるわ」

　菊千代姉さんが任せてと言わんばかりに、どんと自身の胸を拳で叩く。その力強い菊千代姉さんの言葉に、志津夫は口元を緩ませた。

「ありがとう、菊千代姉さん。でも、姉さんも無理はしないで」

　そう告げると、菊千代姉さんはかすかに笑みを滲ませた。どこか弟を見るような柔らかな眼差しだ。朱屋にいる姉さん方は皆、志津夫に優しくしてくれる。きっと志津夫を通して、自分の兄弟たちを見ているのだと思う。

　その時、ふと座敷の方から声が聞こえてきた。

「おおい、菊千代！　一曲ひいてくれぇ！」

　酒でやや呂律は回っていないが、豪気な声だ。菊千代姉さんが口元を手のひらで覆う。

「あら、いけない。光一様がお呼びだわ」

　そう呟いて、菊千代姉さんがパタパタと慌てたように走っていく。だが、部屋から出る直前に、菊千代姉さんが志津夫を振り返った。

「今から春音はるねのところに行くの？」

　聞こえてきた名前に、わずかに肩が跳ねる。志津夫が肯定するように弱々しい笑みを浮かべると、菊千代姉さんは少しだけ寂しそうに笑みを滲ませた。

「いつも辛いことを任せてごめんね」

「菊千代姉さんが謝ることじゃないよ。俺が好きでやってるんだ」

「それでも、ごめんよ」

　そう言い残すなり、菊千代姉さんは座敷へと向かっていった。志津夫は座敷から響く笑い声を聞きながら、しばらく部屋の中で立ち尽くした。










　ここは薄暗く、狭く、饐えた臭いがする。まるで生魚か卵が発酵したような生臭い臭いだ。実際、春音姉さんの身体は、ゆっくり腐り始めているのだろう。

「春音姉さん」

　階段下の物置きの扉を開きながら、そっと声をかける。春音姉さんは、薄暗い物置部屋の奥に敷かれた煎餅せんべい布団に横たわったまま、身じろぎ一つしない。ただ、ヒュウヒュウと鞴ふいごを吹くような、か細い呼吸音だけが聞こえてくる。

「遅くなってごめん。ご飯を持ってきたよ」

　そう声を掛けながら、屈まなくては入ることもできない狭い物置部屋へと潜り込んでいく。志津夫と交代で食事を持ってきている鈴蘭姉さんも、きっとこの部屋の天井に何度か頭をぶつけただろうなと想像する。

　布団の傍らへと座って、手に持っていた盆を下ろす。暗がりの中、そっと覗き込むと、春音姉さんの目が薄っすらと開かれた。春音姉さんは覚束なく視線を揺らした後、志津夫の顔を見ると、小さな舌打ちを漏らした。だが、赤く爛ただれた唇では上手く舌打ちができないのか、ヂィッと唾液混じりの舌打ちが聞こえた。

「……くそがき……さっさと出て行きな……」

　春音姉さんのいつもの口癖だ。志津夫は器を手に取りながら、春音姉さんへと喋り掛けた。

「ごめんなさい、起こしちゃって。今日は、刺身の切れ端があったから、鰺あじの雑炊を持ってきたよ」

　いい匂いがするだろう、と言いかけて、志津夫は咄嗟に言葉を飲み込んだ。春音姉さんの鼻は崩れ落ちかけている。匂いなんて、きっととうの昔に分からなくなっているはずだ。

　鼻だけでなく、春音姉さんの身体のあちこちは赤いできもので膨れ上がり、肉崩れを起こしていた。あれだけ美しかった春音姉さんの顔立ちは、今はもう見る影もなくなっている。

　五年前、朱屋に売られてきた時、春音姉さんは既に二十の歳を過ぎていた。それでも、春音姉さんの美貌は、誰が見ても圧倒的だった。目鼻立ちの一つ一つが完璧な形をしており、まさに人形師が渾身を込めて作った最高傑作のような高貴な顔立ちだった。

　その人を寄せ付けない顔立ちに相応しく、春音姉さんは高慢ちきな性格をしていた。元々は、格式高い家の娘だったのだと言う。

『あたしは、あんたたちとは違う』

　春音姉さんはそう言い張って、他の遊女たちとは決して打ち解けようとはしなかった。いつだってツンと澄ましており、長煙管ながぎせるをふかしながら、二階の窓から腹立たしそうに空を睨み付けていた。春音姉さんのその眼差しは、志津夫にはどこか怒っているようにも悲しげなようにも見えた。

　その浮き世離れした美貌のおかげで、春音姉さんはたちまち人気の遊女になった。だが、気性の激しさから客と諍いさかいを起こすことも多かった。

　春音姉さんが気に食わない客と喧嘩する度に、志津夫は暴れる春音姉さんを取り押さえに向かった。そうして騒動が終わると、春音姉さんは志津夫の頬を思いっきり張り飛ばしてこう叫ぶのだ。

『さっさとここから出て行けっ！』

　そう叫ばれて部屋から蹴り出されたのは、もう数え切れないほどだ。それでも、志津夫は春音姉さんを嫌いになることはできなかった。それは、志津夫へと怒鳴る春音姉さんの顔が、どこか泣き出しそうに見えたからかもしれない。

　そうして、数月前に病が発覚した途端、春音姉さんはこの狭い部屋に押し込められたのだ。それに対して非難の声をあげることは、誰も許されなかった。親父様が決めたことに、この見世の誰一人として逆らうことはできない。

「ちくしょう……鰺なんか……」

　煎餅布団に仰向けになったまま、呻くように春音姉さんが呟く。

「あたしは、ずっと、尾頭付きの鯛を、食べてきたんだ……それなのに、鰺なんて……」

　元から怒りっぽい人だったが、病になってから春音姉さんは一層偏屈になった。志津夫が何をしようが、文句や不満ばかりを口にする。だが、それも仕方ないことだと思う。こんな狭い部屋に一日中閉じ込められていれば、すべてを憎まずにはいられないのだろう。

　恨み言めいた春音姉さんの声を聞きながら、志津夫は鰺の切れ端が混ざった麦飯を匙に掬った。ふぅ、ふぅと息を吹きかけてから、春音姉さんの口元へとゆっくりと運ぶ。

「鰺もおいしいよ。足りなければ、また作るから、たくさん食べて。そしたら、きっと元気になるから」

　宥なだめるように囁くのと同時に、片手に持っていた器が床へと叩き落とされた。床の上へと無残に散らばっていく麦飯を見つめて、志津夫は驚きに目を見開いた。

　器を叩いた右腕を力なく布団の上に落としながら、春音姉さんが皮肉げな声で吐き捨てる。

「元気になる、なんて、馬鹿なこと、いうんじゃない、よ。あたし、は、死ぬんだ。こんな薄暗いところで、ひとりぼっち、みじめに、野垂れ死ぬ、んだ」

　呪詛のように濁った声で、春音姉さんが言う。その言葉に、志津夫は情けなく眉尻を下げた。

「死なないよ。死んだりなんかしない」

　それは春音姉さんに言っているというよりも、志津夫が自分自身へと必死に言い聞かせているような声だった。

「大丈夫、またお医者さんを連れてくるよ。今度は、もっと腕の良い人を呼ぶから……」

　皆からなけなしの金を集めて呼んだ医者は、春音姉さんを一目見るなり、もう手の施しようがないと言い放った。その時の医者の寒々とした声を思い出すたびに、体内がすっと冷えていく。

　畜生、強欲で傲慢なやぶ医者め。生きてる人間を前に、よくも平然と助からないなどと言えたものだ。

　湧き上がってきた怒りで、拳に力が入る。痛いくらい握り締められた志津夫の拳を見て、春音姉さんは唇の端を歪めた。

「むだ、だよ。あたしは、死んで、地獄におちるんだ」

「ちがう。死んだとしても、極楽に行くんだ」

　聞きかじっただけの浅はかな言葉を吐き出す。

　志津夫は、極楽も地獄も知らない。だが、死んだら善人は極楽に行き、悪人は地獄に落ちると聞いたことがある。なら、きっと春音姉さんは極楽に行けるはずだ。そうじゃなきゃおかしい。生きても、死んでも、貪られ続けるなんて、そんな不公平なことがあって堪るか。

　どこか盲目的な志津夫の言葉に、春音姉さんはかすかに哀れむような声音で言った。

「馬鹿ながき。極楽なんか、ないんだよ。あるのは、地獄だけさ」

　嘲るように呟いて、春音姉さんはくぐもった笑い声を漏らした。だが、笑い声はすぐに消えて、鈍い咳へと変わった。

「春音姉さん」

　身体をさすろうと手を伸ばす。だが、その手が触れる前に、春音姉さんが鋭い声で叫んだ。

「ばかやろう、どっか、行っちまえ……っ！」

　癇癪を起こした子供のようだった。咳混じりに叫ぶ春音姉さんの姿に途方に暮れて、志津夫は床に転がる器と盆を拾い上げて立ち上がった。

「あとで、新しいご飯を持ってくるから……」

「うるせぇ、出ていけ……！」

　聞く耳を持ってもらえず、胸の奥から込み上げてくる虚しさを噛み締めながら、志津夫は身体を屈めて物置部屋から出た。

　途端、嬌声が響く世界へと戻ってくる。甘くねっとりと脳髄に絡みついてくる声に、不意に鼓膜が痺れるような感覚を覚えた。

　盆を床に置いて、志津夫は蹲ったまま両耳をキツく塞いだ。耳に押しつけた手のひらから聞こえてくる小さな鼓動に耳を澄ませる。そうしていれば怖いものは消えてなくなるのだと、必死に自分に言い聞かせて。











第二章　金平糖




　早朝目覚めると即座に、志津夫の仕事は始まる。

　まずは泊まり客の朝餉を急いで用意し、客が帰った後は部屋の片付けや布団の洗濯をする。合間合間に親父様や姉さん方の使いなどをして、週に一度は病院詣びょういんもうでに行く姉さん方の送り迎え、それからツケを払わない客への取り立てなどを日替わりで行う。

　偶然時間が空いた時には、町大工の親方のところへ行き、日雇いの仕事を貰った。

「親方、今日はなにか手伝えることはありますか？」

「あぁ、志津夫か。午後は永楽屋の屋根貼りをするが来るか」

「ありがとうございます。お手伝いさせてください」

　ぺこりとお辞儀をすると、年老いた親方は煙管を吹かしながら目を細めて笑った。子供の頃から変わらぬ志津夫の幼さを愛おしんでいるような眼差しだ。

　親方は優しい人だ。十年前に、なにか仕事はありませんか、と声をかけた志津夫に、何も聞かずに木屑拾いの仕事を与えてくれた。志津夫が十五を過ぎた時に、朱屋を辞めて大工見習いにならないか、と話もくれたが志津夫は断った。

『俺も姉ちゃんも、まだ借金があるので……』

　働いても働いても親父様への借金は増えていくばかりで減ることはない。まるで性質の悪い鼬いたちごっこのようだ。

　せめてもと思い、こうやって親方のところで働いても、清子を自由にするだけの金は全く稼げてはいなかった。それでも、ただ我武者羅がむしゃらに働く以外にどうすればいいのか、志津夫には分からなかった。

　折角の誘いを断っても親方は志津夫を見放すこともなく、訪れれば変わらず仕事を与えてくれる。志津夫には、そういう親方の存在が涙が出るくらい有り難かった。

「お前は見た目に似合わず細かい作業が得意だから、時々でも来てくれりゃこっちも助かる」

　そう声をかけてくれる親方に、志津夫はそっと笑みを返した。










　夕刻まで親方の仕事を手伝い、日が陰ってくると全速力で朱屋へと戻った。汗だくなまま客前に出ては叱られるので、大急ぎで井戸で水浴びをしてから服を着替える。

　日が暮れると続々と客が入ってきて、一気に見世が賑わった。目が回るような忙しさの中、見世を飛び回っていると、ふと姉たちの一人が座敷から顔を覗かせた。

「志津夫、ちょっと来て頂戴。お客様が酔って立ち上がれないんだよ。お部屋まで運んでくれるかい」

　手招かれて、志津夫は慌てて座敷の前に膝をついた。

「失礼します」

　そう声を上げてから、座敷の中へと入っていく。座敷の奥で、顔を真っ赤にした男が清子の膝の上でぐうぐうと眠りこけている姿が見えた。座敷の盛り上がりを邪魔しないように、腰を屈めて座敷の奥へと進んでいく。

「きよ姉ちゃん、俺が運ぶから、こっちに凭れ掛けて」

「有り難う、志津。足が痺れて、どうしようかと思ってたの」

　清子が心底助かったように小声で囁く。その言葉に笑みを浮かべかけた瞬間、不意に高らかな声が座敷に響いた。

「こんな美女たちに囲まれておいて、一人も選ばずに逃げ帰るとは男が廃るぞ！　今宵こそは愛しい女子おなごを見つけて、甘い言葉の一つでも囁いてみろ糸夜！」

　まるで三文役者のような芝居がかった声だ。その声には聞き覚えがある。確か昨晩、菊千代姉さんが『光一様』と呼んでいた声だ。

　顔を上げると、上座で豪快に笑う若い男が見えた。頬は赤くなっているが、その目は酒気を帯びても濁ってはおらず、溌剌とした生命力に輝いているように見える。長い髪を首の後ろで一つに纏めており、肩幅も胸板も厚い身体をしている。その姿や表情からは鬱屈したところが一つも感じられない。まるで太陽のような印象の男だと思った。

　そうして、その光一の隣に腰を下ろしている男を見て、志津夫は知らず息を飲んだ。昨夜見た、あの美しい男がいた。

　糸夜は、相変わらず感情の窺わせない顔をして、朱塗りの盃さかずきを口元へ運んでいる。兄である光一の口上を聞いても、糸夜はピクリとも表情を動かそうとはしない。光一と並ぶと、糸夜は月のような印象を受けた。

　糸夜は視線を床へと伏せたまま、薄っすらと唇を開いた。

「兄様あにさま、何度も言っていますが、俺にはそういった相手は必要ありません。俺が選ばずとも、兄様が二人でも三人でも、いっそ百人でもお好きだけ相手をなされば宜しいでしょう」

　素っ気ない糸夜の口調を面白がるように、光一が再び力強い笑い声をあげる。それに合わせて、遊女たちが笑い声をあげるのが波音のように聞こえた。

「そう言うな糸夜。俺はな、お前のことを心配しているんだ」

「心配？」

　光一の言葉に、糸夜の片眉がわずかに跳ねる。伏せられていた糸夜の視線が向けられると、光一は満足そうに数度頷いた。

「お前は頭は回るが、愛想の振る舞い方というものを知らん。こんな上等な女子たちに囲まれているというのに、笑顔の一つも浮かべやしない。それに、お前は決定的に言葉足らずだ。お前が俺と同じ商売人である以上、商売相手との交渉は切っても切り離せん。その時に大事なのは、円滑な人付き合い、ええ、つまり、こみゅにぃ……」

「Communicatieですか」

「そう、それだそれ」

　糸夜の滑らかな発音に、光一が笑いながら糸夜の肩をバシバシと叩く。酔っているのか、その叩き方には遠慮がなかった。だが、強い力で叩かれているにも関わらず、糸夜の身体はぶれることがない。細身に見えるが、随分と鍛えられているのか。

　光一はまるで甘える女のように、糸夜の二の腕に手のひらを当てながら、猫撫で声で囁いた。

「俺はだな、お前に人と人との触れ合いによって知って欲しいのだ」

「何をですか」

「人のぬくもりというものを」

　意味深げに囁かれた光一の言葉に、糸夜は一瞬だけ嫌そうに片目を眇めた。結局最後は下シモの話で終わるのか、と言わんばかりの不愉快そうな眼差しだ。

　だが、糸夜のそんな眼差しにもめげず、光一は糸夜の肩をグッと抱くと、断言するような声で叫んだ。

「さぁ、この中から誰か一人選ぶまで、今日は絶対に帰さんぞぉ！」

　完全に酔っ払いの悪ふざけだ。気の毒に、と思いながらも、志津夫はそっと視線を逸らした。

　清子の膝の上から、酔っ払った男を担ぎ上げようとした瞬間、不意に糸夜の声が座敷に響いた。

「では、あの者を」

　一瞬、水を打ったように座敷がしんと静まりかえった。唐突な静寂に、志津夫は思わず顔をあげた。同時に、糸夜が真っ直ぐこちらを指さしているのが視界に映った。

「え……」

　戸惑った自分の声がやけに大きく聞こえる。

　光一は目を丸くしてまじまじと志津夫を見た後、不意に合点がいったように声をあげた。

「あぁ！　清蜜か！」

　その声に、思わずほっと息が零れた。よく考えれば当然のことだ。糸夜が自分を指さすはずがない。指をさしたのは、きっと隣にいる清子だったのだろう。

　だが、続く糸夜の言葉に、その安堵は一瞬で吹き飛ばされた。

「いいえ、あの男を選んだのです」

　その言葉に、再び座敷の空気が凍り付く。姉さん方がざわめくのを聞きながら、志津夫は微動だにすることができなかった。呆然とする志津夫を気にも止めず、糸夜が淡々とした声で言う。

「兄様は、この中から誰か一人選べと言いました。それがあの男でも問題ないはずです」

「いや、そりゃあ、お前なぁ……」

　すっかり酔いが醒めたのか、光一が困り果てたように頭を掻いている。煮え切らない光一の様子に痺れを切らしたのか、糸夜が立ち上がって、大股で志津夫へと向かって歩いてくる。その迷いない足取りに一瞬身が竦みそうになった。

「あ、あの……俺は……」

　ただの若い衆で、姉さん方のようなもてなしなど出来るはずもない。当然だ。人の殴り方は教わっても、男の悦ばせ方など教えられたことがないのだから。

　だが、その言葉の続きは言えなかった。糸夜に腕を掴まれて、強引に引っ張られる。

「来い」

　それ以上の言葉を塞ぐような、有無を言わさぬ口調だった。志津夫がつんのめるようにして立ち上がると、そのまま廊下へと向かって歩いていく。だが、すぐさま清子の声が響いた。

「お待ち下さいっ！」

　縋るような清子の声に、糸夜が肩越しに振り返る。清子は自身の着物を両手で鷲掴んだまま、かすかに震える声をあげた。

「その者は遊女ではありません。糸夜様のお相手をするには不十分かと思います。どうか別の者をお選び直し下さい」

　儚げな清子の姿からは思いもよらないほど、硬く尖った声だった。

「俺は構わない」

　清子の厳しい表情に対して、糸夜が事も無げに答える。そのまま再び歩き出そうとする糸夜に、清子が掠れた声を漏らした。

「その子は売り物ではありません……っ」

　切実さを滲ませた清子の声に、一瞬志津夫は唇が震えるのを感じた。きよ姉ちゃん、と泣き出しそうな声が小さく漏れる。だが、続く糸夜の言葉に、心臓が一瞬で凍り付いた。

「この男とお前たちと、何が違う」

　突き付けられた言葉に、改めて目の前が暗く陰るのを感じた。決して忘れてはいけなかったのだ。自分も姉たちも同じ、この見世に買われた人間なのだと。

　そう思った瞬間、強張っていた腕から力が抜けた。だらりと垂れ下がった腕を、無造作に引かれる。引っ張られるままに歩きながら、志津夫は清子へと視線を向けた。

　大丈夫、と言うように口元に小さく笑みを浮かべる。清子が「志津……」と唇を動かすのが最後に見えた。










　部屋へと入るなり、糸夜は中羽織を雑に脱ぎ捨てた。床に投げ落とされる服を見て、咄嗟に身体が震えそうになる。

　部屋の前に立ち尽くしたままの志津夫を見ると、糸夜は一瞬訝しげに目を細めた。

「何をしている。障子を閉めろ」

　その言葉がまるで処刑の宣告のように聞こえる。ぎこちない仕草で障子を閉めて振り返ると、既に糸夜は用意されていた布団の上に腰を下ろしていた。その様を見て、志津夫は慌てて畳へと膝をついた。

「しっ、志津夫と申します。不束者ふつつかものですが、誠心誠意頑張りますので、どうかよろしくお願いいたします」

　上擦った声で言いながら、額を畳へと擦り付ける。途端、しんと静けさが広がった。恐る恐る顔を上げると、糸夜の目が丸々と開かれていた。薄暗い室内でも、糸夜の目は青く輝いているように見える。

　ぼぅっとその瞳を見つめていると、糸夜が困惑したように呟いた。

「お前は何を言っている」

　その言葉に、志津夫は大きく目を瞬かせた。

「あの、ですから、不束者ですが……」

「何が不束なんだ？」

　布団の上に腰を下ろした糸夜が志津夫へと向かい合う。まるで叱られた子供のように畳の上に正座したまま、志津夫は膝の上で拳を握り締めた。

「ええと……閨ねやの作法や、性技も知らぬ者で申し訳ないと……」

　自分で口に出しているだけでも、頬が熱く火照っていくのを感じる。それ以上続けることができず、俯いたまま押し黙っていると、ふと溜息が聞こえてきた。

「俺がお前を抱くと思っているのか」

　その一言に、バッと顔を上げる。糸夜は小さな子供を見るような眼差しで志津夫を見ていた。

「違うんですか？」

「違う」

　はっきりと答えられて、思わず身体から力が抜けた。先ほどまでの自分の悲壮な覚悟は何だったのか。

「なら、何で……」

　気が抜けたあまり、口調まで幼くなってしまう。弱り果てた志津夫の表情を見ると、糸夜は小さな子に言い聞かせるような口調で答えた。

「俺は白粉の匂いが嫌いなんだ。お前からは白粉の匂いがしない。だから、お前を選んだ」

　端的で分かりやすい糸夜の説明に、志津夫は、はぁ、と気の抜けた返事を漏らした。

「それなら、そうと言ってくれれば……」

「兄の前でそんな事を言ったら、そんな阿呆な理屈は通らんから、女子を選び直せと言われるに決まっている。お前を選べば、兄は黙るしかない」

　何という屁理屈だ。冷静そうな見た目に反して、やることが強引で突拍子がない。

　だが、よく考えてみれば、そもそも糸夜のような美しい男が自分のような醜い男を好き好んで選ぶ訳がないのだ。そう思った瞬間、羞恥が頬を焼いた。恥ずかしさのあまり額から変な汗が出てくる。

　志津夫が所在なく俯いていると、糸夜は不思議そうに首を傾げた。

「なぜ、赤くなっている」

　問われた言葉に、志津夫は顔を伏せたまま唇を震わせた。

「う、自惚うぬぼれていたのだと、思って……」

「何を自惚れていた」

　問い返す声に、返事ができない。俺は、貴方に選ばれたと思ったんです。そんな一言は恥ずかしすぎて言えるわけがなかった。膝の上で握り締めた拳がかすかに戦慄く。

　押し黙ったままの志津夫を見ると、糸夜は緩く溜息を漏らした。その溜息にすら過敏に反応しそうになる。

「お前は、俺を見ると震えるのか」

　ぽつりと呟かれた言葉に、志津夫はハッと顔を上げた。だが、その時には既に糸夜は志津夫へと背を向けて、布団へと横たわっていた。

「俺は寝る。お前も好きにしろ」

　まるで突き放すような糸夜の台詞に、志津夫は途方に暮れた。畳の上で正座したまま、どうしようかと薄暗い室内へと視線を巡らせる。

　その時、不意に糸夜が呟いた。

「……五月蠅うるさいな」

　その声に、志津夫は一瞬ビクリと肩を震わせた。だが、それは糸夜の独り言だったようだ。

　辺りへと耳を傾ければ、遠くからは座敷の喧騒が聞こえてくる上に、左右の部屋からは、女たちの嬌声や男たちの切迫した声が聞こえてくる。志津夫には、とうに慣れた生活音で気にも止めていなかったが、糸夜にとっては矢張り聞き苦しいのだろう。

　志津夫は、辺りを見渡して何か耳栓になるものかないか探した。だが、布団ぐらいしかない部屋には、勿論耳栓の代わりになるようなものは置いていない。探しに行こうにも、光一に見つかるかもしれないから部屋から出て行く訳にもいかない。

　仕方なく、志津夫は背を向けて寝転がる糸夜へと恐る恐る近付いた。

「あの……失礼します」

　背中を丸めて、両手を糸夜の耳へと向かって伸ばす。耳を両手で包み込むと、糸夜が驚いたように閉じていた目を開いた。目線だけを志津夫へと向けて、糸夜が怪訝そうに問い掛けてくる。

「何をしている」

「いえ、音が……少しマシになるかと思ったので……不愉快でしたら止めます。申し訳ございません……」

　たどたどしい口調でそう返すと、糸夜はわずかに目を細めた。手で耳を塞ぐなんて、ひどく子供っぽい対応だと分かっている。音だって完全に遮断し切れるものではないし、そもそもゴツゴツとした、あかぎれだらけの男の手なんて心地よいものでもないだろう。だが、それ以上どうすればいいのか志津夫には分からなかった。

　糸夜から振り払われることもないので、前屈みの姿勢のまま耳を塞いでいると、ふと声を掛けられた。

「その体勢は辛くないのか」

　糸夜の目が志津夫を見ている。その眼差しに、また心臓が不整脈でも起こしたように跳ねるのを感じながら、志津夫は曖昧に笑って答えた。

「いえ、俺は一晩中この体勢でも平気です」

「平気かどうかではなく、辛いか辛くないかを聞いている」

　また切り付けるような口調だ。志津夫の顔が泣き出しそうに歪むのを見て、糸夜が早口で続ける。

「違う。お前を責めてるんじゃない」

　そう呟いた後、糸夜はかすかに目を細めた。

「俺は、言葉足らずなんだ。ただ、お前が辛いのなら、もうしなくてもいいと言いたかっただけだ」

　悪かった、とたどたどしく告げられた言葉に、志津夫は目を見開いた。まさか糸夜に謝られるとは思ってもいなかった。

　志津夫が動かずにいると、ふと糸夜が手を伸ばしてきた。手首を掴まれて、ぐいっと引っ張られる。

「こっちへ来い」

　促されるままに、糸夜と向かい合わせに寝転ぶ。客用の柔らかい布団の上で寝るのなんて初めてだった。布団や枕からは、かすかに甘い匂いがする。

　横たわった志津夫の両手を掴んで、糸夜が自身の耳へと押し当てる。

「この体勢なら、お前も辛くないだろう」

　その言葉に、咄嗟に笑い出しそうになった。やっぱりこの人は突拍子もない人だ。男同士で布団に横たわっているという奇妙な光景に疑問を抱かないのだろうか。

　志津夫が口元に淡く笑みを浮かべると、糸夜は驚いたように両目をパチリと瞬かせた。

「やっと怯えた顔以外を見せたか」

　呟かれた言葉に、志津夫は思わず糸夜を見つめた。途端、糸夜の美しい顔が視界いっぱいに広がって、また視線を合わせられなくなる。再び志津夫が目を伏せると、糸夜の薄い溜息が聞こえた。

　沈黙の後、糸夜が独り言のように呟く。

「俺が不気味か」

「ぶきみ？」

「俺の目の色が違うから、気味が悪いと思っているのか」

　志津夫は、一瞬息を呑んだ。

「ちが、ちがいますッ！」

　思わず間近で叫んでしまっていた。眉を顰める糸夜を見て、ハッとして口を噤む。口を数度もごつかせた後、志津夫はひどく小さな声で言った。

「あなたのことを、気味が悪いだなんて、思ってません。ただ、俺は……恥ずかしいのです」

「恥ずかしい？」

「俺は醜いから、あなたの美しい顔を見ると、どうしようもなく、恥ずかしくて……」

　だから、目を逸らさずにいられない。

　その感情をどう説明すればいいのだろう。感情を言い表すだけの言葉を持ち合わせておらず、志津夫は口ごもった。こういう時に、無学な自分が惨めで堪らなくなってしまう。

「お前は、俺を美しいと思っているのか」

　ぽつりと問い掛けるような糸夜の声が聞こえてくる。その言葉に、また羞恥が煽られた。耳まで赤くなっていくのが自分で分かる。

「あなたは、俺が今まで出会った人のなかで、一等美しい人です」

　途切れ途切れな口調で漏らして、志津夫は両目をキツく閉じた。目を閉じていれば、すぐ朝が来て、この惨めな時間が終わるのだと信じて。

　だが、早々朝など来るわけもなく、不意に閉じた右目蓋をそっと撫でられるのを感じた。驚きに目を開くと、鼻先が触れ合いそうなほどの至近距離に糸夜の顔があった。その光景に、眩暈が起きそうになる。

「この傷は、何があった」

　問い掛けてくる声に答えることもできず、志津夫ははくはくと唇を数度上下させた。

「誰にやられた」

　続けて訊ねられて、志津夫は頭を真っ白にしたまま唇だけを動かした。

「親父様です」

　言ってしまった瞬間、まずいと思った。俺の口は、とうとう黙ることすらできなくなったのかと自分自身の頬を張り飛ばしたくなる。

　だが、志津夫の懊悩おうのうにも気付かず、糸夜は静かな声で、そうか、とだけ呟いた。

「轟楼主にか。なぜ、やられた」

　ただ気分を悪くさせるだけの凄惨な話であることは分かるだろうに、それでもなぜ訊ねてくるのだろう。ただの好奇心からか、それとも悲惨な話の好事家なのだろうか。

　志津夫が口を閉じていると、不意に糸夜の手が動いた。志津夫と同じように、糸夜の両手が志津夫の両耳を塞いでくる。糸夜の手は、凍てつくような美貌に反して温かく、そして柔らかかった。

　糸夜がかすかに口角を緩めて言う。

「これで俺しか聞いていない」

　子供のまじないのように、全然理屈が合わない。耳を塞いだところで何の意味もないだろうに。

　それでも、周りの音が遠くなった瞬間、どうしてだかこの世界に糸夜と二人きりになったような感覚を覚えた。自分自身の耳を塞いだときの孤独感とは違う、温かい何かに全身が包み込まれたような安らぎがある。

　緊張で冷たくなっていた耳朶みみたぶに、じわじわと糸夜の体温が染み込んでくる。手のひらから、とくんとくんと途切れることのない糸夜の鼓動が聞こえる。それがどうしてだか泣きたいくらい安心した。

「足抜けしようとしたんです」

　唇から自然と言葉が零れ落ちていた。

　足抜けというのは脱走のことだ。親父様に借金を返さないまま、見世から逃げ出そうとした。

「姉ちゃんの水揚げの日が決まった晩に、姉ちゃんと一緒に足抜けしようとして、でもすぐに捕まって、そのときに目を潰されました」

　確かその時、志津夫は十で、清子は十五になったばかりだった。

　過去の記憶が脳裏を過ぎる。水揚げの日が決まったと告げられた瞬間、元から白い清子の肌からすぅっと抜けるように色が消えた。だが、清子は泣き言ひとつ言わず、分かりましたと答えて、諦めたように笑ったのだ。その笑顔を見た瞬間に、志津夫は清子とともに逃げ出そうと決めた。清子に過酷な人生を、笑って諦めるだけのものだと思って欲しくなかった。

　だが、結局町から出ることもできず、志津夫と清子は呆気なく捕まった。そうして、その晩は志津夫が記憶する中で最も凄惨な夜となった。

「姉ちゃんは逆さ吊りにされて、何度も頭を桶に浸けられました。遊女の身体には傷はつけられないから、水責めにするんだって。姉ちゃんの口から血が出て桶の水が真っ赤になっても、終わらなくて……」

　自分が殴られるのも蹴られるのも我慢できる。だが、ぐったりとした清子が執拗に水に沈められ続けるのだけは駄目だった。全身がボロボロになるまで蹴り飛ばされても、志津夫は「姉ちゃん、姉ちゃん」と叫び続けた。

『やめてくれ、きよ姉ちゃんが死んじまう！』

　気が狂ったように喚く志津夫へ、親父様は素っ気ない声で答えた。

『そう簡単に人は死にやしない』

　親父様はそう言うが、志津夫はそれは違うと知っている。人は、悲しいぐらい呆気なく死ぬ。

　地べたを這いずって、志津夫は額を土へと擦り付けて懇願した。

『ごめんなさい、おねがいです、おねがいします、なんでもします、なんでもするから、姉ちゃんを殺さないで』

　清子の命乞いする志津夫を、親父様は何ともつまらなさそうな目で見ていた。そうして、何度も繰り返し聞かされた言葉を吐き捨てたのだ。

『お前は自分で選んでこの地獄に来た。お前は、ここから一生出られない』

　どうして、今こんな時に親父様がそんなことを言うのか分からず、志津夫は涙と鼻水でぐちゃぐちゃになった顔を上げた。

　そうして次の瞬間、あの言葉が聞こえた。

『薄汚ぇ面だな』

　その言葉が頭を過ぎった瞬間、右目蓋に鋭い痛みが走った気がした。志津夫が片目を眇めると、糸夜は不思議そうに目を瞬かせた。だが、すぐに痛みは遠くなる。片目を奪われたのは、もう何年も前のことだ。

「目が痛むのか」

　糸夜が静かに問いかけてくる。その声に、志津夫は空笑いを浮かべた。

「いいえ、もうずっと前のことですから」

「だが、植え付けられた恐怖は消えない」

　そう続けられた言葉に、志津夫はわずかに息を呑んだ。まじまじと糸夜の目を見つめる。青い目は、志津夫から逸らされない。だが、ふっと糸夜の口元が緩んだ。

「俺の母は、昔犬を飼っていた。大型の黒い犬だ。耳がピンと立って、舌がいつもだらりと出ている間の抜けた犬だった。俺にすごく懐いていて、とても可愛かった。だが、ある日、俺がうっかり犬の尻尾を踏んでしまって、驚いた犬に右手を噛まれてしまったんだ」

　その時の傷だ、と言いながら、糸夜が右手を軽く志津夫の目元へと近付けてくる。薄闇でも、糸夜の手の甲に小さな痕が浮かんで見えた。他の肌の色とは違う、かすかに白く隆起した稲光いなびかりのような傷痕だ。

　糸夜は、再び右手を志津夫の耳へと押し当てると、言葉を続けた。

「犬は何も悪くなかった。だが、母が怒って、別の家に犬を譲ってしまった。俺は、あの犬と離れたくなかったのに。それから犬を見ると、怖くて近付けなくなってしまった。今でも道で犬を見ると、俺は遠ざかってしまう」

　見た目にそぐわぬ稚気を滲ませた糸夜の話に、志津夫は無意識に笑みを浮かべていた。

「犬に噛まれることではなく、自分が噛まれたせいで犬がどこかに行ってしまうことが怖いのですか」

「別れも言えずに、愛しいものが突然消えてしまうのは怖いだろう？」

　そう答える糸夜の姿に、ふと思った。目の前の男は、志津夫が思っているよりもずっと不器用で、心が柔らかな人なのかもしれない。

　そう思った瞬間、唇が勝手に動いていた。

「母ちゃんが……耳を塞いでいれば、何も怖くなくなるって言ってました」

　志津夫の言葉に、糸夜は軽く目を瞬かせた。

「そうか。今は怖くないか」

「はい」

　迷わず答えた。糸夜の口元がまるで稚いとけない子供でも見たかのように、ふっと緩む。

　そして、ふと気付いたように糸夜が呟いた。

「きよ姉ちゃんとは、清蜜のことか。お前たちは姉弟か」

　簡潔に訊ねられた言葉に、志津夫はなるべく頭を動かさないように頷いた。

「そうか。お前たちはよく似ているな」

　糸夜の言葉に、志津夫は目を剥きそうになった。どもった声で否定する。

「似て、ません」

　似ているわけがない。どこをどう見たら、格子太夫である美しい遊女と、野蛮な面構えの男が似ているというのだ。

「俺は、姉ちゃんのように綺麗じゃありません」

　こんなこと志津夫がいちいち言わなくても分かることだろう。否定するように言うと、糸夜はわずかに目元を和らげた。

「見た目のことを言ってるんじゃない」

　その言葉に、志津夫は怪訝に眉を顰めた。だが、糸夜はもう何も答えなかった。糸夜は目を閉じると、唇だけを薄く動かした。

「お前も寝ろ。隈がひどい」

　そう囁きかけてくる声に、志津夫はじっと糸夜の顔を眺めた。鼻筋から目蓋の薄さまで、糸夜のすべてが輝いて見える。

　しばらく糸夜の顔を見つめてから、志津夫も目蓋をゆっくりと閉じた。すぐさま意識は、暗闇へ飲み込まれていった。










　目が覚めると、既に部屋の中に糸夜の姿はなかった。ただ、布団の上に硝子ガラスの小瓶が残されている。小瓶の中には、色とりどりの金平糖が入っていた。糸夜の忘れ物だろうか。

　障子越しに射し込んでくる朝日へと小瓶をかざす。硝子の小瓶の中で、チカチカと色鮮やかな光が乱反射しているのが綺麗で、しばらく志津夫はその光を見つめ続けた。











第三章　極楽浄土の色




　拳が痺れるように痛む。

　右拳を見下ろすと、指の付け根部分がパックリと割れているのが見えた。割れた傷口からじわじわと血が滲み出ているのを見て、思わず顔が歪む。おそらく先ほど取り立てに行った男を殴った時に、拳が歯にでも掠めたのだろう。思い出すと、今でも胸の奥がムカムカとしてくる。

　嫌な男だった。支払いを催促する志津夫へと、男はへらへらと笑いながら自分の娘を差し出してきたのだ。

「今すぐは金は用意できねぇ。その代わり、この子をお宅で買っちゃくれないか」

　まだ五つになるかならないかの愛らしい娘だった。幼い娘は、まだ父親の言うことが理解できないのか、まん丸とした瞳で志津夫を見上げてきた。その無垢な瞳を見た瞬間に、沸騰するように怒りが湧き上がってきた。

　何か菓子でも買ってきな、と幼い娘に小遣いを渡して家から出した瞬間、志津夫の拳は男の顔面をしたたかに殴り付けていた。

「娘を売る前に、てめぇの身体を先に売りやがれッ！」

　殴打は、男が子供のように身体を丸めて泣き出すまで続いた。結局今日は、男からほんのわずかな金しか回収できなかった。

　男の家から出た直後、道の向こうから棒飴を二本手に持った娘が走ってくるのが見えた。あんな親にも飴をくれてやるのか。そう思った瞬間、虚しさが全身に圧し掛かってきて、ひどく遣る瀬無くなった。

　今売られなくても、いつかあの子はどこかの見世へ売られる。きっと、その日は遠くない。

　手の甲から中指へと伝い落ちていく血を、志津夫は舌先でそっと舐めた。錆びじみた苦い味が舌の上に広がる。いつの日か、大工の親方が言っていた言葉を思い出す。

『人生は苦ぇな』

　親方は、若いときに奥さんと一人娘を流行病で亡くしたらしい。それからは後妻も取らずに、一人で暮らしている。

　人生は苦い。こういう時に、より一層苦くて堪らなくなる。志津夫には、誰かを殴り飛ばすことしかできない。だが、それでは本質的な解決にはならない。暴力はただの暴力で、それ以上でもそれ以下でもない。それが分かってるからこそ、時々無性に息をするのが苦しくなる。

　拳から溢れる血がぽつぽつと地面へと滴っていく。その様を見下ろしていると、ふと聞き慣れない言葉が聞こえてきた。まるで歌声のような、滑らかな言葉だ。

　その声に顔を上げた瞬間、志津夫は目を剥いた。視線の先に、糸夜がいた。糸夜を見るのは、あの夜から五日ぶりだ。

　糸夜は、今日は黒髪を後ろに撫で付けており、洋装を身にまとっている。その横には同じく洋装の光一と、それから見上げるほど背が高い男が立っていた。

　背が高い男は、金色の髪をしており目も青く、彫りの深い顔立ちをしていた。眦まなじりが下がっているせいか、どこかおっとりとした雰囲気を感じる。

　志津夫は、阿蘭陀人を初めて見た。幕府に厳しく監視されており、阿蘭陀人は出島から滅多に出ることはないはずだ。

　阿蘭陀人が珍しいのか、周囲を歩く人もじろじろと無遠慮に糸夜たちを眺めている。阿蘭陀人が何かを喋ると、糸夜は軽く頷いた後、光一へと喋り掛けていた。おそらく言葉を翻訳しているのだろう。

　その姿をぼんやりと眺めていると、ふと糸夜の視線が滑るように志津夫へと向けられた。その視線に、志津夫は咄嗟に肩をビクリと跳ねさせた。だが、糸夜の視線は、すぐに志津夫から外された。まるでただの置物でも見たかのような、無感情な様子だ。

　その反応に、一瞬志津夫の息は止まった。心臓が鈍く軋む。だが、頭の奥では、その反応が当然だとも分かっていた。たった一晩話をしただけの遊郭の下男に対して、糸夜のような上等な人間が何かしらの感情を持っていると思う方がおこがましい。

　糸夜たちの姿が遠ざかっていく。その後ろ姿を見ずに、志津夫は反対方向へと向かって大股で歩き出した。鈍く痛む自分自身の心臓を、心の中で罵る。

　一体自分は何を期待して、何に傷付いているのだろう。身の丈に合わない期待も、叶うはずのない希望も、何一つとして抱いてはいけないと、ずっと前から分かっていたはずなのに。

　川の岸辺につくと、志津夫はしゃがみ込んで水中へと右拳を浸けた。途端、じわりと血の色が染み出していく。

　水面には、右顔面に傷痕を刻んだ醜い男の顔が映っていた。暴力しか知らぬ、粗野な男の面だ。水の流れにゆらゆらと揺れる自身の面を見ていると、不意に言いようのない衝動が込み上げてきた。顔をめちゃくちゃに掻き毟りたいような、皮ごと剥ぎ取ってやりたいような、凶暴な衝動だ。

　身体の奥底から湧き上がる野蛮な衝動に、奥歯をキツく噛み締めた瞬間、不意に背後から肩を掴まれた。ハッと振り返った瞬間、志津夫は目を見開いた。

「何をしている」

　糸夜が立っていた。志津夫が答えるよりも早く、腕を引っ張られて立ち上がらされる。

「どうして、ここにいるんですか」

　糸夜の顔を眺めながら、志津夫は呆然と呟いた。確か先ほど反対側へと歩いていったはずなのに。

　糸夜は唇を開く前に、志津夫の右拳を手に取った。そのまま素早い手付きで、取り出した手拭いを志津夫の右拳へと押し当ててくる。真っ白な布にじわりと赤い色が染み出すのを見た瞬間、志津夫は掠れた声を上げていた。

「よ、ごれます」

「そんなことは、お前が気にすることじゃない」

　また切り付けるような言い方だ。心臓がキュウッと萎縮するのを感じながら、志津夫は小さく肩を窄めた。しょぼくれた志津夫の様子に気付いたのか、糸夜は志津夫の拳に布を巻き付けながら、子供を宥めるような声を漏らした。

「先に見た時に血が出ていたから、探しに来たんだ」

　その言葉に、志津夫は息を呑んだ。てっきり無視されたと思っていたのに、糸夜は志津夫の怪我を目に留めて、その上わざわざ探しに来てくれたと言うのか。

　糸夜に無視されたといじけていた、先ほどまでの自分の邪推が恥ずかしくなる。顔が熱くなって、頬が赤くなるのが自分でも分かった。

　朱色に染まった志津夫の顔を見て、糸夜が目を瞬かせる。

「どうした、熱もあるのか」

「い、いえ……あの、よかったんですか」

　赤くなった顔を片腕で隠しながら問い掛けると、糸夜は怪訝そうに首を傾げた。

「出島の人と一緒にいたので、お仕事中かと思って」

　歯切れ悪く問い掛けると、糸夜は、あぁ、と小さく相槌を漏らした。

「あぁ、ルイスのことか。仕事の話はもう終わった。後は兄の領分だ」

「りょうぶん？」

「言葉は分からずとも、兄は人をもてなすのが得意だからな」

　つまり、接待に行ったということなのだろう。

　志津夫の拳に手拭いを巻き付け終わると、糸夜はこれで良いとばかりに志津夫の二の腕を軽く叩いた。

「どこで怪我をしたんだ」

　問い掛けに、志津夫はぐっと言葉に詰まった。金の取り立てに行って、自分の娘を売ろうとした屑野郎を殴って怪我をしました。なんて、そんな醜悪なことを志津夫には聞かせられなかった。目の前の美しい男に軽蔑されたら、自分は生きていけない。

　志津夫が口ごもっているのを見ると、糸夜はふと自身の懐から小瓶を取り出した。その中には、色とりどりの金平糖が入っている。あの日、糸夜が忘れていった小瓶よりも一回り小さいが、中身は同じようだ。

「ほら、口を開けろ」

　促されるままに、薄く口を開く。

「もっと大きく開け」

　口を更にパカリと大きく開くと、糸夜は小瓶から取り出した青い金平糖を、志津夫の口へと放り込んだ。途端、舌の上でじわりと甘い味が溶け始める。

「あっ、あまい、です」

　ぽつりと呟くと、糸夜は和んだように目を細めた。

「砂糖の塊だからな。美味いか？」

　問い掛けてくる声に、志津夫は舌の上で金平糖を転がした。甘味がどんどん咥内に広がっていって、自然と口元が笑みに緩んだ。胸の奥で、小さな花が開いたような喜びが込み上げてくる。

「はい。極楽みたいな味です」

　ふにゃりと唇を緩ませたまま、そんな言葉を呟く。極楽で食べる食い物とは、きっとこんな幸福な味なんだろうと思った。

　志津夫の返答を聞くと、一瞬糸夜は大きく目を開いた後、不意に高らかな笑い声をあげた。

「は、ははっ、極楽みたいな味かっ」

　無表情な男が出したとは思えないほど、溌剌とした笑い声だった。腹を抱えて笑う糸夜の姿に、志津夫は目を丸くした。

　普段無表情なせいか、糸夜の顔に感情が乗ると、まるで硬く閉じていた花が突然開いたような感動があった。心臓を震わせるものを感じながら、志津夫は小さな声で囁いた。

「お、俺は、極楽がどんなところか知らないんですが、きっと、極楽で食べれるのは、こういうものなんだろうと思って」

　高鳴った鼓動が止まらず、声が掠れる。子供のような説明しかすることができない自分が情けない。また顔が赤くなっていくのを止められず、両手で自身の胸倉をキツく掴む。

　いたたまれず俯いていると、ふと頭に触れるものを感じた。顔をあげると、糸夜が志津夫の頭をそっと撫でているのが見えた。ひどく壊れやすいものに触れているかのように、その手付きは優しい。こんな図体のでかい男相手にする手付きではない。

「お前は愛ういやつだな」

　そう囁く糸夜の声に、これ以上は熱くなることはないと思っていた体温が更に上昇していく。このままだと風呂にも入っていないのに茹だってしまいそうだ。

「ほら、もう一つやろう」

　口元へと差し出された黄色い金平糖に、おずおずと唇を開く。放り込まれた金平糖を、ゆっくりと舐める。染み渡っていく甘味に、頬が勝手にふにゃふにゃと緩んでいく。

「うまいです」

　そう呟くと、糸夜が嬉しそうに目を細めた。そのまま、また頭をよしよしと撫でられる。その手付きに、胸が痛いくらい締め付けられた。

　悶えるような感情に唸り声をあげないよう必死に耐えていると、ふと思い出したように糸夜が懐から違う小瓶を取り出した。瓶の中には、薄茶色の液体が入っている。

「明日の夜、見世に行く。これを使っておけ」

　手渡された小瓶を、志津夫はまじまじと眺めた。

「え、これは」

　何ですか、と問い掛ける前に、糸夜は踵を返していた。志津夫は、未だ収まらない動悸を感じながら、その背を呆然と見送った。
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　部屋中に「キャアー！」と喧かまびすしい叫び声が響く。

　鼓膜を劈つんざくような悲鳴に、志津夫は両目をぱちぱちと数度瞬かせた。目の前には、寝起きの姉さん方が五人、髪も服も乱れた姿で座っている。

　その中には、清子と菊千代姉さんの姿もあった。だが、その二人の表情は対照的だ。菊千代姉さんはいかにも好奇心が抑えきれないといった喜色満面な表情を浮かべているが、清子はどこか憂いるような表情で志津夫を見つめている。

　姉さん方の前へと、麦混じりの飯と漬け物を並べながら、志津夫は戸惑った口調で問い掛けた。

「それで、これを使っておけ、って言われたんだけど、どういう意味なのか分からなくて」

　姉さん方の前には、昨日糸夜から渡された薄茶色の液体が入った小瓶が置かれている。志津夫から事のあらましを聞いた姉さん方は、にやにやと意味深げな笑みを浮かべたままだ。

「そりゃあ……ね」

「ふふふ、おぼこちゃんだった志津夫がまさか糸夜様を射止めるなんてねぇ」

「射とめてないよ」

　困り果てた志津夫の声に、姉さん方が、またぁ、と声をあげて笑う。活気に満ちた姉さん方の笑い声に、志津夫は曖昧に笑みを返した。

　あの夜に、志津夫は糸夜と同衾したと皆から思われているのだろう。一緒に寝ただけで、結局身体の関係は持っていないことは誰にも言っていない。そんなことが光一にバレれば、糸夜の方が叱られてしまう気がしたからだ。

　そして、今までどんな遊女も選ばなかった糸夜が、陰間かげまでもない唯の若い衆を相手に選んだという話は、周りの見世まで広がっているようだった。糸夜が男色家だと思われるのも申し訳なかったが、糸夜が否定しない以上、志津夫があれこれ周りに説明するのも躊躇われた。

　その結果、志津夫は女を知る前に、男におぼこを奪われた可哀想な子として姉さん方からはやたらと気遣われた。おかずを一品差し入れされたり、尻によく効くという軟膏を渡されたり、座ろうとすると尻の下にそっと柔らかい座布団を敷かれたり……その度に志津夫は、顔を赤くする羽目になった。

「だから、これは何なの？」

　キャアキャアと騒ぐ姉さん方へと、もう一度訊ねる。すると、前歯で漬け物を噛んでいた清子が小さな声で答えた。

「馬油バーユよ」

「ばーゆ？」

「馬から取った脂のことよ。肌に塗ったりすると、とても潤うの」

　小さな子供に教えるみたいに清子が言う。だが、その説明に余計に志津夫は眉根を寄せた。

「じゃあ、俺も肌に塗っておけってことなのかな」

　よっぽど見栄えが悪いから、これでも塗って少しはマシになれ、という意味だったのだろうか。だが、怪訝そうに小瓶を眺める志津夫を見て、菊千代姉さんが大きく噴き出した。

「やあねぇ、今夜来るから使っておけ、って言われたんでしょう？　なら、使い道は決まってるじゃない」

　んふふ、と菊千代姉さんが含み笑いを漏らす。志津夫は、しゃもじを手に持ったまま首を傾げた。

「使い道って？」

　にやりと笑った姉さん方が志津夫へと躙り寄ってくる。まるで追い詰めてくるような姉さん方の姿に、志津夫は思わず仰け反ってしまった。

　姉さん方の一人が言い聞かせるように言い放つ。

「『おいど』よ」

「お、おいど？」

「これで、あんたの『おいど』を濡らしてほぐしておけって意味よ」

　唇がぽかんと開かれる。だが、言葉の意味が分かった瞬間、猛烈な勢いで脳天に血が昇っていくのを感じた。

　おいど、とは、つまり肛門のことか。肛門を、この液体で濡らしてほぐして――

　想像するだけで、くらりと眩暈が起きた。緩んだ手からぽろりと落ちたしゃもじを、床につく前に菊千代姉さんが、ほっ、と拾い上げてくれる。

　そのまま菊千代姉さんは、しゃもじを三味線代わりにするように持つと、べべんっ、と自分の口で三味線のような音を発した。

「さぁさぁ、あたしが陰間から根ほり葉ほり聞き込んだ準備と性技の数々を教えてあげようじゃあないの！」

　噺家はなしかの口上のような口振りだ。そんな菊千代姉さんを囃はやし立てるように、周りの姉さん方がやんややんやと声を上げていた。

「お、おれ……」

「さぁ、志津夫。時間がないわよっ！」

　それから鈴蘭姉さんがどやしつけに来るまで、志津夫は両耳を塞ぎたくなるような話を強制的に聞かされ続けた。










　歩くたびに尻の狭間がぬるぬると滑るような感じがして落ち着かない。込み上げてくる違和感に堪えるように、志津夫は膝に力を入れて立ち上がった。そのまま布団を持ち上げて、洗い場へと足早に運んでいく。

　姉さん方に教えられた通り、腹の中を洗うには洗ったが、馬油の塗り方が下手だったのかもしれない。流石に自分の肛門の中に指を突っ込んで油を塗り込む勇気はなく、仕方なく肛門周りにべたべたと塗りたくったのが間違いだったのか。

　正直、正解が分からない。だが、姉さん方にわざわざこれで合ってるのかと確認するのも恐ろしかった。更に事細かに説明されるか、それとも目で見るのが一番とばかりに目の前で準備する様を確認されるか。どちらにしても頭を肥溜めに突っ込んで死んだ方がマシだ。

　尻の違和感と戦いながら、厨房で皿を洗っていた時、ふと清子が顔を覗かせた。

「志津」

　そう呼びかける清子は、どこか浮かない顔をしている。

「きよ姉ちゃん、どうしたの？」

　問い掛けると、清子は更に躊躇うように視線を揺らした。何かまずいことでも起きたのだろうか、と志津夫が顔を曇らせかけると、清子は小さな声で呟いた。

「光一様と糸夜様がいらっしゃったの」

「えっ、あ、そうなのか」

　自分でも無意識に上擦った声が漏れた。自分自身の分かりやすい反応に、思わず赤面しそうになる。口元を必死に引き締めていると、清子は気遣うような眼差しで志津夫を見つめてきた。

「それで、糸夜様が志津を呼ぶようにと仰せなんだけど……嫌なら、ちゃんと嫌って言いなさい。私がきちんとお断りしておくから」

　清子の言葉に、志津夫は目を見開いた。清子はそう言うが、実際問題、上客の命令を拒否することなどできないはずだ。万が一親父様にバレたりしたら、清子も志津夫もただでは済まない。

　そう分かっていても、清子が志津夫の気持ちを優先しようとしてくれていることが嬉しかった。志津夫は柔く口元を緩めると、安心させるように言った。

「きよ姉ちゃん、大丈夫。俺、いやじゃないよ」

「本当に？」

「本当に。糸夜さまは、すごく優しい人なんだ」

　まだ三回しか会ったことがなくても、それだけは分かる。糸夜は、不器用だけど心底優しい。

　志津夫の耳に手をあてて、話を聞いてくれた。金平糖をくれて、頭を撫でてくれた。それを思い出す度に、胸にぽっと暖かな灯ひが点ともる。柔らかくて、愛おしい何かが満ちていく。

　だが、笑みを浮かべる志津夫を見ても、未だ清子は心配そうな表情のままだ。

「そう……それならいいの……でもね、無理はしないで」

　ずっと無理をしているのは清子の方だ。見知らぬ男共に肌を暴かれて、それでも悲鳴一つ上げることは許されない。そんな清子を、志津夫は助けることができずにいる。

　清子は細くたおやかな手で志津夫の背を引き寄せると、自分よりも大きな身体を抱き締めて言った。

「大丈夫、お姉ちゃんが志津を守るからね」

　母が死んだ時と同じ言葉だ。

　違うんだ、守って欲しいんじゃない。自分が清子を守りたいのだ。ずっと我慢ばかりしてきた姉に、自由に人生を生きて欲しいのだ。

　胸に走る鈍い痛みを感じながら、志津夫は、うん、と小さな子供のように答えた。
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「志津夫」

　騒がしい座敷へと入るなり、声を掛けられた。上座に座っていた糸夜が志津夫へと向かって手招いているのが見える。今日の糸夜は、鉄紺色てつこんいろの着物を着ていた。ここ最近暑くなってきたせいか、今日は中羽織も着ていない。

　糸夜の姿が見えた瞬間、胸の奥でぽんっと小さな花が開くのを感じた。糸夜に名前を呼んでもらえたのは初めてだ。自分の名前を覚えていてくれたのかと思うと、嬉しくて口元がむずむずした。

　糸夜の隣には、既に酒で顔を赤くした光一が座っていた。その左右にはそれぞれ遊女が一人ずつはべらされている。両脇の遊女を抱き寄せながら、光一はやけに楽しそうに笑い声をあげていた。

　そして、更にその隣に座っている人物を見て、志津夫は目を剥いた。昨日見た阿蘭陀人、ルイスの姿があった。阿蘭陀人は、基本出島以外で遊女を買うことを許されていないはずだ。それなのに、なぜここにいるのか。

　戸惑いながらも手招かれるままに、志津夫は糸夜へと近付いていった。傍らに両膝を落として、唇を開く。

「お呼びですか、糸夜さま」

　そう問い掛けると、糸夜は柔く目を細めた。

「手の傷はどうだ」

「ありがとうございます。もうほとんど痛みはありません。手ぬぐい申し訳ございませんでした。綺麗してお返しします」

「あれはお前にやったものだ。返さなくて良い」

　すげなく返される。糸夜と喋りながらも、無意識に視線がルイスへと向かって泳ぐ。志津夫の落ち着かない様子に気が付いたのか、糸夜が、あぁ、と小さく声を漏らした。

「ルイスが気になるか」

「いえ……はい……」

　一旦否定を返しておきながらも、結局は誤魔化し切れないと思って、志津夫は小さく頷いた。ルイスから視線を逸らして、小声で糸夜へと話し掛ける。

「出島以外では、遊女は買えないはずだと聞いていたので」

「そうだな。今日は座敷だけということで特別に許可された。阿蘭陀屋敷にも噂が広まっている、清蜜太夫の歌声を一度だけでも聴きたいということでな」

　つまり、清子の歌目当てに、わざわざこの見世に来たということか。

　言いながら、糸夜が盃を口へと運ぶ。酒を注ごうと志津夫は徳利とっくりへと手を伸ばした。だが、その前に、糸夜が腕で志津夫の手を制してきた。

「注ぐ必要はない。俺は手酌で十分だ」

　そう言われてしまうと、どうにも手持ち無沙汰になってしまう。所在なく正座していると、糸夜がふと訊ねてきた。

「志津夫は、酒を嗜たしなむのか」

「あ、いえ、俺は、あまり飲んだことは、ありません」

　大工の親方の元で働く者たちから何度か勧められたことはあるが、舐める程度にしか口にしたことがない。酒を飲む余裕があるなら、少しでも借金返済のための金を貯めたかったし、そもそも酒自体も美味いとは思えなかった。

　志津夫の返答を聞くと、糸夜はすっと盃を差し出してきた。

「飲んでみるか？」

　口元へと朱塗りの盃が近付けられる。客の、それも糸夜の勧めてきた酒を断るなんてことは勿論できず、志津夫は差し出された盃に両手を添えると、透明な液体を一口咽喉へと流し込んだ。途端、カッと咽喉を焼くような熱を感じて、肩が大きく上下した。

「のっ、のどが熱いです」

「熱いか」

　志津夫の言葉に、どうしてだか糸夜は和んだ声を漏らした。続けて問い掛けてくる。

「それでは、鯛はどうだ。好きか？」

「鯛なんて、食べたことありません」

　そんな高級魚を口にする機会なんて一度もなかった。首を左右に振ると、箸で摘まれた鯛の刺身が口元へと寄せられた。ギョッと目を見開く志津夫を眺めながら、糸夜が言う。

「ほら、食べてみろ」

　それは糸夜の手ずから食えということだろうか。まるで餌付けのようだと思う。

　それでも拒否することはできず、志津夫はおずおずと唇を開いた。鯛の刺身をぱくりと食む。奥歯の辺りでゆっくりと噛み締めると、じわりと魚の旨味と醤油の甘味が広がった。今まで食べたことのない滑らかな舌触りと繊細な味に、無意識に頬が緩む。

「う、うまいですっ」

「そうか」

　表情は変わっていないが、糸夜の声もどことなく嬉しそうに聞こえた。

「こっちも食べてみろ」

　そう促す声とともに、今度は焼かれた肉が口元へと差し出される。肉汁が滴る肉を、口の中へと丁寧に入れる。噛み締めると、じゅわりと更に肉汁が染み出してきた。甘辛いたれも相まって、舌がビリビリと痺れるくらい美味い。

「すごくうまいですっ」

　表現する言葉が思い付かず、子供のような感想しか言えない。それでも志津夫の言葉に、どうしてだか糸夜は満足そうに頷いた。

　ふと、周りが静かになっていることに気付いた。辺りを見渡すと、皆がにやにやとした表情で糸夜と志津夫を見ているのが目に入った。志津夫が目を丸くして硬直していると、光一が笑い混じりの声を漏らした。

「随分とお気に入りのようだな、糸夜ぁ」

「さぁ、どうでしょう」

　茶化すような光一に、糸夜は素っ気ない返事を返した。光一がずいと身を乗り出して、志津夫を見つめてくる。酒気のせいで、どこかギラギラと輝いた光一の眼差しに、志津夫はわずかに仰け反った。

「糸夜はどうだ？」

「ど、どう？」

　咄嗟に問われた言葉の意味が噛み砕けず、志津夫は阿呆のようにどもった。光一が笑みを深めて、更に問い掛けてくる。

「どうと言えば、アレのことに決まってるだろう」

　アレという言葉を理解していないのは志津夫だけのようだった。周りの姉さん方は、やあねぇ、などと笑い混じりの声をあげて光一の腕を軽く叩いている。

「兄様、品がないことを聞くのは止めて頂けませんか」

　眉を顰めた糸夜が溜息混じりに呟く。だが、光一はその口元から笑みを消さぬまま言った。

「まぁ、そう言うな。お前がこんなにも一人の人間に愛着を持つのが、俺は珍しくてならんのだ」

「珍しいのと閨の感想を聞くのが、どう関係あると？」

　糸夜の冷たい返答にめげることなく、光一はゲラゲラと大きな笑い声をあげた。

　閨の感想、という糸夜の一言に、咄嗟に頬に熱が篭もる。つまり、光一はずっと糸夜との夜伽について訊ねていたということか。見る見るうちに顔が赤くなっていくのを感じながら、志津夫はおずおずと唇を開いた。

「糸夜さまは……俺にとても優しくしてくださいます」

　どう誤魔化せばいいのか分からず、そんなことを答える。途端、光一が目を見開いた。そして、次の瞬間、ぶはっと大きく噴き出す。

「は、はははっ、糸夜は優しいか！」

　光一の笑い声に合わせて、周りの姉さん方も笑い声をあげる。その横で、糸夜だけが頭痛でも覚えたように自身の額を押さえていた。

　なぜ周りの人が笑っているのか分からず、志津夫は目を丸くしながらも、笑い声にかき消されないようはっきりとした声で答えた。

「はい。とても心根のお優しい方です。俺のようなものにも、公平に親切にして下さる。俺は、こんなにも素晴らしい方に今までお会いしたことがありません」

　それは志津夫の本音だった。まだ数度しか会ったことがなくとも、糸夜の心が美しいことだけは分かる。耳に当てられた手のひらの温かさを思い出す度に、どうしようもなく胸が満ちていくのだ。

　いつの間にか、周りの笑い声は止まっていた。額を押さえていたはずの糸夜が、じっと志津夫を見ている。その眼差しに、志津夫は咄嗟に気恥ずかしさを感じて俯いた。まだ数回しか会ったことのない卑しい男が、何を分かったようなことをほざいていると思われただろうか。

　余計なことを言ってしまったことに自責の念が込み上げてくる。俯いて拳を握り締めていると、ふと光一の声が聞こえてきた。

「お前が可愛がる理由が何となく分かった」

　溜息混じりの声だ。ちらりと顔を上げると、口元に淡い笑みを浮かべた光一の表情が見えた。糸夜がすかさず答える。

「お分かり頂けたのなら何よりです」

　無表情ながらも、糸夜の声音はどこか得意げにも聞こえた。糸夜の返答に、また光一が大きな笑い声をあげる。

「おい、志津夫」

　光一の呼び掛ける声に、志津夫はパッと顔を上げた。

「お前は幾つだ」

　その問いに、志津夫は一瞬だけ固まった。毎年志津夫が生まれた日が来る度に、清子が志津夫の年齢を教えてくれるのだが、咄嗟のことで思い出せない。

　志津夫が口ごもっていると、周りにいた姉さん方の一人が助け船を出してくれた。

「その子は、十八ですよ」

「そうか。糸夜の一つ下か」

　光一の言葉に、志津夫は驚いた。大人びている糸夜がまさか自分と一つしか歳が違わないとは思ってもいなかった。視線を向けるが、糸夜は驚いた様子もなく、相変わらずその無表情を崩していない。

　光一は口角に笑みを浮かべたまま、言い聞かせるような口調で志津夫へと言った。

「志津夫。俺の弟に誠意を尽くせ」

　命令というよりかは、どこか忠告のような言葉だと思った。志津夫は背筋をピンと伸ばすと、そのまま両手を畳につけて頭を下げた。

「心の限り、御尽くしいたします」

　光一に言われずとも、それぐらいしか自分にできることはないと分かっていた。畳に額を押し付けていると、ふと障子が開かれる音が聞こえた。

　顔を上げると、三味線を持った菊千代姉さんが座敷に入ってくるのが見えた。その後ろには清子が続いている。

「おぉ、待っていたぞ。さぁ、歌ってくれ清蜜」

　光一が意気込んだ様子で、両手を叩いて言う。その横で、ルイスがどこか食い入るような眼差しで清子を見つめていた。

　清子たちが腰を下ろす前に、不意に手首を掴まれた。驚いて視線を向けると、糸夜の顔が間近にあった。

「志津夫、来い」

　まるで秘密の場所に誘う子供のような言い方だ。糸夜の声音に小さく笑みを浮かべながら、志津夫は手を引かれるままに立ち上がった。

　座敷から出て、行灯に照らされた廊下を歩いていく。部屋の中に入ると、敷かれた布団が目に入って、頬が熱くなるのを感じた。そういえば、馬油を渡されたのだから、今から行われるのは――

　想像するだけで、顔から火を噴きそうになる。だが、嫌だという気持ちは欠片も抱かなかった。奇妙なことに、自分は糸夜になら何をされてもいいと思っている。

　だが、志津夫の覚悟など素知らぬ様子で、糸夜は畳の上に胡座をかいて座ると、口を開いた。

「灯りを付けてくれ」

　糸夜の言葉に、志津夫は慌てて行灯へと火を灯した。そして、手招かれるままに糸夜の傍らへと膝を落とす。

　糸夜は、片手に持っていた細い箱から一本の巻物を取り出した。結び目をほどいて、くるくると器用に広げていく。その滑らかな動作を、志津夫はじっと眺めた。指先の動き一つまで洗練されていて、ひどく美しい。

　ぼんやりと白い手を眺めていると、糸夜がちらと視線を向けてきた。

「見るものが違う」

　苦笑混じりの声に、慌てて視線を巻物へと落とす。途端、視界に飛び込んできた絵を見て、志津夫は目を見開いた。

「あ、ぁ」

　驚愕のあまり、言葉が咽喉の奥で詰まる。

　巻物に描かれていたのは、青い空だ。空には真っ白な雲が幾つも浮かび、その上には黄金に輝く仏様が何人も座している。天女たちは羽衣を翻しながら笛を吹き、敷かれた絨毯の上には数え切れないほどのご馳走が並び、鮮やかな鳥や蝶が宙で戯れている。

　それは志津夫が一度も見たことのない、美しく満ち足りた世界だった。

　言葉を失った志津夫を見つめて、糸夜が柔らかな声で囁く。

「極楽がどんなところか分からないと言っていただろう。これが極楽浄土だ」

　その言葉に、志津夫は無意識に両手を合わせていた。どうしてだか、胸の奥底から言葉にならない思いがせり上がってくる。気が付いたら、目が涙で潤んでいた。

「う、つくしい場所です」

　咽喉を必死に動かして、それだけを呟く。だが、そんな言葉だけでこの気持ちを言い表すことはできなかった。

　振り仰ぐように糸夜を見やる。震える両手で糸夜の手を掴んで、志津夫は感謝の声を漏らした。

「ありがとうございます。本当に、ありがとうございます」

　極楽を知らないと言った志津夫のために、わざわざ絵巻を持ってきてくれたのだろう。決して安い絵巻ではないはずだ。それどころか、志津夫には想像も付かないほどの価値があるものに違いない。そんな貴重なものを、こんな下層の人間に見せてくれるなんて。その糸夜の思いやりに心が打たれる。

　感極まった志津夫の様子を見て、糸夜は軽く目を丸くしてから、ふとその表情を和らげた。

「お前が喜んだのなら、それで良い」

　志津夫は糸夜の両手を離すと、再び絵巻へと視線を落とした。美しい絵を見ていると、ふと春音姉さんのことを思い出した。春音姉さんにも、この極楽浄土を見せてあげたい。

「糸夜さま、ぶっ、無礼を承知でお願いするのですが……どうか、この絵を少しの間だけお貸しいただけませんでしょうか」

「貸す？」

「どうしても、見せてあげたい人がいるのです」

　強張った志津夫の声に、糸夜の片眉が怪訝そうに跳ねる。身体の奥底から怯えにも似たものが這い上がってくるのを感じながら、志津夫はそれでも追い縋るように続けた。

「必ずお返しします。決して粗末には扱わないとお約束します。ですから、どうか――」

　言いながら志津夫が頭を下げようとすると、遮るように肩を掴まれた。顔を上げると、どこか気遣うような糸夜の眼差しが見えた。

「その者は『長くはない者』なのか？」

　問われた言葉に、志津夫は咽喉を上下させた。かすかに唇が震える。糸夜の言うとおりだ。だが、そうだ、と答えるのは嫌だった。命が長くはないなんて認めることは、志津夫が耐えられない。

　志津夫の反応で理解したのか、糸夜は志津夫の肩から手をどけると、緩く頷いた。

「構わない。見せてやるといい」

　労るような声音に、また胸の奥でぶわりと喜びが広がるのを感じた。この人は、本当に優しい人だ。どうして、糸夜が自分に優しくしてくれるのか分からず、志津夫は問い掛けた。

「どうして、こんなにも俺に親切にしてくださるのですか」

　志津夫の問い掛けに、糸夜は一瞬不思議そうに瞬いた。考え込むように自身の下顎へと手のひらを当てて、それから糸夜は答えた。

「犬だ」

「いぬ？」

「前に犬の話をしただろう。お前は、飼っていた犬によく似ている」

　だから、可愛がりたくなる。と、糸夜が呟く。その言葉に、志津夫は目を見開いた。

「いっ、犬ですか」

　まさか犬代わりにされているとは想像もしていなかった。分かった瞬間、かすかに心臓がずくりと痛んだ。だが、犬代わりでも糸夜に優しくして貰えるだけ、本来であれば志津夫の身に余るほど幸運なことだ。悲しがることではない、はずだ。

　そう思い、志津夫は伏せていた視線をちらと上げた。糸夜の顔を上目遣いに見つめたまま、おずおずと口を開く。

「わ……わぉん」

　もっと犬らしくした方がいいかと思って、そんな間の抜けた鳴き真似をしてみる。途端、糸夜は唖然と唇を半開きにした。だが、その直後、大きな笑い声が弾ける。

「はははははっ、お前は……本当に……ッ！」

　笑いながら、糸夜の両手に頭をくしゃくしゃに掻き乱されて、志津夫は困惑に目を瞬かせた。座敷では無表情だった糸夜の顔が、今は満開の花のように綻び、柔らかく緩んでいる。その笑顔を見ているだけで、胸の奥が温かいものでトクトクと満ちていくのを感じた。

　短い髪を散々ぐしゃぐしゃにされた後、ようやく糸夜の手が離れていった。

「ふ、ふ、お前は本当に愛いやつだ」

「あ、りがとう、ございます」

　何が糸夜の笑いのツボにハマッたのか分からないが、取り敢えずお礼を言っておく。どこか戸惑った志津夫の声に、糸夜は目を細めたまま志津夫の手を取った。糸夜の親指が志津夫の手のひらの上を、そっとなぞるように滑る。

　だが、その瞬間、糸夜の眉間に薄く皺が寄った。

「使わなかったのか？」

「え？」

「馬油を渡しただろう」

　糸夜の言葉に、自身の体温が上がるのを感じながら、志津夫はか細い声で答えた。

「つ、使いました……」

　消え入りそうな志津夫の声に、糸夜がますます訝しげな表情を浮かべる。

「手荒れがひどいままだ。何に使った」

　その言葉を聞いた瞬間、開いた口が塞がらなくなった。確かに志津夫の手はあかぎれだらけだ。まさか糸夜が志津夫に馬油を渡したのは、『おいど』をほぐすためなどではなく、手荒れを治すためだったというのだろうか。

　そう分かった途端、全身の血液が一気に沸騰するのを感じた。顔面が耳まで真っ赤になるのが自分で分かる。堪らない羞恥だった。今すぐ気が狂った鳥のように喚いて、川にでも飛び込んでしまいたい。

　真っ赤になった志津夫を見て、糸夜が怪訝そうに眉を顰める。

「どうした」

　問い掛ける声に、何も答えることができない。志津夫は深く俯いたまま、羞恥のあまり目を潤ませた。自分は、また自惚れていたのだと思った。姉さん方におだてられたとはいえ、まさか糸夜に求められたなどと烏滸おこがましくも考えていた。

　俯いたまま黙り込む志津夫を見て、糸夜が小さく呟く。

「お前はすぐに赤くなる」

「も、申し訳、ございません……」

「怒ってるのではない」

　怒ってないと言われても、糸夜の顔を直視する勇気はなかった。首を直角に折り曲げていると、ふと額に吹きかかる呼気を感じた。

「志津夫、顔を上げろ」

　囁き掛けてくる声に、志津夫は小さく首を左右に振った。自分がどんなひどい顔をしているのか、糸夜にだけは見られたくない。

　頑なな志津夫の態度に、頭上から糸夜の溜息が聞こえてくる。呆れられてしまったかと思うと、心臓がずくりと鈍く痛むのを感じた。

　だが、次の瞬間、ふと両耳に触れる温かいものを感じた。志津夫の耳を両手で塞いだまま、糸夜が顔を寄せてくる。

「これで怖くないだろう。志津夫、顔を上げて、俺を見ろ」

　じわじわと耳朶に糸夜の体温が染み込んでくる。ほっと落ち着くような温もりに、志津夫はおずおずと顔を上げた。途端、至近距離で糸夜と目が合う。青く、吸い込まれそうな瞳を、志津夫はじっと見つめた。

「馬油を何に使った？」

　同じ問い掛けに、また視線を逸らしそうになる。だが、両耳を包む糸夜の手が離れる気配はない。志津夫の答えを聞くまでは、絶対に離さないといった様子だ。

　志津夫は糸夜の顔を見つめたまま、唇を二三度上下に震わせた後、ほとんど虫が鳴くような声で答えた。

「お、おいど、を……」

「ん？」

「姉たちに相談したら、馬油を渡されたのは、おっ、おいど、をほぐすためだと、教えてもらって……」

　顔が熱くなりすぎて、今にも爆発してしまいそうだ。

　真っ赤になりながら言い訳がましく言う志津夫に、糸夜が目を丸くする。驚きのあまりか、糸夜の両手が志津夫の耳からぽろりと外れる。瞬間、志津夫は畳に額を擦り付けていた。

「とんだ勘違いを……申し訳ございませんっ！」

　頭を下げる以外に、どう謝罪すればいいのか分からなかった。折角糸夜が渡してくれた馬油を、志津夫が物知らずなばかりに見当違いな使い方をしてしまった。

　両目をキツく瞑つむったまま、志津夫は頭を下げ続けた。だが、待てども糸夜の声は聞こえて来ない。

　恐る恐る顔を上げると、ぷるぷると震える糸夜の肩が見えた。片手で自身の口元を押さえたまま、糸夜が笑いを堪えている。

「い、糸夜さま？」

「お前はっ……いつも俺の予想外なことをしてのけるな」

　笑い声混じりに糸夜が呟く。そうして、次の瞬間、糸夜の両手が志津夫の両腕を掴んだ。そのまま、ぐいっと糸夜の顔が寄ってくる。

「他の男と同衾したことはあるのか？」

　唐突な問い掛けに驚きつつも、志津夫は首を左右にぶんぶんと振った。

「そうか。女とは？」

「あ、ありません」

　無遠慮な質問に、また頬に血が昇る。そもそも遊女と若い衆が契ることは、廓内くるわうちでは御法度中の御法度だった。万が一にでも手を出したことがバレれば、掟破りとして袋叩き、最悪殺されて川に投げ込まれかねない。そういった死体が、年に一度は川に浮いていた。

　上擦った志津夫の返答を聞くと、糸夜は続けて訊ねてきた。

「口吸いの経験は？」

「いえ……」

　なぜ糸夜は、こんなことを訊ねてくるのだろう。怪訝に糸夜を見やった瞬間、不意に唇に乾いたものが触れた。糸夜の顔が信じられないほど近くにある。

　乾いてはいるが、柔らかく、温かい感触に、志津夫は唇を半開きにしたまま硬直した。

「は……？」

　そう声が漏れた時には、もう糸夜の顔は離れていた。志津夫の唇を親指の腹で撫でながら、糸夜が訊ねてくる。

「どうだ」

　頭の中が真っ白で、何も答えられない。志津夫が固まっていると、再び糸夜の顔が近付いてきた。唇にまた柔らかいものが触れる。今度は先ほどよりも長く唇がくっ付いていた。唇の隙間から、糸夜の息が吹きかかる。かすかな酒の匂いが鼻腔をくすぐった。

　ぬるりと柔らかいものが唇の隙間から潜り込んできて、志津夫は肩を震わせた。無意識に逃げようとする身体を、糸夜が縫い止めるように志津夫の腰を両脇から掴んでくる。腰骨を鷲掴む力強い握力に、志津夫は一瞬息を呑んだ。

　潜り込んできた舌が咥内をぬるぬると這う。人形めいた糸夜からは想像もできないほど、生々しく熱い舌だった。ざらつく舌の腹を何度も繰り返し舐め上げられて、その度に鼻から声が漏れる。

「んっ、んぅ……」

　いつ息を吸えばいいのか分からず、呼吸ができなくて頭がくらくらとしてくる。流れ込んでくる唾液からは、咽喉が焼けるような酒の味がかすかに感じられた。

　口付けの合間に、は、は、と浅い呼吸を繰り返していると、糸夜の唇がゆっくりと離れた。

「初めての口吸いはどうだ」

　まるで幼児に訊ねるような口調だ。志津夫は息も絶え絶えになりながら、掠れた声を漏らした。

「さ……さけ……」

「酒？」

「さけの……味がします……」

　そのままなことを答えると、糸夜の目が和んだように細められた。糸夜が自身の袖口へと手を潜り込ませる。そうして、柔らかな声で囁いた。

「口を開け」

　言われるがままに、唾液で濡れた唇を開く。途端、咥内に小さなものが放り込まれた。舐めると甘い味が広がる。金平糖だ。小さな塊は、すぐさま咥内の温度で溶けてしまった。

「溶けたか？」

　志津夫が頷いたのと同時に、両肩を掴まれた。そのまま、畳へと押し倒される。

　驚きに声をあげる間もなく、再び唇が重ねられた。砂糖がまとわりついた舌が絡め取られて、執拗に嬲なぶられる。金平糖のせいで粘度を増した甘い唾液がねっとりと咥内で混ざり合った。

　糸夜の舌を伝って咽喉の奥へと注がれる唾液を、志津夫はほとんど何も分からぬままに飲み込んだ。咽喉を必死に上下させる志津夫を見て、糸夜が褒めるように後頭部を撫でてくれる。

　咥内を散々、舐ねぶられて、温度が混ざり合う内に、糸夜と自分との境目が消えていく。上顎や舌の裏だけでなく、歯列の隙間にまで糸夜の舌が這い回る。自身の咥内から、ぬちゃぬちゃと粘着質な音が上がるのが堪らなく恥ずかしかった。吐き出す互いの息が熱くて、眩暈がする。

　咥内の唾液が泡立ってきた頃、ようやく糸夜の舌が引き抜かれた。浅い呼吸に胸を上下させながら、唾液の糸を引いて離れていく糸夜の唇を眺める。遠くから清子の歌声が聞こえてくるのが、何だか家族に隠れて悪いことをしているみたいで、ひどく後ろめたかった。

　糸夜を直視することができず、視線を伏せる。途端、糸夜の声が聞こえた。

「嫌だったか」

　その声に、志津夫は一瞬躊躇った後、首を小さく左右に振った。

「いや、ではないです……ただ……」

「ただ？」

「犬にも、こんなことを、するのですか……？」

　おずおずと訊ねると、糸夜の目が真ん丸に見開かれた。その直後、糸夜の口角に薄い笑みが浮かんだ。どこか仄暗いような、それでいて志津夫を茶化しているような表情にも見える。志津夫と一緒にいる時の糸夜は、座敷での無表情が嘘のように感情豊かだ。

「さぁ、どうだろうな」

　糸夜がはぐらかすように呟く。その顔をじっと見つめていると、不意に太股に触れる指先を感じた。驚いて視線を落とすと、着物の合わせ目から糸夜の手のひらが潜り込んでいた。

　驚愕のあまり、唇がはくはくと上下する。だが、志津夫の狼狽を気にも止めず、糸夜は当然のように志津夫の腰帯と下帯を緩めてきた。粗末な着物の前がはだけられて、緩んだ下帯の隙間から糸夜の指先が後孔へと伸びてくる。

　引き締まった尻肉を押し広げられて、馬油をぬりたくった後孔に触れられた瞬間、志津夫は咽喉から奇怪な悲鳴を漏らしていた。後孔の縁をなぞるように指先を這わしながら、糸夜が呟く。

「腹の中にも塗ったのか？」

　問い掛けてくる声に、志津夫は唇を戦慄かせながら首を左右に振った。

「馬油は持っているか」

　続けざまに問われて、志津夫はおずおずと懐から薄茶色の液体が入った小瓶を取り出した。小瓶を受け取ると、糸夜が片手で蓋をあけて指へと馬油を絡ませる。そのまま、ぬるついた指先が再び後孔へと滑らされた。縁をふにふにと揉まれて、志津夫は羞恥のあまり脳天から湯気を上げそうになった。

「い、糸夜さま」

「痛いことはしない。身体の力を抜いていろ」

　安心させるように言われるが、全然何も安心できない。それでも糸夜を跳ね除けることもできず、志津夫は意識を逸らすように下唇を薄く噛み締めた。

　だが、縁を揉んでいた指先が体内へと潜り込んできた瞬間に、また咽喉から素っ頓狂な声が漏れた。

「ぅひ、ゃあ、ぁ!?」

　ぐにゅりと体内へと押し込まれていく長い指の感触に、太股が大きく跳ねる。咄嗟に救いを求めるように、両手が糸夜の腕を掴んだ。だが、糸夜は指を抜こうとはしない。それどころか根本まで指を挿し込むと、そのまま前後にゆっくりと挿き差しし始めた。

「痛くないか？」

　訊ねてくる声に、志津夫はほとんど死にそうな声で答えた。

「痛く、はないです、けど……」

「けど？」

「へ、へんな感じがして……」

　腹の中で、虫でも蠢いているようなひどく気味の悪い感覚だった。率直な志津夫の感想を聞くと、糸夜はもう片方の手で志津夫の後頭部をぽんと軽く叩いた。

「では、こちらに集中していろ」

　そう言うなり、また唇が押し付けられた。すぐさま熱いものが口の中に潜り込んできて、根本から舌を絡め取られる。咥内を荒らされながらも、同時に腹の中を指で擦り上げられた。内臓を直接触られるのが気味が悪くて、内腿にプツプツと鳥肌が立つのが分かる。

　だが、咥内を這い回る熱い舌の感触に、頭の中がぼんやりともやがかっていく。糸夜に舌を舐ねぶられるのは、どうしてだか奇妙に心地良い。

「ぅ、ふぁ、ぁ」

　馬油でぬめった指が、何かを探るように腹の内側を擦り上げる。ぞわぞわと湧き上がってくる悪寒に耐えていると、指先がある一点を掠めた瞬間、腹の奥からビリッと痺れのようなものがせり上がってきた。

「っ、ひぃッ」

　咽喉からしゃっくりみたいな音が漏れる。目を見開いて糸夜を見上げると、糸夜はその口元に薄っすらと笑みを浮かべていた。

「あぁ、ここか」

　独り言のような声が聞こえた次の瞬間、またグリッとそこを弄られた。途端、ビリビリと腹の底が痺れて、内腿が大きく跳ねる。下腹部を走る痺れに、志津夫は掠れた悲鳴を漏らしていた。

「ぃ、ひ、ぁ、ぁあ……っ！」

　そこを触られる度に、腹の底から何か熱いものが込み上げてくる。トントンと指の腹で叩くように弄られたり、爪の先でコリコリと軽く抉られると、頭の中で何かが蕩とろけて崩れていくような感覚を覚えた。身体の感覚がめちゃくちゃで、次第にものが考えられなくなっていく。

「ぁ、ぅ、あぁ、だッ、だめ、です……」

「駄目か？」

　どこか冷静に問い掛けてくる糸夜の声に、志津夫は幼児のように首を上下に振った。腹の底からじわじわと込み上げてくるものが沸騰しそうなほど体温を上げていく。

　いつの間にか、着物は腰帯が絡まってる程度にまではだけていた。腹の中には、既に糸夜の指が二本潜り込んでいる。二本の指に腹の中を深く抉られて、左右に大きく開いた内腿が痙攣したようにピクピクと戦慄く。

　気付けば、一度も触れていない自身の陰茎が硬く勃ち起がっていた。その先端からは、粘着いた先走りが溢れ出している。だが、白く濁った液体が糸夜の着物の袖口に、べっとりとついているのが見えた瞬間、志津夫はヒッと息を漏らしていた。咄嗟に、糸夜の袖口を鷲掴む。

「ごめ……ん、なさっ……」

　咄嗟に、引き攣った謝罪の言葉が漏れていた。まるで粗相をした子供のように顔を歪めた志津夫を見下ろして、何事かとばかりに糸夜が後孔から指を引き抜く。そのまま、糸夜は緩く首を傾げた。

「なぜ謝る」

「おれっ……服をよごして……」

　掴まれた袖口を見下ろした糸夜が、あぁ、と興味がなさそうな声を漏らす。

「すぐに、拭きます」

　震える声で言う志津夫に対して、糸夜は表情を変えぬまま答えた。

「構わない」

「お、俺が、かまいますっ」

　志津夫の着物などとは質が違う、上等な手触りの着物だ。懐紙を取ろうと志津夫が身体を捩った瞬間、太股の表に何か硬いものが押し当てられた。

　顔を向けた瞬間、志津夫は目を見開いた。糸夜の着物の前が膨らんでいる。糸夜も勃っているのだと気付いた瞬間、猛烈な羞恥が込み上げて、身体が動かなくなった。

「ぁ……」

「志津夫」

　静かに名前を呼ばれて、糸夜の顔を見上げる。その無機質な顔立ちの中に、かすかに切迫したものが滲んでいるように思えた。

　糸夜が自身の着物の腰帯を緩める。はだけられた着物から現れた糸夜の上半身を見た瞬間、志津夫は息を飲んだ。

　糸夜の上半身には、胸元から脇腹まで、何十もの傷痕が刻まれていた。かなり昔のものなのか、白く盛り上がった傷痕自体は薄くはなっている。だが、刃物で切られたようなその痕は、拭い切れない痛ましさを感じさせた。

　硬直した志津夫を見下ろして、糸夜が静かな声で訊ねる。

「俺が不気味か」

　これは前にも問い掛けられた言葉だ。だが、以前聞いた時よりも、ずっとその言葉は切実さを帯びていた。

　志津夫は目を見開いたまま、糸夜を見上げた。頭の中を、雑多な言葉が巡る。

――どこで、いつ、誰にそんなひどいことをされたのですか。もう痛くはありませんか。恐ろしいことです。お痛ましい。お気の毒な……。

　だが、今志津夫が口にしなくてはならないのは別の言葉だと思った。

「どんな――」

　ぽつりと呟く。糸夜の青い瞳を見つめたまま、志津夫は言った。

「どんな傷を負っていても、あなたは美しい人です」

　そう呟いた瞬間、糸夜の顔が痛みに耐えるかのように歪んだ。不意に、背中をキツく抱き締められた。痛いくらいの強さで身体を抱かれて、一瞬息が詰まる。

　恐る恐る糸夜の背へと腕を回す。そっと抱き返すと、糸夜が小さく息を吐き出す音が聞こえた。

「志津夫」

　名前を呼ばれる。顔を上げると、鼻先が触れるほど近くに糸夜の顔があった。透けるような、青く美しい瞳。先ほど見た、極楽浄土の青色と同じ色だと思った。

　唇がまた触れ合う。先ほどよりも柔らかく、労るような口付けだ。数度唇が押し付けられた後、言い聞かせるような口調で糸夜が言う。

「俺以外に、決して同衾を許すな」

　その言葉に、志津夫は目を瞬かせた。

「そんな人いません」

　糸夜だって、光一に対する言い訳のために志津夫を選んだに過ぎない。糸夜と同じような人間が他に現れるとは思えなかった。

　怪訝な表情を浮かべた志津夫を見ると、糸夜は少しだけ怒ったように眉を顰めた。

「誰にも触らせるな」

　だから、自分に触るような人間はいない。そう答えようとした瞬間、片手で太股が押し開かれた。赤ん坊のように足を広げられて、カッと頬に血がのぼる。

　息を飲む間もなく、陰茎に硬く熱いものが押し当てられる。見下ろすと、糸夜と自分の陰茎がまとめて握られていた。陰茎を合わせたまま、糸夜の腰が前後に動かされる。張り詰めた裏筋同士がゴリゴリと擦れ合う感触に、咽喉から素っ頓狂な声が漏れた。

「ぇ、ぁあっッ!?」

　先ほどとは違う、直接的な快感に爪先が宙を蹴り飛ばす。足を閉じようとするが、膝裏を掴まれて逆に限界まで押し広げられる。糸夜の外見からは想像もできぬほど強引な仕草に、吐き出す息が震えた。

「んっ、ぁ、ぁあ、ぁ」

　窄められた手のひらの中で、二本の陰茎が擦り合わされる。互いの鈴口から溢れ出す先走りのせいで、すぐにぷちゅぷちゅと卑猥な水音が鳴り始めた。自分の上で腰を振る糸夜を見ていると、本当に性交しているようで心臓が破裂しそうになる。

「あ、ぁあ、ぁん、っん」

　自分の嬌声など聞けたものではないと分かっているのに、声が止められない。揺さぶられながら、必死に奥歯を噛み締める。すると、糸夜がふっと頭上で笑うのが聞こえた。

「怖いのなら、耳を塞いでおけ」

　諭すような声に、志津夫は反射的に両手を糸夜へと向かって伸ばしていた。自分の声を聞かないでくれと懇願するように、糸夜の両耳を塞ぐ。耳を塞がれると、糸夜は少しだけ面白がるように目を細めた。

　陰茎に浮かび上がった血管が擦れ合う。ぱくぱくと開閉を繰り返す鈴口を指先で抉られると、もう駄目だった。下腹が凹んで、先端から先走りが間欠泉のように噴き出す。

「ゃ、ぁあ、ぁ、だ、だめ、です……だめ……ッ！」

　限界が近かった。膨らんだ睾丸がビクビクと収縮を繰り返しているのが分かる。ひときわ強く先端へと爪を立てられた瞬間、耐えることもできず志津夫は達していた。赤く染まった先端から、壊れたように白濁が噴き出す。自身の胸元まで飛び散る液体を感じながら、志津夫は掠れた悲鳴を漏らした。

「ぁあ、ぁあァあッ！」

　下腹から内腿までを激しく痙攣させていると、続けざまに糸夜の身体が震えた。糸夜の陰茎の先端から吐き出された白濁が、志津夫の下腹を濡らしていく。

　快楽の余韻にヒクヒクと下腹を戦慄かせながら、志津夫は糸夜が眉を顰めて遂情すいじょうしている様をじっと見つめた。糸夜の人形のような顔が今は赤く染まっている。それが吸い付きたくなるほど愛おしかった。

　荒い息が止まらず、胸を大きく上下させていると、糸夜の顔が近付いてきた。首筋にキツく吸い付かれて、かすかな疼痛が走る。赤くなった志津夫の首筋を指先でなぞりながら、糸夜が静かな声で囁いた。

「俺だけ見ていろ」
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　朝、いつも通りの時刻に目が覚めた。

　前回とは違って、糸夜はまだ布団の中で眠っている。朝日に照らされた糸夜の横顔を、志津夫はじっと眺めた。

　染み一つない、柔らかな産毛が生えた白い肌。淡い色をした唇。緩く前髪のかかった額。長い睫毛が緩やかな曲線を描いて、糸夜の目の下に影を作っている。その影すらも、どこか神秘的に思えた。

　だが、昨夜の糸夜は、志津夫の想像が及ばぬほど生々しく、確かな肉感を持っていた。熱く、湿った、生き物の感触。その指に体内をさぐられたことを思い出すと、腹の底から再び熱が燻くすぶってくる。

　同じ男に身体を触れられたというのに、ちっとも不快感がない。それどころか自分は、糸夜に触れて貰えて嬉しいとすら思っている。触れたいし、もっと触れられたい。そんな風に誰かに対して思ったのは初めてだった。

　この感情は一体何だろう。生まれてこのかた一度も感じたことのない、柔らかな綿のようにふわふわとした心地は。

　無意識に手が伸びる。指先が糸夜の頬に触れそうになった瞬間、廊下の方から誰かが欠伸をする声が聞こえてきた。慌てて手を引っ込めて、糸夜を起こさないように静かに立ち上がる。そろそろ朝餉の支度をしなくては。

　廊下に出ると、大きく伸びをする光一の姿が見えた。

「お、はようございます、光一さま」

　どもった声で言いながら、志津夫は慌てて頭を下げた。志津夫の姿を見ると、光一はわずかに笑みを浮かべた。

「あぁ」

「お早い目覚めで」

「俺は、酒を飲むと眠りが浅くなる性質たちでな。まぁ、愛らしい女子たちの寝顔が見れると思えば、なかなか儲けものだ」

　冗談めかすように言いながら、光一がまた欠伸を漏らす。顔半分が口になってしまったような、大きな欠伸だ。欠伸すらも豪快な光一を見て、志津夫は思わず笑ってしまった。

　欠伸のせいで目に浮かんだ涙を指先で払いながら、光一が志津夫を見やる。その顔に、にやりと笑みが浮かんだ。

「随分と情熱的だな」

「え？」

　言葉の意味が分からず、志津夫は首を傾げた。すると、光一が自身の首筋をトントンを軽く指先で叩いた。

「糸夜は優しかったか？」

　続けられた言葉で、ようやくその仕草の意味が分かった。時折、姉さん方が客に吸い付かれて、肌を赤くしているのを思い出したのだ。

『こんなの付けられたら、悋気りんきな客から文句を付けられちまうじゃないか』と姉さん方は怒りながら、何とか痕を隠そうと肌に白粉をはたいていたが。

　その痕が、今自分の首筋にもあるのか。そういえば、昨夜糸夜に首筋を吸われたのだった。思い出した瞬間、燃えるように身体が熱くなった。

　首筋に手を押し当てて、顔を真っ赤にした志津夫を見ると、光一は軽く肩を揺らして笑った。

「廓くるわで働いているというのに、随分と初心うぶな若い衆だな」

　だから、糸夜が気に入ったのか。そう独り言のように呟いた後、ふと光一が訊ねてきた。

「見たか」

「見た、とは」

　唐突かつ曖昧な言葉に、志津夫は戸惑った声を返した。光一が腕を組んで、目を細める。

「糸夜の身体だ」

　その言葉で、ようやく光一の意図が分かった。光一は、糸夜の身体に刻まれた無残な傷痕のことを言っているのだと。

　分かるのと同時に、身体の芯がかすかに強張るのを感じた。硬直した志津夫の姿で理解したのか、光一が続けざまに訊ねてくる。

「どう思った」

　また曖昧な問い掛けだ。だが、その言葉はどこか切実なように思えた。弟を案じているような、それでいて志津夫の真意を確かめているような声音だ。

　志津夫は小さく息を吸い込むと、はっきりとした声で答えた。

「どんな傷も、何ひとつとしてあの方を損ねることはありません」

　傷があろうとなかろうと、志津夫にとって糸夜は一等高尚な人だった。優しく、親切で、内に青い熱を秘めた情熱的なお方。極楽の色をした瞳を持つ、誰よりも美しい人。

「糸夜さまは、素晴らしい方です」

　心を込めて返すと、光一はパチリと大きく瞬いた後、どこか子供のような満足そうな笑みを浮かべた。

「そうだ。そうなんだ。あいつは分かりにくいけど、良い奴なんだ」

　まるで旧知の友人に話し掛けるような口調で言うと、光一は大股で志津夫へと近付いてきた。分厚い手のひらで肩をばしばしと叩かれて、志津夫は面食らった。

「俺の自慢の弟だ」

　光一の自慢げな口調に、無意識に志津夫の口元も緩んだ。互いに顔を見合わせながら、にこにこと笑い合う。何だか同士を見つけた子供みたいな和やかな気分だった。

　そのまま笑顔を浮かべていると、ふと思い出したように光一が呟いた。

「確か清蜜は、お前の姉だったな」

　唐突に出てきた清子の名前に、志津夫は目を瞬かせた。

「はい。姉がどうかしましたか」

「昨夜は大変だった。清蜜の唄が終わるなり、ルイスが清蜜に求婚してなぁ」

「きゅうこん？」

　一瞬言葉の意味が分からず、志津夫は首を斜めに傾げた。光一が無精髭の生えた下顎をさすりながら、困ったように呟く。

「清蜜の両手を掴んだまま離さんし、訳の分からん言葉を繰り返すしで、困り果ててなぁ。糸夜もおらんから仕方なく家から阿蘭陀語が少しばかり分かる者を呼んでみたら、どうやら清蜜を一目惚れしたと言っていたらしくて」

「ひとめぼれ」

　呆然として、光一の言葉を反芻することしかできない。

「あぁ、内儀ないぎにして一緒に国に来て欲しいらしい」

　内儀というのは、つまり妻のことだ。ルイスは、他国の遊女を妻にするとまで言っているということか。

　あまりのことに口をぽかんと開いた志津夫を見ると、光一は声を潜めて続けた。

「ルイスが清蜜を身請けすることはできんが、清蜜にその気があるのなら、俺が清蜜を仮に引き取って、良いように取り計らってやることはできる」

　光一の申し出に、志津夫は目を見開いた。半開きになった唇を数度戦慄かせてから、強張った声を漏らす。

「あの、それは……」

「清蜜は二十三だろう。後四年も経てば年季が明ける。その後は、どうするつもりだ？」

　問い掛けられた言葉が不意に胸に突き刺さった。『その後』なんて志津夫は一度も考えたことがなかった。ただ我武者羅に日々働いていれば、いつか借金を返して、姉が自由になれると盲目的に信じていただけだ。

　くしゃりと顔を歪めた志津夫を見ると、光一は少しだけバツが悪そうな表情を浮かべた。

「お前を責めてるつもりはない。ただ、ルイスは俺が見る限り、悪い人間ではない。嘘が吐けない真面目な男だと思っている。もし清蜜が嫌でないのなら、これはそれほど悪い話ではないはずだ」

　並べられる光一の言葉に、志津夫は俯いたまま、唇だけを鈍く動かした。

「はい。ありがとうございます、ご親切なことを……」

「志津夫。俺は、親切じゃあない」

　志津夫の声に被さるように、光一がはっきりと言い放つ。顔を上げると、光一の口元に薄い笑みが浮かんでいた。その笑みは、どこか酷薄にも見える。

「商人が親切では、仕事が立ちゆかんからな。ただ、客に厳しい分、俺たちは身内には滅法甘くするようにしている。糸夜がお前に身体を見せたということは、あいつはお前を特別だと思っているということだ。それならば、俺にとっても身内同然だ。だから、お前が糸夜に心を尽くす限り、俺も出来る限りのことはしてやる」

　そう言い切ると、光一の顔にいつも通りの豪胆な笑みが浮かんだ。数秒前とはまったく違う屈託のない笑顔を見て、志津夫の身体にぶるりと身震いが走った。

　確かに目の前にいる男は、紛れもない商人だった。











第四章　己の価値




　春音姉さんの病状は、悪化の一途を辿っていた。今ではもう鞴ふいごのような呼吸音すら聞こえない。春音姉さんの胸がわずかにだけ上下している様を見て、まだ生きているのだと確認できる。

　志津夫は、匙に掬ったほとんど汁のような粥を、そっと春音姉さんの唇へと運んだ。

「春音姉さん、ゆっくり飲んで」

　一気に米粒を注いだら咽喉が詰まって窒息してしまうので、根気強く何度も少量の粥を流し込み続ける。だが、春音姉さんはむずがる子供のように、小さく首を左右に揺らした。

「……でて、け……」

　これほどまでに弱っていても、まだ悪態を付けるのが春音姉さんらしかった。それでも、その声音に以前のような覇気はない。

　志津夫は匙を差し出したまま、首を左右に振った。

「姉さんが全部食べてくれるまで、出て行かないよ」

　春音姉さんの顔が顰められる。だが、顔一面にできたできもののせいで、その表情の変化はひどく分かりにくかった。

「もう……のみこめない、んだよ……」

　そう訴えるか細い春音姉さんの声に、志津夫は匙を握った手を止めた。眉尻を下げて、春音姉さんの顔を見つめる。

「……あ、これは？　これなら、口の中で溶かせるから」

　懐から金平糖が入った小瓶を取り出す。色とりどりの金平糖を見て、春音姉さんはわずかに目を細めた。

「こんぺい、とう……」

「そう。お客さまから貰ったんだ」

　忘れ物です、と糸夜に返そうとしたが、それはお前にやったものだ、と告げられたのだ。だが勿体なくて、志津夫はまだ一粒も食べれていない。

　小瓶の蓋を開くと、かすかに甘い匂いがふわりと広がった。

「姉さん、どの色がいい？」

　赤、黄色、紫に緑、青色の彩りを差し出す。春音姉さんは、何も言わず、ただじっと小瓶の中の金平糖を見つめていた。その眼差しは、どうしてだか先ほどよりも和らいで見える。

　ふと、春音姉さんの唇が淡く動いた。

「あかいこんぺいとう、は、林檎リンゴのお味……きいろい、こんぺいとう、は蒲公英タンポポの、お味……むらさきの、こんぺい、とうは、紫陽花アジサイのお味……みどりの、こん、ぺい、とうは、夏の若葉の、お味……」

　途切れ途切れながらも、まるで幼子が歌う手鞠歌のようだと思った。志津夫が目を丸くしていると、春音姉さんはひどく悲しげな声で続けた。

「あおい、こんぺいとう、は……お空のお味……」

　そう言い終わった瞬間、春音姉さんはくしゃりと顔を歪めた。

「あのひと、が……言ってた……」

「あの人？」

　問い返すも、春音姉さんは答えてはくれなかった。黙り込んだ春音姉さんの唇へと、そっと青い金平糖を入れる。金平糖を溶かすように、春音姉さんの舌がわずかに動いているのが見えた。

「はぁ……あまい……」

　ほっとしたような春音姉さんの声を聞いた瞬間、どうしてだか志津夫は泣き出しそうになった。春音姉さんのこんな安らいだ声を聞いたのは初めてだった。そして、これが最期になるような気がした。

「まだたくさんあるんだ。いっぱい食べて」

　堪えようとするのに、声が震える。下唇をキツく噛み締める志津夫の姿を見ると、春音姉さんは小さな声で囁いた。

「もぅ……いい……」

「良くないよ。ちっとも全然、何にも良くない」

　まるっきり駄々を捏ねる子供のようだと自分でも思う。目尻に浮かぶ涙を手の甲で雑に拭っていると、ふと思い出した。

　懐から手拭いに包んだ巻物を取り出す。そっと丁寧な手付きで巻物を開いて、志津夫は春音姉さんへと語り掛けた。

「ほら、姉さん見て。極楽浄土の絵だ。姉さんはないって言ったけど、極楽はちゃんとあるんだ」

　わざとらしいぐらい明るい声をあげて、絵巻を春音姉さんへと向かって広げる。春音姉さんはできもので半ば塞ぎかかった瞳をあげて、じっと絵巻を眺めた。

「仏さまも天女さまもいる。それにほら、たくさんのご馳走も。もう誰のお酒も注がなくていいし、尾頭付きの鯛がお腹いっぱい食べられる。痛い思いも、辛い思いも、もうしなくていいんだ」

　心臓が痛くて、張り裂けそうだった。極楽の話をしているというのに、どうしてだか悲しくて堪らない。気が付いたら、目からはらはらと涙が溢れ出していた。泣いては駄目だと分かっているのに、涙が止まらない。泣き顔に気付かれないように、深く俯く。

　だが、志津夫の涙に気付いているのか、春音姉さんは掠れた息を漏らした。

「あんたは……ほんとうに、ばかな子だね……」

　哀れむような声音で、春音姉さんが囁く。春音姉さんはそのまま消え入りそうな声で続けた。

「あたしは……ひとごろしなんだ……」

　その言葉に、志津夫は顔を上げた。春音姉さんの疲れ切った顔を見つめる。春音姉さんのカサカサに乾き切った唇がかすかに動く。

「あたしは、家の丁稚でっちをしていた男と、駆け落ちしたんだ……。だけど、すぐにつかまって……あたしは家に閉じ込められて……相手は、詫びのために、首を切って、自殺したんだと、言われた……」

　春音姉さんは、まるで自分の心の中を覗き込むような虚ろな眼差しをしていた。その顔は、既にこの世の何もかもを諦め切っているように見える。

「おまえがいなきゃ、死ななかったと……おまえが、晋平しんぺいを、ころしたんだって……せっかく、良い縁談も、決まっていたのに……親不孝もの……愚かで、はしたない……こんな娘は、いないほうがいいと……実の親に、売られた……」

　人殺しが極楽になんか、いけるわけがない。そう続けられた春音姉さんの声を聞いた瞬間、志津夫は咄嗟に春音姉さんの手を掴んでいた。

　ぼたぼたと涙を流しながら、怒った表情を浮かべる志津夫を見て、春音姉さんはほんのかすかにだけ唇を緩めた。

「なんて、顔……してるんだい……」

「姉さんが殺したんじゃない」

　そんな言葉しか言えない自分がもどかしかった。骨と皮になった春音姉さんの手のひらを握り締めたまま、志津夫は拙い口調で繰り返した。

「姉さんは悪くない」

　この世の誰が春音姉さんを責めようとも、志津夫だけは悪くないと言い続ける。ただ、好きな人と一緒に生きようとしただけだ。それの何が悪いのだ。望まぬ縁談をして、親の顔を立てるのが良い娘だと言うのなら、それは人形と同じではないか。

「姉さんは、極楽に行ける。絶対に、行ける。好きな人と一緒に極楽で、ずっとずっと、幸せに暮らすんだ」

　頭の悪い幼児のような志津夫の言葉に、春音姉さんは唇の端を少しだけ歪めた。

「……あわれな子……自分に、いじわるばかりした、女のために、泣くなんて……」

「違う。違うよ、姉さん。俺、わかってるよ」

「……なに、を……」

「姉さんが、俺をずっと心配してくれてたこと。さっさと出て行けって、言ってた意味」

　最初は、部屋から出て行けと言われているのだと思っていた。だが、いつしかそう叫ぶ時の春音姉さんの眼差しが、ひどく悲しげなことに気付いた。それで、ようやく分かった。

　春音姉さんは、ずっと志津夫に『こんな場所から出て行け』と言っていたのだ。この世の苦界くがいに沈んでしまう前に、一刻も早く、志津夫だけでも抜け出せと。

　だから、志津夫に一等辛く当たった。下手に優しくして見世に居着かれるよりも、辛く当たる方が志津夫のためになると思っていたから。志津夫に怒鳴りながら、春音姉さんはずっと志津夫のことを想ってくれていたのだと。

「ちゃんと、わかってた」

　そう繰り返すと、春音姉さんの顔がくしゃりと歪んだ。その眼差しが涙で湿っている。

「……ばか、やろう……」

「うん、ごめん。ばかで、ごめんなさい」

　謝りながら、両手で春音姉さんの手を包み込む。春音姉さんの手には、もう体温がない。春音姉さんの身体から、急速に命が消えていくのが分かる。少しでもその命を繋ぎ止めたくて、志津夫は両手の隙間から春音姉さんの手のひらに息を吹きかけた。

　春音姉さんは、ぼんやりと濁った眼差しで低い天井を見つめている。その唇がかすかに動いた。

「しづお……」

「うん」

「こんなところ、から……さっさと、出て行きな……」

　また涙が溢れた。春音姉さんの手に、ぽつぽつと自分の涙が滴り落ちる。志津夫は鼻を啜って、小さな子に囁き掛けるように声を漏らした。

「春音姉さんが眠るまで、ここにいるよ」

　春音姉さんの唇が小さく「ばかやろう」と動いたように見えた。だが、その唇から声は漏れなかった。春音姉さんの目がゆっくりと閉じられる。志津夫は、春音姉さんの手を掴んだまま離さなかった。

　春音姉さんは、朝を待たずに息を引き取った。










　障子越しに行灯の灯りが透けて見えた。それで親父様がまだ起きていることが分かった。

「親父様」

　声を掛けると、わずかな物音の後、障子の奥から声が返ってきた。

「入れ」

　障子を少しだけ開いて、薄暗い室内へと入り込む。親父様は行灯に照らされた文机ふづくえの前で、帳簿らしきものへと視線を落としていた。背を向けたまま、志津夫へ目も向けようとはしない。

「さっさと用件を言え」

　苛立った声音に、心臓がかすかに萎縮するのを感じながら、志津夫は静かに唇を開いた。

「春音姉さんが息を引き取りました」

　自分でも感情が抜け落ちたような声だと思った。頭の奥がまだ痺れていて、まともに物を考えられない。

　志津夫の言葉を聞くと、親父様は振り返りもせずに言った。

「そうか。死体は寺に投げ込んどけ」

　まるで野良犬でも死んだかのような、呆気ない物言いだった。冷たい声音に、一瞬身体が凍り付いたように動かなくなる。だが、前から分かっていたことだ。親父様は、死んだ者にも生きている者にも、一欠片の哀れみも与えない人だと。

「……はい」

　俯いたまま、消え入りそうな声で答える。部屋から出て行こうと立ち上がった時、不意にフッと笑う声が聞こえてきた。視線を向けると、親父様の肩が小さく揺れていた。

「馬鹿な女だ。親の言うとおり結婚してりゃ、こんな見世に売られずに済んだだろうに。貧乏男と駆け落ちしたのが運の尽きだな」

　春音姉さんを嘲笑う言葉に、不意に全身の血が一気に落ちていくのを感じた。志津夫は立ち尽くしたまま、笑いに揺れる親父様の肩をじっと見つめた。

「お前も春音には散々手を焼かされたからな。死んで清々しただろう」

「そんな、ことは……」

「あのじゃじゃ馬のせいで、何人上客を逃したことか。何度折檻しても、涙の一つも流さない。可愛げのねぇ、性根の腐った女だったよ」

　悪し様に春音姉さんを罵る言葉に、不意に感情が噴き上がってくる。志津夫は拳をキツく握り締めたまま、唸るように呟いた。

「春音姉さんは、性根が腐ってなんか、ないです」

　そう言い放った瞬間、笑いに揺れていた親父様の肩がピタリと止まった。一瞬で、まずい、と分かる。

　親父様がゆらりと立ち上がる。そのまま右足を引きずりながら、硬直する志津夫へと近付いてきた。ひどくゆっくりとした動きなのに、恐怖で身が竦すくんで動けない。

　次の瞬間、右頬に衝撃が走った。殴られた勢いのまま、吹っ飛んだ身体が隣の部屋の襖ふすまにぶち当たる。襖を薙ぎ倒しながら畳の上に倒れると、すぐさま下腹を蹴り付けられた。内臓が押し潰される鈍い痛みに胃がギュウッと収縮して、酸っぱい胃液が喉元までせり上がってくる。

「ぅ、ぐぅヴ……ッ！」

　志津夫が腹を抱えて呻いていると、不意に短い髪を乱暴に鷲掴まれた。そのまま、髪の毛ごと頭を上へと無造作に引っ張られる。目を薄く開くと、至近距離に親父様の真っ暗な瞳が見えた。

「お前、調子に乗ってんじゃねえか」

「おれ、は……」

「うるせぇ、喋るな。黙ってろ」

　また右頬を張り飛ばされる。殴られた勢いで、掴まれた髪の毛がぶちぶちと束で千切れるのを感じた。既に痛みよりも熱の方が強い。頬が焼けるように熱くて、頭の芯がぢんぢんと痺れていた。

　鼻から、だらりと何かが流れてくる。どうやら鼻血まで出ているらしい。

　髪の毛を引っ張られて、そのまま首を斜めに逸らされる。志津夫を首筋を眺めながら、親父様は片頬を吊り上げるようにして笑った。

「下手物ゲテモノ食いが」

　小馬鹿にするように親父様が呟く。その言葉が何のことを言っているのか、志津夫には分かった。志津夫の首筋に薄っすらと残った糸夜の口吸いの痕を見て、嘲っているのだ。

　身体から、見る見るうちに体温が失せていく。顔を真っ白にした志津夫を見据えて、親父様は殊更優しげな声をあげた。ねっとりと、鼓膜に貼り付くような猫撫で声だ。

「志津夫、勘違いするな。金持ちの享楽なんざ、一瞬で終わる。お前なんざ直ぐに飽きられて、屑クズのように捨てられるのがオチだ。気まぐれに毛色の違う獣を食ってみたが、生臭くて食えたもんじゃない、とな」

　心の隙間に、一本一本錆びた釘を刺し込むような声だった。親父様は、いつだって志津夫を一番傷付ける方法を知っている。そうして、温かな日差しへ伸ばした手を掴んで、ずるずると暗い陰へと引きずり戻してくる。

　親父様は、指先を志津夫の首の赤い痕へと当てた。そのまま爪を立てて、ギリギリと首筋を引っ掻いてくる。皮膚が抉れて、すぐさま赤い血が滲み出した。

「ぃッ……！」

「お前のような醜い男が、他人から求められる訳がないだろうが」

　小さく呻いた瞬間、そう耳元に囁かれた。視線を向けると、柔らかな表情で微笑む親父様の顔が見えた。真綿で人をくびり殺す顔をしていると思った。

　息ができず、咽喉が引き攣る。心臓がバラバラに砕けそうだ。どうして、こんな風にほんのわずかな幸福すらも許されず、泥まみれの足で踏み躙られていくのか。

　息を飲んだ瞬間、不意に障子が開かれた。

「何してんだい」

　鈴蘭姉さんが立っていた。おそらく騒ぎを聞いて、寝ているところを起こされたのだろう。鈴蘭姉さんは、長襦袢に薄い肩掛けを羽織っているだけだった。

　一頻ひとしきり部屋の惨状を眺めてから、鈴蘭姉さんが眉間に深い皺を寄せる。

「轟、いい加減にしな」

「誰に物を言ってやがる、鈴子りんこ」

　一瞬、それが鈴蘭姉さんの名前だと分からなかった。鈴蘭姉さんは険しい眼差しで親父様を見据えたまま、一歩も引かない様子で答えた。

「あんたに決まってるだろう。もう志津夫を離しておやり。これ以上騒いだら、客から文句が出るよ。朝方に、あんたが客に頭を下げて回りたいなら、止めやしないけど」

　突き放すような鈴蘭姉さんの物言いに、親父様が腹立たしそうに咽喉の奥から獣のような唸り声を漏らす。だが、数秒後には親父様の手は志津夫から離れていた。

　志津夫を見下ろしたまま、親父様が鈍い声で吐き捨てる。

「いいか、馬鹿げた希望を抱くな。お前は、一生ここから出られんのだからな」

　何度も繰り返し聞いた言葉だ。志津夫は鼻血を垂らしたまま、ただぼんやりと親父様の顔を見上げた。

　ふと腕を掴まれた。鈴蘭姉さんが志津夫の腕を引きながら、そっと囁いてくる。

「志津夫、こっちにおいで」

　引かれるままに、ふらふらと立ち上がる。部屋から出る直前に振り返ったが、親父様は既に志津夫の存在など忘れたように、文机の前に座っていた。

　廊下へと出ると、鈴蘭姉さんは帯の間から取り出した手拭いを、志津夫の鼻へと当ててきた。

「どうしたんだい。今日は轟の機嫌が悪かったのかい」

　気遣うような鈴蘭姉さんの声に、志津夫は虚ろな声で呟いた。

「春音姉さんが、死んだんだ」

　ぽつりと呟いた声は、まるで空っぽの箱を振った音のように聞こえた。鈴蘭姉さんがハッとした表情で、身体を強張らせる。眉尻を下げると、鈴蘭姉さんは志津夫の背をそっと抱き締めてきた。

「そうかい……可哀想に」

　一体、誰が可哀想なんだろう。誰の祈りも届かず死んでしまった春音姉さんなのか、最期を看取った志津夫なのか、それともこの見世にいるすべての女たちなのか。

　判断が付かず、志津夫は突っ立ったまま、鈴蘭姉さんの肩越しにまだ暗い空を見つめた。










　春音姉さんの亡骸は、町から少し外れた小高い山に埋めた。

　投げ込み寺に送るのだけは嫌だった。あの寺は、遊女の戒名を『信女』とすべきところを『売女』と書くと有名だった。そんな生臭坊主がいる寺に、春音姉さんを渡したくなかった。

　翌日夜半に、春音姉さんの遺体を大八車だいはちぐるまに乗せて運び、山へは布団に包んで登った。春音姉さんの身体は、涙が出そうなぐらい軽かった。

　山の少し開けた場所に穴を掘り、春音姉さんを横たえる。春音姉さんの懐には、一本の長煙管が入っていた。いつも春音姉さんが咥えていた煙管だ。その側面には『晋』と文字がひとつ刻まれていた。

「好きな人の形見なんだろうね」

　鈴蘭姉さんはそう囁きながら、春音姉さんの乾いた髪をそっと撫でた。

　長煙管を春音姉さんの胸元に置いて、両手で土をかけていく。土を両手で掬いながら、鈴蘭姉さんが祈るように小さな声で「南無阿弥陀仏」と何度も唱えてくれた。

　その声を聞きながら、志津夫は春音姉さんに静かに土をかけ続けた。
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　巨大な門扉を目前にして、志津夫は巻物を胸に抱えたまま立ち尽くしていた。門扉の左右には、高い石壁がどこまでも続いている。志津夫には見当も付かないほど広大な屋敷だ。門扉には、木彫りの物々しい表札が掲げられている。その表札には、流暢な字体で『世良』と彫られていた。

　ずっと高価な巻物を借りたままなのも申し訳ないので、わざわざ鈴蘭姉さんに場所を聞いて糸夜の家を訪ねたはいいが、あまりの豪華な屋敷を目前にして、どうしても門扉を叩く勇気が湧いてこない。

　檻の中の獣のように、うろうろと道を行ったり来たりを繰り返していると、ふと門扉の横にある小さな潜戸くぐりどが開かれるのが見えた。中から出てきたのは、使用人らしき壮年の男性だ。

　ここを逃したら、一生声を掛けれないと思って、志津夫は勇気を振り絞って使用人へと近付いていった。

「すっ、すいません、糸夜様はいらっしゃいますか」

　緊張のあまり声がどもってしまった。使用人は顔を上げると、あからさまに不審げな眼差しで志津夫をじろじろと眺めた。それもそうだろう。親父様に殴られて、まだ腫れが引いていない志津夫の右頬には、手拭いが貼り付けられたままだ。

「どなた様ですか」

　警戒心を滲ませた使用人の声に、気持ちが挫けそうになりつつも志津夫は言葉を続けた。

「朱屋の者です。糸夜様にお借りしたものを返しにまいりました。糸夜様はいらっしゃいますか」

　ぎこちない声で告げると、使用人はふいっと視線を志津夫から逸らした。

「若様は来客のご対応中です。また日を改めてお越し下さい」

　取り付く島もなく、早口で言い放たれる。そのまま潜戸の内側へと戻っていこうとする使用人へと、志津夫は慌てて声をあげた。

「とても大事なものなんです。お返ししたら、すぐに帰りますので、少しだけでも待たせてはいただけませんでしょうか」

　使用人に預けるという手もあるとは分かっていたが、それでも高価な物だけに手ずから返したいという気持ちがあった。

　追い縋る志津夫の言葉に、使用人は露骨に鬱陶しそうな表情を浮かべた。そうして、不意にその口元に薄い嘲笑が滲んだ。

「若様が貴方のような方に大事なものを貸したと？」

　鼻で笑うような言い方だった。糸夜のような上流階級の人間が、志津夫のような下層の人間に大事なものを渡すわけがないと信じ切っている口調だ。

　その声音に、皮膚が一瞬で冷える。唇がひくりと戦慄いて、言い掛けていた言葉が咽喉の奥で鈍く詰まるのを感じた。意気込んでいた気持ちが、ぷしゅぷしゅと音を立てて萎んでいく。

　唇を半開きにしたまま志津夫が固まっていると、使用人は何事もなかったかのように潜戸へ身を翻した。だが、その姿が潜戸の内側へと消える直前、門扉が音を立てて開かれるのが見えた。

　開かれた門扉から現れたのは、糸夜と鴇色ときいろの上等な着物を着た可愛らしい令嬢だった。令嬢は小柄な体躯をしており、長い黒髪を綺麗に結い上げている。丸々とした大きな瞳は、どこか小動物のような愛らしさがあった。

　並ぶ二人の姿を見た瞬間、『お似合いだな』と当たり前のように思った。そう思ったことに、胸が軋んだ。

　使用人が慌てて背筋をピンと伸ばす。

「若様、紗江子さえこお嬢様、お出かけでしょうか」

　使用人の声に、糸夜がそちらへと視線を向ける。

「いいや、見送りだ。紗江子さんを家まで送って差し上げろ」

　淡々とした口調で、糸夜が言う。それを聞いて、使用人は深く腰を折ってから、足早に去っていった。おそらく駕篭かごを用意しに行ったのだろう。

　その姿をぼんやりと眺めていると、ふと糸夜の視線が志津夫へと向けられた。糸夜が驚いたように、軽く目を瞬かせる。

「志津夫、どうしてここにいる」

　問い掛けてくる声に、肩が小さく跳ねる。糸夜の顔を見ることもできず、志津夫は俯いたまま早口で呟いた。

「突然、申し訳ございません。巻物をお返しにまいりました。お貸しくださって、本当にありがとうございます」

　言いながら、両腕に抱えていた巻物を糸夜へと差し出す。糸夜は巻物を片手で受け取ると、ふと目を留めたようにピタリと動きを止めた。

「その頬はどうした」

　訝しげな声に、志津夫は何でもないと言うように地面を見つめたまま首を左右に振った。

「こ、転んだのです。俺が、うっかりしていて」

　子供のような嘘に、また羞恥心と惨めさが湧き上がってくる。額から変な汗が出てくるのを感じながら、志津夫は話を打ち切るように言い放った。

「お邪魔をしてしまい申し訳ございませんでした。失礼します」

　そう言い切るなり、身体を反転させる。だが、去ろうとした瞬間、背後から二の腕を掴まれた。糸夜が志津夫の腕をキツく握り締めている。

「待て。行くんじゃない」

　糸夜はどこか怒ったような眼差しで、志津夫を見つめていた。その眼差しに、どうしてだかひどく泣きたい心地が込み上げてくる。

　その時、先ほどの使用人と駕篭持ちが二人やって来た。糸夜が紗江子へと向かって口早に言う。

「紗江子さん、それでは」

「ええ、光一様にも宜しくお伝え下さいね」

　さらっとした口調で、紗江子は答えた。駕篭へと乗りながら、紗江子がちらりと志津夫を見る。大きな瞳と目が合って、志津夫は思わず俯いてしまった。紗江子が、ふふ、と小さな笑い声を漏らす。

「随分と照れ屋な方ね」

　まるで小さな子に対するような言葉に、カッと頬が熱くなる。志津夫が所在なく立ち尽くしていると、糸夜が窘たしなめるような声音で言った。

「紗江子さん、戯れはその程度にして下さい」

「貴方って、本当は過保護な方なのね。過保護というよりも、ただ独占欲が強いのかしら」

「紗江子さん」

　糸夜が繰り返すと、紗江子は口元に手のひらを押し当てて、くすくすと転がるような笑い声をあげた。

「それでは、どうぞ二人きりのお時間を楽しんで下さい」

　揶揄からかうように言い残して、駕篭に乗った紗江子が去っていく。その姿を、糸夜が肩を竦めて眺めていた。

　駕篭が見えなくなると、糸夜がぐいっと志津夫の腕を引っ張ってきた。

「来い」

　有無を言わさぬ声に逆らうこともできず、志津夫は引かれるままに屋敷へと入っていった。

　長い廊下を進んで、客間らしき部屋に通される。客間は洋風に誂あつらえられているのか、豪奢な机や椅子が並べられていた。

　机の上へと巻物を置くと、糸夜は部屋の中央に置かれた長椅子を手で指し示した。

「そこに座れ」

　それは赤い布張りの長椅子で、金塗りの腕置きにも意匠が凝らされた細工が施されていた。一目見ただけで、今まで志津夫が見た家具の中で最も高いことが判る。

　反射的に後ずさりしながら、志津夫は首を左右に振った。

「す、座れません」

「なぜだ」

「俺のようなものが座っていい椅子ではありません」

　口に出した瞬間、糸夜の眉間に深い皺が刻まれた。どこか睨み付けるような眼差しで、志津夫を見据えている。

「『俺のようなもの』とはどういう意味だ」

　尖りを帯びた声に、心臓が萎縮する。志津夫は両手で自身の胸元を掴んだまま、掠れた声で答えた。

「お、俺のような、みすぼらしい、獣のような者です」

　なぜ俺は、自分で自分を卑下しているのだろう。糸夜に見限られる前に、自分自身を見限ろうとしているのかもしれない。期待を抱かないように、希望なんてものを信じないように。

　胸元を掴んだ指先が小さく震える。今すぐここから逃げ出したい。そして、二度と糸夜にも会いたくない。会うほどに、自分は糸夜とはかけ離れた存在なのだと気付いてしまう。隣に並ぶには相応しくない人間だと。

　ふと震える拳をそっと握り締められた。志津夫の拳を両手で包み込んだまま、糸夜が諭すように言う。

「獣は恥を覚えない」

　その言葉に、ハッとして顔を上げる。

「お前の心は、みすぼらしくない」

　そう囁く声に、苦しいくらい胸が打たれた。息が詰まって、咽喉が小さく鳴る。どうして、この人はこんなにも優しい言葉を口にすることができるのだろう。その言葉に値するだけの価値が自分にあるかも分からないのに。

　志津夫の拳を掴んでいた手のひらが、そっと指先に絡まってくる。指を組み合わせるようにして手を握られると、そのまま緩く引っ張られた。

「こっちへ」

　促されるままに歩く。客間から出ると、そのまま糸夜は庭の方へと進んで行った。広々とした庭園へと下りて、背の高い木々が生えた方へ踏み入る。木々の奥には、木漏れ日に照らされた小さな敷地があった。木の下に、表面が平らな大きな石が置かれている。

　そこまで来ると、手のひらを離された。大きな石の半分に腰掛けてから、糸夜が石のもう半分を手で軽く叩く。

「ここなら遠慮なく座れるだろう」

　志津夫が座れるように、わざわざここまで来てくれたのかと思うと、胸に込み上げてくるものがあった。恐る恐る糸夜の隣に、腰を下ろす。柔らかな草葉の匂いがふわりと鼻先を掠めて、無意識にほっと息が漏れる。木々のおかげで周囲の光景が遮断されており、どこか落ち着く場所だった。

　志津夫が息を吐き出した瞬間、糸夜が唇を開いた。

「ここは落ち着くだろう」

　その柔らかな口調に、硬く閉じていた心がわずかに緩んでいくのを感じた。

「はい、とても」

「昔から、よくここに隠れていた」

　不意に告げられた言葉に、志津夫は目を丸くした。

「隠れていた？」

「あぁ」

「どうしてですか」

「人に目を見られるのが嫌いだったからだ」

　何気なく呟かれた糸夜の言葉に、最初に問い掛けられたことを思い出す。

『俺が不気味か』

　わずかに胸が軋むのを感じながら、志津夫は問い掛けた。

「それは……目が青いからですか」

「それもあるが、母がこの目を嫌った」

「母ちゃ……お母さまが？」

　母ちゃんと言い掛けて、慌てて言い直す。途端、糸夜がかすかに苦笑いを浮かべて、横目で志津夫を見てきた。和んだような眼差しが気恥ずかしくて、咄嗟に視線を伏せる。

「そうだ。母は、父に似なかった俺の目を憎んでいた」

　憎んでいた、という言葉に、志津夫は息を呑んだ。糸夜は志津夫を見つめて、静かな声で問い掛けてきた。

「俺の母の話を聞いてくれるか」

　問い掛けに対する答えは決まっていた。志津夫が頷くと、糸夜はぽつぽつとした口調で話し出した。

「俺の母は阿蘭陀人で、父の愛人だった。偶然父に見初められた、見目が良いだけの極普通の町娘だ。俺が産まれてから、父が母に会いに来ることは殆どなくなった。だからなのか、母は少しずつおかしくなっていった」

　糸夜らしくない、どこかたどたどしい喋り方だ。記憶を手繰り寄せるような口調には、かすかな痛々しさもある。

「母は、度々俺に目を閉じて、ただ椅子に座っているように命じた。目さえ閉じていれば、俺の姿は父にそっくりだと言ってな。目を閉じたまま身体の上をベタベタと母の手が這うのが、子供の頃の俺にはひどく恐ろしくて堪らなかった。逆に俺が目を開けていると、母の機嫌はすこぶる悪くなった。お前の目が青いせいで父は私に会いに来てくれないのだと、泣きながら俺をひどく打ち据えた」

　その言葉を聞いた瞬間、ぞわりと皮膚が粟立つのを感じた。糸夜の身体に刻まれた惨い傷痕。あれは、まさか母親から打ち据えられた痕だったのか。

　解った瞬間、あまりの痛ましさに咄嗟に手が動いた。糸夜の手をぎゅっと掴むと、糸夜がわずかに目を細めて微笑んだ。

「志津夫、もう昔のことだ」

「……でも、痛みは忘れられません」

　呻くように呟くと、糸夜は短い沈黙の後、そうだな、と小さな声で答えた。志津夫の手のひらを握り返しながら、糸夜が唇を開く。

「母は一人で生きられない弱い人なんだと思って、我慢し続けた。だが、俺が十歳の時に、眠っていると母の気配で目が覚めた。目を開けると、母が俺の目に刃物を突き付けているのが見えて、母を突き飛ばして死に物狂いで逃げ出したよ。それから周りの大人たちに今までのことを打ち明けた。次の日には母は施設に入れられ、俺は世良の家に引き取られることになった」

　そう言った後、糸夜は小さく息を吐き出した。どこか諦めたような、遣る瀬無い溜息だ。

「その数月後に、母は首を吊って死んだと聞かされた」

　糸夜の口調に、悲愴感はなかった。ただただ、事実を述べるような淡々とした声音だ。だからこそ、余計に苦しくなった。

　別れも言えずに、愛しいものが突然消えてしまうのは怖い。そう糸夜が言っていたことを思い出す。それは犬だけではなく、母親のこともだったのではないのだろうか。

「一人では生きられない弱い人だと解っていたのに、俺は母の手を離してしまった。今でも時々考える。もしあの時、母に目をくれてやれば、母はもっと長生きできたのだろうかと」

　ひどく空虚で切ない問い掛けだった。自分さえ犠牲になっていれば、大切な人を守れたのだろうか、と問い掛ける姿が悲しい。込み上げてくる感情に、志津夫は奥歯をキツく噛み締めた。どうして自分は、こんな時に慰めの言葉の一つも思い浮かばないのだろう。

　悔しさと、どうしようもない歯痒さを抱えながら、志津夫は短く息を吐き出した。

「……俺には、何が正しかったのかは、分からないです。ただ、あなたの目が見えなくならなくて、よかったと思います」

　捻りも何もない、愚直な言葉が零れる。志津夫は、糸夜の手のひらをキツく握り締めたまま、言葉を続けた。

「あなたの目が好きです。極楽の色をした、美しい目です。目だけでなく、あなたの手も好きです。温かくて、優しい手です。あなたの声を、もっとたくさん聴きたいです。あなたに名前を呼ばれるだけで、胸に灯りがともったように、嬉しくてたまらなくなります」

　上手い言葉が言えないのが、こんなにも苦しいなんて思わなかった。学がない自分を最も憎むのは、こういう時だ。もどかしさを抱きながらも、呻くように言う。

「俺は……あなたが辛いことを我慢して生きていくのは、とても悲しいです」

　顔をあげて、糸夜の瞳を真っ直ぐ見つめる。青く、美しい瞳だ。この瞳が奪われなくて良かったと心の底から思う。

　糸夜が薄く唇を開いている。

「志津夫」

　糸夜が小さく呟く。だが、その言葉の続きは出てこない。

　不意に、身体を抱き寄せられた。両腕で背中を抱き締められて、耳元で糸夜の声が聞こえる。

「志津夫、ありがとう……」

　何がありがとうなのだろう。志津夫は何の慰めも口にできていない。

　それでも繰り返される糸夜の言葉に、身体の内側で温かいものが広がっていく。愛しい、愛おしい、この人が狂おしいまでに恋しい。それなのに、両腕を糸夜の背へと伸ばし返すことができない。その腕を振り払われるのが怖くて。

　糸夜が身体を離して、そっと志津夫の顔を覗き込んでくる。間近で見える青い瞳に、泣き出しそうな自分の顔がぼんやりと映っていた。糸夜がそっと志津夫の右頬を撫でてくる。

「痛くはないか？」

　それは志津夫の右頬のことを訊ねているのだろう。志津夫は、小さく首を左右に振った。

「もう、痛くありません」

「俺には、怪我の理由を言えないか」

　続けざまに問われた言葉に、一瞬身体が強張る。志津夫の怯えに気付いたのか、糸夜は宥めるように志津夫の肩をさすってきた。

「無理に言えとは言わない。だが、お前がもし耐えられないと思う時が来たら必ず俺に言え。俺に出来ることなら何でもしてやる」

　約束するかのように、糸夜が言い放つ。その言葉に、志津夫は目を剥いた。間近で志津夫を見つめたまま、糸夜が息を吐くように囁く。

「俺は、お前が可愛くて仕方がない」

　その言葉に、また胸が潰れそうになる。嬉しくて堪らないのに、怖くて仕方がない。親父様から掛けられた言葉が脳裏を過ぎる。

『お前のような醜い男が、他人から求められる訳がないだろうが』

　冷や水を浴びせられたように、身体が凍り付く。糸夜の顔を見ていられず、志津夫は俯いたまま小さな声で呟いた。

「か、わいい、というのは、先ほどのお嬢さまのような方のことを言うのだと、思います」

　どう答えればいいか分からず、苦し紛れのような言葉が唇から零れる。まるで悋気を起こした女のような台詞だと思うと、頬がまたカッと熱くなった。

「先ほどの？　あぁ、紗江子さんのことか。確かに可愛らしい見目はしているが、ああ見えてなかなか強したたかな女性だぞ。何せ、兄の許嫁いいなずけ殿だからな」

「光一さまの？」

　咄嗟に上擦った声が漏れた。志津夫の声を聞くと、糸夜は一瞬ムッとしたように眉根を寄せた。

「彼女が兄の許嫁で何か問題があるか？」

　詰め寄るような口調に、志津夫は反射的に首を左右にぶんぶんと振った。

「い、いいえ」

「まさか兄や紗江子さんに懸想けそうしているんじゃないだろうな」

「滅相もないですっ」

　あまりにも恐れ多い疑惑に、志津夫は素っ頓狂な声で否定を返した。すると、険しかった糸夜の表情がほんのわずかに和らいだ。

「志津夫」

「はいっ」

　志津夫が背筋を伸ばした瞬間、不意に糸夜の顔が近付いた。そのまま、唇同士が柔らかく触れ合う。糸夜の呼気が唇に甘く吹きかかった。ただ押し当てるだけの幼い口付けをして、糸夜の唇が離れていく。

　突然の口付けに志津夫が目を丸くしていると、糸夜は少しだけ困ったような表情で呟いた。

「俺にとって、お前は何者にも代え難い存在だ」

　そっと心を差し出すように囁かれた言葉に、心臓が止まりそうになる。今までの人生で、誰かにこんな言葉を与えてもらったのは初めてだった。糸夜にとって自分が特別な存在になれているのなら、それは志津夫にとって喜び以外の何物でもない。

　だが、それと同時にひどい劣等感が込み上げてくるのを感じた。喜びと同時に、澱のような鬱屈した感情が湧き上がってきて、知らず顔が俯く。

「俺には、恐れおおい、言葉です」

　期待するな。希望を抱くな。そう言い聞かせられた言葉が心を縛る。

　呻くような志津夫の声を聞くと、糸夜はわずかに眉根を寄せた。

「なぜ恐れ多い」

「俺は……無学で、貧しい人間です。糸夜様にそのようなお言葉をかけていただくに値あたいしません」

　折角の糸夜の好意に対して、後ろ向きな言葉が口を付いて出てくる。そんな自分が一等憎かった。どうして差し出されたものを素直に受け取ることもできず、自分は尻尾を巻いて逃げ出すことしかできないのだろう。

　膝の上でぎゅうっと拳を握り締める。すると、硬く握られた拳にそっと糸夜の手のひらが重なってきた。

「お前は、自分に学がなく、貧しいことを恥じているのか」

　率直な問い掛けに、一瞬咽喉が上下した。志津夫は俯いたまま、わずかに頷いた。

「はい」

「そうか」

　短い相槌の後、沈黙が流れた。とうとう糸夜に呆れられてしまったのかと思うと、背筋が震えるような恐怖を覚える。だが、それもすべて自業自得だとも思った。

　重苦しい沈黙の中、ふと糸夜が唇を開いた。

「志津夫は、何をすれば金を稼げると思う」

　唐突な質問に、志津夫は困惑した。眉尻を下げたまま、緩く首を傾げる。

「何をすれば……働けば金は稼げますが……」

「では、今よりも多く稼ごうと思えばどうする」

「もっと稼ごうと思ったら……今よりも、多くの時間働きます」

「そうだな。だが、それは最良の方法ではない。己の時間を売り払って、金を得ているだけだからな。時間は有限だ。時間を売って金を稼ぐには限界がある」

　糸夜の言いたいことが分からず、ますます眉尻が下がっていく。困り果てた志津夫の顔を見て、糸夜は穏やかな声で続けた。

「志津夫、より多く稼ぐために必要なのは知識だ。己にしかない知識を持っていれば、その知識のために金を出す者が必ずいる。たとえば、俺は他国の言葉が話せる。他国と交易する会社にとっては、俺のような言葉を訳せる者が絶対的に必要だ。ならば、多額の金を出してでも、俺を雇うしかない。これが俺の価値で、俺に与えられる対価だ」

　志津夫にも解るように、噛み砕いた言葉で説明される。志津夫が緩く頷くと、糸夜は言葉を続けた。

「自分を高く売るためには、自分の価値を高めていくしかない。学問とは己に価値を与えることだ。価値に対しては金銭で支払われる」

　そこまで言い切ると、糸夜は志津夫の顔を見つめて言い放った。

「志津夫、お前に必要なのは学問だ」

　告げられた言葉に、志津夫は唇をわずかに戦慄かせた。

「学問……」

「志津夫、お前は字は書けるか」

「……ほとんど書けないです」

「計算はできるか」

「……いいえ、できません」

　恥ずかしくて地面に埋まってしまいたい。自分自身への不甲斐なさで、首が直角に折れてしまいそうだ。そのまま俯いていると、ふと糸夜の声が降ってきた。

「俺が教えると言ったら、お前は学びたいと思うか」

　問い掛けに、志津夫は顔を上げた。糸夜は冗談など欠片もない様子で、真摯に志津夫を見つめている。

「お、教えていただけるのですか」

「お前が望むのなら」

　当然のように返された言葉に、志津夫は一瞬言葉を失った。

「でっ、でも……俺にはお返しできるものが何もありません」

　糸夜の親切に対して、志津夫には何一つとして返せる対価がなかった。うろたえる志津夫を見て、糸夜が口元に笑みを滲ませる。

「もう十分、返してもらった」

　満ち足りたように糸夜が囁く。その言葉の意味が分からず、志津夫は戸惑いの眼差しで糸夜を眺めた。

　糸夜が笑みを深める。その慈愛に満ちた眼差しに、かすかに皮膚がくすぐったくなるのを感じた。

　糸夜が静かに問い掛けてくる。

「志津夫、自分を変えたいか」

　訊ねてくる声に、自分の心をそっと顧かえりみる。無学で、粗野で、無価値な男。そんな自分が変われるのか。学を得て、自分自身を蔑むことなく生きていくことができるのか。糸夜の隣に、恥じることなく立つことができるのだろうか――

　糸夜の目をじっと見つめてから、志津夫は深く頭を下げた。

「どうか、お願いいたします。俺に学を教えてください」











第五章　希望と絶望




　あれから糸夜が頻繁に見世に訪れるようになった。

　三日か五日に一度は必ず見世に来て、座敷で楽しむ訳でもなく、すぐさま志津夫と共に部屋に篭もる。そうして、夜が更けるまで根気よく志津夫へと文字の読み方、書き方や計算の仕方を教えてくれた。

「書き取りも順調だな。志津夫は覚えが早くて、教え甲斐がある」

　糸夜は、優しく良い先生だった。志津夫が説明を理解できずに文机の前で死にかけた獣のように唸っていると、それが何度目だろうと叱ることなく最初から丁寧に説明をしてくれる。

　翌朝帰る時には、必ず宿題も置いていった。単純な文字の書き写しや、算盤さんばんの練習などだ。

「糸夜様、ここまで書けましたっ」

　糸夜が来る度に、志津夫は飼い主に飛び付く犬のように一目散に駆け寄って、書き写した文字を見せた。きっと蚯蚓ミミズがのたくったような文字だろうに、それでも糸夜は「よくやった」とくしゃくしゃと頭を撫でてくれた。

「よく頑張っているな。良い子だ」

　糸夜に褒められると、胸の中でぽんぽんっと何かが弾けるような感覚を覚えた。その場を跳ね回って、わぁあと叫びたいような嬉しい心地だ。

　知識が増えていく度に、自分が新しい何かに生まれ変わっていくような感覚を覚えた。知らなかったことを知るのは、今まで味わったことのない喜びがある。

　だが、流石に頻繁に見世に来て貰うのも悪いので、自分が糸夜の元へ行くと提案したこともあるが、糸夜は首を左右に振った。

「そんなことをすれば、お前は自分の休む時間を減らして学ぶだろう。それは良くない。疲労は学修の妨げになる。俺が見世に行けば、誰にも怒られることなく学ぶことができる」

　だから、お前は何も気にするな。そう厳しい口調で諭されて、志津夫はぐうの音も出なかった。

　それに、と糸夜は続けた。

「ここならお前に遠慮なく触れられる」

　そう聞こえると同時に、肩を引き寄せられる。唇を柔く吸われて、一瞬で吐息が熱くなるのを感じた。

　学びの時間が終わると、いつも決まって唇を吸われた。触れるだけの時もあれば、舌が絡まる日もあった。気持ちが高まり過ぎた時には互いを手で慰め合うこともあったが、糸夜がそれ以上志津夫に触れてくることはなかった。

「頭を働かせた後に、身体まで酷使したら疲れてしまうだろう。お前に無理をさせたくない」

　宥めるように糸夜に言われる度に、志津夫の腹の奥にはもやもやとした衝動が溜まっていった。本音を言えば、もっと糸夜に触れられたいし、触れたい。一分の隙間もないほどに重なって、糸夜の熱を身体の奥深くで感じたかった。

　だが、そんな恥ずかしいことを口に出せる訳もなく、ただ従順な飼い犬のように糸夜が来る夜を心待ちにする日々が続いた。

　恋しさが募る度に、志津夫は糸夜に貰った金平糖を一粒だけ舐めた。金平糖の甘い味が舌の上に広がると、糸夜との思い出がふわりと蘇る。

　それでも、青い金平糖だけは食べられなかった。青い金平糖は、糸夜の瞳の色で、志津夫にとって極楽の色だった。小瓶の中で転がる青い金平糖を眺めているだけで、堪らなく幸せな気持ちになれる。

　今まで真っ暗な穴ぐらを歩いているようだったが、今は進む道の向こうに射し込む一筋の光が見えた。金平糖を舐めながら、その光の先に糸夜が立っているのを想像する。それだけで、唇が柔く緩んだ。







＊＊＊







　そんな日々の合間にも、季節は少しずつ移り変わっていた。茹うだるような夏が過ぎて、いつの間にか秋が訪れていた。今年はやけに冷えるのが早くて、志津夫は各部屋に火鉢をせっせと運んだ。

　火鉢に炭を足しに行くと、元来寒がりな清子はいつもほっとした表情を浮かべた。

「あぁ、有り難う志津。寒くてもう身体が氷になっちゃうかと思ったわ」

　火鉢に手をかざした清子は、肩から布団を羽織っていた。火鉢へと炭を入れながら、志津夫は気遣うように清子を見やった。

「きよ姉ちゃん、もっと厚い綿入れ持ってこようか？」

「ううん、いいの。旦那様がたの前で、着膨れてるところなんて見せられないからね」

　気丈に笑うが、清子の顔は寒さで白く青褪めていた。

「じゃあ、後で葛湯を作ってくるよ」

「いいのよ。志津だって忙しいんだから、どうしても寒かったら自分で作るから大丈夫」

　労るように清子が志津夫の腕を撫でる。だが、ふとその手のひらを自分の口元へと当てると、清子は、ふふ、と小さな笑い声を漏らした。

「ルイス様がおっしゃっていたのだけど、あちらの国はここよりも暖かいらしいわ。暑い日には、砂浜で裸になって肌を焼いたりするんですって」

「裸になって？」

　志津夫が驚愕の色を浮かべると、清子は明るい笑い声をあげた。清子のこんなにも屈託ない笑顔を見たのは久々だ。

「ええ。それでルイス様は一度焼きすぎて、肌が真っ赤になって皮が剥けてしまったそうなの」

　可笑しさを思い出したように、清子は笑いに肩を小さく震わせた。その楽しげな様子に、志津夫も思わず嬉しくなってしまう。

　ルイスは相変わらず光一と共に見世に通っているようだった。勿論座敷だけだが、来る度に清子だけしか見えないように両手を握り締めたまま、覚えたての愛の言葉を囁くらしい。

　糸夜がぼやいていたことを思い出す。

「とにかく愛を告げるやまと言葉を教えてくれと強請られてな。辞書や本をひっくり返して、愛の言葉を何十個も探す羽目になった」

　肩を竦める糸夜の仕草を思い出して、志津夫の口元にも笑みが滲んだ。どこか安らいだ清子の表情を眺めながら問い掛ける。

「きよ姉ちゃんは、ルイス様のところに行かないの？」

　それは光一から身請け話を聞いた時から、志津夫が何度も清子に投げ掛けてきた言葉だ。もし清子が望むのなら、ルイスに身請けされる方法もあると志津夫は言ったが、清子はいつだって曖昧に笑って、こう答えるのだ。

「いいえ、行かないわ。ルイス様は良い方だけれど、私は知らない国なんて怖くて行けないもの」

　はっきりと答えるものの、清子の顔にはどこか諦念混じりの泣き笑いが滲んでいた。その表情から、清子がルイスを憎からず思っているのが伝わってくる。

　志津夫は清子の隣に膝を落としたまま、小さな声で訴えた。

「きよ姉ちゃん、もし俺のために残ろうとしてるなら、お願いだから俺のことは気にしないで。自分のことだけを考えて」

　志津夫の言葉を聞くと、清子は一瞬だけ目を丸くした。すぐさまその表情が柔らかな笑みに変わっていく。

「志津は本当に優しい子ね。大丈夫、私は大丈夫よ」

　まるで言い聞かせるように大丈夫と繰り返す清子の姿に、それ以上何も言えなくなってしまう。

　その時、ふと廊下の方から志津夫を呼ぶ声が聞こえてきた。親父様の声だ。

「親父様だ。行かないと」

　立ち上がりかけた時、ふと片手を清子に掴まれた。火鉢で温まった手のひらに包まれて、はーっと息を吹き掛けられる。冷たくなっていた指先に、清子の温度が染み込んできた。

「志津もあまり身体を冷やさないようにね。お姉ちゃんは志津が元気なのが一番大事なんだから」

　そう言って、手が離れる。志津夫は清子へと微笑みかけて、部屋から出て行った。

　声の方へと向かうと、親父様の後ろには見知らぬ男が立っていた。志津夫よりも数歳年上に見える、背の高い男だ。

　男は引き締まった大柄な体躯をしており、髪の毛は丸刈りに近いほど短く刈られていた。その鋭い目には鈍く澱んだ光が滲んでおり、奇妙な凄みがある。着物の袖や裾から覗く手足には、ささくれ立った木材で何度も殴り付けられたような歪いびつな傷痕が見て取れた。一目見ただけで、罪人上がりだと判る。

「平助へいすけだ。今日から若い衆の一人として働く。お前が面倒を見てやれ」

　親父様の簡潔な言葉に、志津夫は平助と呼ばれた男を見やった。平助は志津夫をちらりとも見もしない。

「はい。分かりました」

　志津夫がそう答えると、親父様はすぐさま背を向けて歩いていってしまった。残された志津夫は、平助へと声を掛けた。

「志津夫です。ええと、平助さん……」

「自分の方が新参者なので、呼び捨てで結構です。どうか敬語も使わないで下さい」

　硬い口調でそう返される。低く、ガラガラにしゃがれた声だ。長年潮風を吸った、嗄れた声だと思った。

　志津夫はわずかに瞬いた後、小さく頷いた。

「じゃあ、今から見世を案内するから、何か分からないことがあったら遠慮なく聞いて」

「はい」

　そう答えながらも、平助は未だに志津夫と視線を合わそうとしない。随分と頑なな心をしていると思った。

　そのまま平助を連れて、見世の中を回った。仕事の流れを説明し、姉さん方一人一人に挨拶をしていく。その途中に、禿のお雪が井戸の影でシクシクと泣いているのを見かけた。

「お雪、どうしたんだ？」

　声を掛けると、お雪はしゃがみ込んだまま志津夫を仰ぎ見た。

「おっ、おさら、割っちゃったの……」

　そう言うお雪の足下には、確かに真っ二つに割れた皿が置いてあった。宴会で使う大きな皿だ。きっと皿が重すぎて落としてしまったのだろう。

　小さな手を顔に押し当てて、お雪がまた泣き出す。

「あぁ、泣くな泣くな。あとで俺も一緒に謝ってやるから」

　志津夫はお雪の前にしゃがみ込むと、懐から金平糖の瓶を取り出した。

「ほら、金平糖をやるから、もう泣きやめ」

　金平糖の瓶を目の前に翳すと、ようやくお雪が顔を上げた。軽く瓶を振りながら、歌うように言う。

「何色がいい？　赤い金平糖は、りんごの味。きいろい金平糖はたんぽぽの味。むらさきの金平糖は、あじさいの味。みどりの金平糖は、夏のわかばの味。それから、青い金平糖は――」

「空の味」

　ぽつりと背後から声が聞こえてきた。驚きに振り返ると、どこか茫とした眼差しで平助がこちらを見ていた。

「それは……」

　それは春音姉さんが言っていた言葉だ。目を丸くして平助を見上げていると、お雪にくいくいと袖を引っ張られた。

「あかいの食べたい」

　そう強請られて、志津夫は慌てて瓶の口を開いた。お雪の口に、赤い金平糖を一粒放り込む。お雪は口を数度もごもごと動かした後、ふにゃりと唇を緩めた。

「あまぁい」

　よかったな、と頭を撫でると、途端にお雪はご機嫌になった。そのまま足下の割れた皿を拾い上げて、ぱたぱたと走っていってしまう。随分と気分の上下が激しい子だ。そこが無邪気で可愛いところではあるが。

　お雪の姿が見えなくなると、志津夫はゆっくりと立ち上がった。振り返って、平助をじっと眺める。

「青い金平糖は空の味って、どこで聞いたんですか？」

　志津夫の問い掛けに、平助は緩慢に瞬くと、抑揚のない声音で答えた。

「俺の故郷ふるさとで唄われていた童謡です」

　そう答えるなり、平助は再び貝のように黙り込んでしまった。唇を硬く引き結んでいる様を見ると、それ以上語るつもりはないらしい。

　それ以降、平助は一度も口を開かなかった。










　その晩、仕事が一段落ついてから、志津夫は鈴蘭姉さんの部屋を訊ねた。障子越しに薄っすらと灯りが見えるので、まだ起きているのだろう。

「鈴蘭姉さん、いま話せますか」

「志津夫かい？　構わないよ、お入り」

　障子を開けると、小さな鏡台の前で髪をとく鈴蘭姉さんの姿が見えた。長い黒髪を、右の首筋へとなだらかに流している。その艶めかしい姿に、志津夫は咄嗟に視線を畳へと伏せた。

「どうしたんだい。こんな時間に珍しいね」

　髪の毛先に櫛を通しながら、鏡越しに鈴蘭姉さんが志津夫へと視線を向けてくる。志津夫は、できるだけ鈴蘭姉さんを直視しないようにしながら唇を開いた。

「あの、平助のことなんですが」

「あぁ、新しく来た若い衆だね」

　小さく頷くと、鈴蘭姉さんは櫛を鏡台へと置いて志津夫へと向き直った。

「平助がどうかしたのかい」

　何か問題でも起こしたのかい、と続けざまに問い掛けてくる鈴蘭姉さんに、志津夫は慌てて首を左右に振った。

「違うんです。ただ、気になることがあって……」

「気になること？」

「あの人は、元々どこから来た人なんですか」

　そう問い掛けると、鈴蘭姉さんの表情がわずかに険しくなった。

「あんたが誰かの素性を聞いてくるなんて初めてじゃないか。やっぱり何かあったのかい」

「いえ、本当に何もないんです。俺が変に気になってるだけで」

　ただ春音姉さんと同じ言葉を言っていたという理由だけで気にするのもおかしな話なのかもしれない。平助の言っていた通り、地方の童謡なら誰が知っていても不思議ではないはずだ。それなのに、奇妙な胸騒ぎが止まらず、悪いことだと解っているのに、自分は平助のことを探ろうとしている。

　志津夫が曖昧な言い訳を並べると、鈴蘭姉さんは怪訝そうな表情を浮かべた。それでも、それ以上は突っ込まずに、淡々とした声で答えてくれる。

「あんたも判ってるだろうけど、平助は罪人あがりだよ。どんな罪状で入っていたかは知らないが、数年島送りになっていたらしい。少し前に刑期を終えて、この土地に来たらしいけど」

「平助の故郷がどこか知りませんか」

「それは私も知らないよ。轟なら知ってるかもしれないが……聞いたところであいつが教えてくれるとは思えないね」

　嘆息を漏らした後、鈴蘭姉さんはふと思い出したように呟いた。

「もしかしたら、轟が付けてる台帳なら書いてあるかもしれないね。あんたが知りたいなら、轟が留守の時にでも調べておこうか？」

　鈴蘭姉さんの言葉に、志津夫は思わず頭かぶりを振った。

「い、いいんだ、そこまでしなくても。親父様にバレたら、鈴蘭姉さんが酷い目にあうだろう。だから、それはいいよ」

　青褪める志津夫を見て、鈴蘭姉さんがかすかに困ったような笑みを浮かべる。

「そうかもしれないね。でも、それも仕方ないことさ。轟にとって、私は『裏切り者』だからね」

　物騒な一言に、志津夫は身体をギクリと強張らせた。

「裏切り者？」

　志津夫が反芻すると、鈴蘭姉さんは口元に泣き笑いのような笑みを浮かべた。姿勢を正して、鈴蘭姉さんが静かな声音で言う。

「良い機会だから少し話そうか。志津夫、あんたはきっと知っておいた方がいい。だから、私が知っている轟の話をするよ」

　その言葉に、志津夫も思わず背筋をピンと伸ばした。硬く握り締めた両拳を太股に押し付けていると、鈴蘭姉さんが小さく笑った。

「そんなに緊張しなくてもいい。ただ、これからする話を、あんたには少しだけ考えて欲しい。轟がどうしてあんたを縛り付けようとするのか、その理由を」

　その声は、まるで祈っているようにも聞こえた。傍に置いていた肩掛けを羽織ると、鈴蘭姉さんが淡々とした声で話し始める。

「私と轟は同郷の出身なんだ。同じ村から同じ日に、朱屋に売られた。轟も、昔は今のような男じゃなかった。妹を可愛がっている、どこにでもいるような十つの少年だった」

「いもうと？」

「そう。轟には二つ下の妹がいた。轟は妹と一緒に売られたんだ」

　自分と似たような親父様の境遇に、志津夫は目を見開いた。唖然とした志津夫の顔を見ながら、鈴蘭姉さんが言葉を続ける。

「先代の親父様は、気味が悪いぐらい轟のことを気に入っていた。どこに行くにも轟の肩を抱いて連れて回って、自分の傍そばから片時も離そうとはしなかった。傍はたから見ても、先代の轟への執着は異様だった。今思うと……轟は先代の稚児ちごにされていたのかもしれない」

　咄嗟に、胸がぎこちなく上下する。皮膚の下からぞわぞわと這い上がってくる薄気味悪さに、志津夫は拳をキツく握り締めた。

「それでも、表面上は平穏だった。だけど、轟が十八の歳を迎えた時、轟の妹が見世の若い衆と足抜けをしたんだ。妹が逃げたことによって、妹の分の借金も轟は背負うことになり、妹の代わりに折檻まで受けることになった。その折檻で、轟は右足首の腱を切られたんだ。絶対に、ここから逃げ出せないように」

　その言葉を聞いた瞬間、頭の中で、ずる……ずる……、と親父様が右足を引きずる音が聞こえてきた気がした。恐怖で咽喉が詰まって、息をするのが苦しくなる。

「数月後に、轟の妹と若い衆の死体が川に浮いているのが見つかった。逃げ切れないと思ったのか、逃げ出したところで生活がままならなかったのか、入水心中だったらしい。妹が死んでから、轟は変わった。誰も信じず、誰も許さず、刃向かう相手は徹底的にいたぶるようになった」

　鈴蘭姉さんがどこか仄暗い表情で言う。長い前髪が一筋、鈴蘭姉さんの目蓋にかかっている。

「その数年後、先代が血を吐いて死んだ。病死だったのかは判らないが、よっぽど苦しんだのか、骨が覗くぐらい咽喉を掻き毟って死んでいたらしい。どういう手を使ったのか、先代の死後、朱屋を継いだのは轟だった。あいつが轟と名乗るようになったのは、それからだよ」

「名乗るようになった？」

「轟は元々は先代の名、もしかしたら屋号だったのかもしれないね。今の轟は、元々は澄善すみよしという名だったんだよ」

「すみよし……」

　ぽつりと名前を口に出してみる。その名前が今の親父様の顔と重なることはない。きっと親父様は、その名前と一緒に過去の自分まで捨ててしまったのだと思った。妹思いな少年の影を。

「轟は全てを失って、朱屋を手に入れた。あいつがここにいる限り、私もこの見世から離れない」

　鈴蘭姉さんの言葉は、どこか取り憑かれたような凄みがあった。志津夫は鈴蘭姉さんを見つめたまま、か細い声で呟いた。

「どうして、鈴蘭姉さんがそこまで……」

「私も、轟を裏切った人間の一人だから」

　諦めたような口調で、鈴蘭姉さんは言った。

「裏切った？」

「轟の妹が若い衆と足抜けした日、私は偶然二人が見世を抜け出すところを見たんだ。だけど、轟の妹に泣きながら『鈴ちゃん、後生だから見逃して。好いてる人と添い遂げたいの』と懇願されて、あたしは逃げる二人を止められなかった。見逃せば、轟が酷い目にあうと解っていたのに……」

　鈴蘭姉さんの顔に、深い罪悪感が滲み出す。だが、その目には暗く据えた光が滲んでいた。

「片足を奪われて、轟は地獄で生きていくことを決めたのだと思う。轟が地獄に行くなら、私も一緒に行く。それが私の責任だ」

　そう言い切った直後、再び鈴蘭姉さんの顔に悲しげな色が滲んだ。

「ただ、轟はあんたも自分と同じ道に引きずり込もうとしてる。同じ地獄に沈めようとしている。私が何度止めても、止まらない。轟自身も、もう止め方が解らないのだと思う。だから、志津夫、あんたは一緒に沈んじゃいけない。機会があれば、迷わずここから出て行くんだ」

　言い聞かせるような鈴蘭姉さんの言葉に、志津夫は唇を震わせた。

「でも、俺は……」

　泣き出しそうな表情で俯く志津夫へと、鈴蘭姉さんが強い口調で続ける。

「あんたは、清蜜のことや他の女たちのことを心配するかもしれない。だけど、ここに残る誰のことも気にしちゃいけない。自分の幸せだけを考えるんだ。あんたが幸せになれたら、それはここにいる者たちの希望になる。だから、志津夫、その時が来たら振り向かずに行って」

　そう言い切ると、鈴蘭姉さんはふと志津夫の手のひらを掴んだ。志津夫の冷えた手のひらを両手で包み込んだまま、鈴蘭姉さんが静かに訊ねてくる。

「糸夜様は、あんたを大事にしてくれてるかい？」

　問い掛けに、志津夫は顔を上げた。鈴蘭姉さんは柔らかな表情で、志津夫を見つめている。まるで母親のような、慈愛に満ちた表情だ。

「うん……。うん、とても」

「それなら、あの人について行きな。あの人は、きっとあんたを明るい場所に連れて行ってくれる」

　鈴蘭姉さんは、そっと志津夫の背を引き寄せた。細い腕に身体を抱かれた瞬間、不意に亡くなった母親のことを思い出して、涙が出そうになった。志津夫の背をあやすように軽く叩きながら、鈴蘭姉さんが言う。

「……ごめんね、何にもしてあげられなくて」

　そんなことはない。見世に来たばかりで心細くて堪らない志津夫と清子に、鈴蘭姉さんは優しく接してくれた。辛いときに、そっと手を差し伸べてくれた。それが志津夫にとって、どれだけ救いになったのか。

　言葉にできない思いが込み上げて、咽喉を詰まらせる。志津夫は小さく頭を振った後、鈴蘭姉さんの細い肩へと額を押し当てた。
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　いつの間にか、吐き出す息が白い。

　大きく息を吐くと、ふわりと目の前に煙のような真っ白なもやが広がる。空を見上げると、厚い雲が広がっていた。そろそろ雪が降り始めるのかもしれない。

　二階の窓のガタ付きを直さないといけないな、隙間風は骨に沁みるから。そんなことを考えながら、見世の中庭に散った落ち葉を箒で掃いていると、縁側から平助がのっそりと顔を覗かせた。

「志津夫さん、何かお手伝いすることはありますか」

「あぁ、ありがとう。それなら、姉さんたちの部屋の炭を足して回ってほしいな」

「分かりました」

　平助が頭を下げて、足早に去っていく。想像以上に、平助は働き者だった。どれだけ面倒な仕事でも不満一つ言わず、淡々と、手早くこなしていく。愛想は振りまかないが、職人じみた寡黙なところが他の姉さん方からも気に入られているようだった。

　だが、相変わらず平助の素性はようとして知れなかった。同じ部屋で寝起きをしているが、平助は部屋に入るなり、話し掛ける間もなく布団をかぶって眠ってしまう。それは平助が徹底的なまでに他者を拒絶しているようにも見えた。

　結局、あれから平助に春音姉さんのことを訊ねることはできなかった。どう話を切り出したらいいのか分からなかったのだ。亡くなった女性が同じ言葉を言っていたんですが、貴方はその人を知っていますか、なんて、どんな頃合いで聞けばいいのか見当も付かない。もし平助が春音姉さんを知っていたとして、春音姉さんの悲しい最期を伝えるのも躊躇われた。知らない方が幸せでいられることもあると、志津夫は知っている。

　結局、何も言えないまま、時間ばかりが過ぎていく。

　悴かじかんだ指先に息を吐き掛けた時、ふと聞き慣れた声が耳朶じだを打った。

「志津夫」

　その声に、志津夫は勢いよく後ろを振り返った。以前よりも厚い中羽織りを着た糸夜が見世の門近くに立っていた。

「糸夜さまっ」

　知らず声が嬉しげに弾む。箒を片手に駆け寄ると、糸夜は和んだように目を細めた。寒さで赤くなった志津夫の耳へと手のひらをそっと押し当てながら、糸夜が訊ねてくる。

「耳が真っ赤だな。随分と冷えてきたが、風邪は引いていないか？」

「はい。俺は丈夫だけが取り柄なんです」

　笑いながら答えると、糸夜は、そうか、と呟いて、褒めるように志津夫の頭をよしよしと撫でてくれた。込み上げてくる喜びに口元をむずつかせながら、志津夫は訊ねた。

「昼にいらっしゃるなんて珍しいですね。どうかされたのですか」

　そう訊ねると、糸夜はわずかに憂鬱そうな表情を滲ませた。眉根を寄せたまま、低い声で言う。

「お前に伝えようと思って来たんだ。年末で仕事が忙しくなってきてな。しばらく見世には来れそうもない」

　告げられた瞬間、顔が歪みそうになった。明らかな悲嘆を滲ませそうになる顔筋を堪えて、志津夫は一瞬咽喉を上下させた後、わざとらしいぐらい明るい声をあげた。

「そうなのですね。お仕事が忙しいのはよいことですが、どうか糸夜様もお身体を大事になさってください。またいらっしゃる日まで、たくさん書き取りの練習をしておきます」

　必死になって笑顔を作る。だが、志津夫の笑顔を見ると、糸夜はムッとしたように眉を顰めた。そのまま、怒ったような口調で訊ねてくる。

「お前は寂しくはないのか」

「え」

「俺は、志津夫に会えなくて寂しい」

　拗ねたような糸夜の言葉に、志津夫は目を丸くした。だが、その言葉の意味を理解した瞬間、顔がボッと燃えるように熱くなった。箒を両手でキツく握り締めたまま俯く。

「どうなんだ」

　問い詰めてくる糸夜の声に、志津夫は俯いたまま掠れた声で答えた。

「ほっ、……本当は、さみしいです……とても……」

　恥ずかしさで頬が焼けそうだ。途切れ途切れな志津夫の返事を聞くと、糸夜は機嫌が良さそうな声を漏らした。

「そうか」

　相槌が聞こえるのと同時に、不意に腕を掴まれた。糸夜が志津夫の腕を掴んだまま、庭の木の方へと引っ張っていく。思わず離してしまった箒が地面に倒れるのが視界の端に映った。

「糸夜さまっ」

　名前を呼ぶが、糸夜の足は止まらない。庭の木の陰へと志津夫を引っ張り込むと、そのまま声をあげる間もなく唇を重ねてきた。木の幹へと背を押し付けられたまま、下顎を掴まれて唇を貪られる。

「っ、は……」

　吐き出す息すら呑み込まれそうだった。身動き一つ許さないように、片腕で腰を引き寄せられる。すぐさま舌が潜り込んできて、咥内を熱い塊が這い回った。絡められた舌を伝って、糸夜の唾液が流れ込んでくる。

「ん、ん……ぅ」

　鼻から掠れた声が漏れた。息が続かず、頭が朦朧としてくる。ぼんやりとしたまま、志津夫は従順に舌を絡め返した。舌先をぺちゃぺちゃと舐めていると、下顎を掴んでいた糸夜の手のひらが褒めるように志津夫の後頭部を撫でてくる。

　咥内を散々掻き回した後、ようやく糸夜の唇が離れていった。唾液で濡れた志津夫の唇を親指の腹で拭いながら、糸夜が間近で囁く。

「しばらく会えないが……俺以外に、こういうことをさせるんじゃないぞ」

　言い聞かせるような声に、志津夫はぼやけた眼差しを返した。

「おれに――」

　俺にこんなことをする人は他に誰もいません。そう唇を開き掛けたが、糸夜に言うべき言葉はこれではない気がした。一瞬だけ唇を閉じて、それから答える。

「……俺には、あなたしかいません」

　そう答えた瞬間、正解と言わんばかりに糸夜の表情が綻んだ。志津夫の身体をぎゅっと抱き締めて、糸夜が小さな声で呟く。

「お前は、本当に賢い奴だ」

　その声に、無性に嬉しくなる。志津夫がふにゃりと口元を緩めると、糸夜の唇が目蓋に落とされた。

　志津夫の身体を離すと、糸夜は思い出したように自身の懐へと手を入れた。取り出されたのは、焦げ茶色の手覆たおおいだった。

「これからもっと寒くなる。書き取りの練習のときに手が悴んだら、これを付けるといい」

　差し出された手覆いを、志津夫はそっと両手で受け取った。メリヤスの手覆いは隙間なく編まれており、とても暖かそうだ。触れただけで丁寧に作られた一品だと分かる。

「こんな、頂いてもいいんですか」

　志津夫が躊躇うように問い掛けると、糸夜はゆっくりと頷いた。

「俺がお前にやりたいんだ」

　その柔らかな声に、胸の奥底がぽっと暖かくなる。志津夫は手覆いを抱き締めて、たどたどしく声を漏らした。

「ありがとうございます。すごく、すごく嬉しいです。ずっと大切にします」

　言葉に詰まりながらも、頬が喜びに緩んでいく。志津夫の緩んだ笑みを見ると、糸夜は目元をかすかに綻ばせた。だが、その直後、不意に真剣な眼差しで志津夫を見つめた。糸夜が小さな声で告げる。

「志津夫、お前に言っておきたいことがある」

　重々しい切り出しに、志津夫はわずかに顔を強張らせた。強張った志津夫の顔を見据えたまま、糸夜が続ける。

「俺は、お前を身請けするつもりだ」

　唐突に告げられた言葉に、志津夫は息を呑んだ。目を見開いて、糸夜を凝視する。

「年明けにでも、轟楼主には話を付ける。もしお前が、嫌でないのなら……俺の元に来て欲しい」

　最後の言葉だけ、糸夜らしくないほど心細げな響きがあった。

　身請け。糸夜の元へ行く。

　その言葉がぐるぐると頭を空回りする。志津夫は呆然としたまま、唇をかすかに動かした。

「……俺にはまだ、借金があります。それに、姉ちゃんも……」

　清子を置いていくことはできない。鈴蘭姉さんには、誰のことも気にするなと言われたが、それでも血の繋がった姉を置いて自分だけがこの見世を去ることなどできるわけがなかった。

　情けなく歪んだ志津夫の顔を見ると、糸夜はそっと志津夫の頬に手のひらを当ててきた。

「借金のことは気にするな。お前を身請けする代金として俺が払う。それに、勿論お前の姉のことも蔑ないがしろにするつもりはない。ルイスに嫁ぐかは置いておいて、清蜜も世良の家で引き取るつもりだ」

　続けられた言葉に、どうしてだか喜びではなく恐ろしさが込み上げてくる。

　当然だが、身請けの代金は安いものではない。志津夫はともかく、格子太夫である清子を身請けしようと思ったら、平民であれば一生分の稼ぎでも足りないだろう。どうすればそれだけの金額に報えることができるのか、自分でも想像が付かずに震えが這い上がってきた。

　怯えたような表情を浮かべる志津夫を見つめて、糸夜が続ける。

「だが、俺はお前の人生を一生縛るつもりはない。志津夫、俺の元で十年働け。その十年で身請けの代金は払ってもらう。払い終わった後は、お前の自由だ。俺の元に残るも、違う場所へ行くのも、お前が思う通りにすればいい」

　自由、という一言に志津夫は呆然とした。自由なんて今まで与えられたことがない。自分の人生を、自分で決められる権利なんて志津夫は持っていなかった。

　それにたった十年で身請けの代金が返せるわけがない。十年という期間を定めたのは、明らかな糸夜の恩情だ。

「俺は……」

　呟きかけた瞬間、言葉を遮るように糸夜の指先が唇に触れた。

「お前は、自分にはそんな価値はないと思っているのかもしれない。俺に何も返すことができないと」

　まるで見透かしたように、志津夫の心を糸夜が代弁して行く。自分の顔がくしゃくしゃに歪んでいくのが分かる。泣き出しそうな志津夫の顔を見据えたまま、糸夜は静かな声で続けた。

「ただ、これだけはお前に分かって欲しい」

　そう言った後、糸夜は小さく息を吸い込んでからこう告げた。

「俺は、お前が愛しくて堪らない」

　一瞬、心臓が止まったかと思った。頭の中が真っ白になって、息を吸うことも忘れる。糸夜を見つめたまま硬直していると、そっと両腕を掴まれた。

「俺とともに生きるつもりはあるか」

　糸夜が訊ねてくる。その真剣な表情を見て、今の言葉が偽りのない糸夜の本心なのだと分かった。

　愛しい、と。目の前の美しい男が、自分を愛しく思ってくれているのだと。そんな奇跡のようなことが、本当に起こるのだと。

　実感した瞬間、ぽろりと目から涙が零れるのを感じた。喜びが涙の粒に変わって、ぽろぽろと小さな飴玉のように落ちていく。

　志津夫の涙を見ると、糸夜は驚いたように目を見開いた。志津夫は溢れ出てくる涙を拭いもせず、掠れた声で言った。

「俺は、あなたと生きていきたいです」

　かすかに震える指先で糸夜の着物の袖を掴んで、志津夫は続けた。

「お慕いしております、糸夜さま」

　口に出した瞬間、ようやく自分の気持ちがすとんと胸に落ちてきた。

　きっと初めて出会った頃から、自分は糸夜に惹かれていた。言葉足らずだけども、糸夜は誰よりも優しく、志津夫に接してくれた。そして、新しい道を与えてくれた。明日へと続く、光の道だ。そんな相手を、どうやったら慕わずにいられたのだろう。

　ぽろぽろと涙を零していると、不意に背中を抱き締められた。志津夫の身体をキツく抱いたまま、糸夜が耳元で囁く。

「泣くな、志津夫。もう泣くことは何もない」
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　糸夜が見世を訪れなくなってからも、志津夫は一人で粛々と学修に励んだ。夜半に行灯のわずかな光を頼りに、糸夜に借りた本にかじり付く。読めない字が出てきた時は、鈴蘭姉さんにこっそり教わった。

　筆で丁寧に書き取りの練習をしている内に、ミミズがのたくっているようだった字も少しずつ読めるものになっていった。両手両足までしか数えられなかったのが、もっとたくさんの数字を数えられるようになった。

　糸夜に会えない日々は、確かに寂しい。それでも、学んでいる間は心は明るかった。いつか光一に訊ねられた『その後は、どうするつもりだ？』という問い掛けに対する答えに、少しずつ近付いていける気がする。

　その晩も、ひどく冷えた。糸夜に貰った手覆いをはめたまま、黙々と書き取りをしていると、ふと衣擦れの音が聞こえてきた。振り返ると、布団で眠っていたはずの平助がこちらをじっと眺めていた。

「あぁ、起こしちゃったか。明るくして悪い」

　行灯の光は最低限に絞ってはいるが、それでも明るかったかと謝る。だが、平助は片肘をついて半身を起こしたまま、小さく首を左右に振った。

　木箱で簡易に作った机の上を片付けながら、志津夫は言葉を続けた。

「すまない、もうそろそろ消すから」

「……なぜ」

　不意に、平助の沈んだ声が聞こえた。視線を向けると、ひどく不可解そうな眼差しで平助が志津夫を見つめていた。

「なぜ、貴方はそんなことをしているんですか」

　唐突に問い掛けられた言葉に、志津夫は目を丸くした。平助にこんな風に仕事以外のことを話し掛けられたのは初めてだった。

「そんなことって」

「あの若様と本気で一緒になれると思っているんですか」

　切り付けるような問い掛けに、志津夫は咄嗟に息を呑んだ。平助が言葉を続ける。

「身分もまったく違う相手と添い遂げられると、真剣に信じているんですか」

　それは嘲るような口調ではなかった。逆にどこか怒っているような、悔しげな声にも聞こえる。

「男同士で、そんなこと叶う訳がない。よしんばあの若様の寵愛が続いたとしても、家の者が貴方の存在を許すはずがない。貴方は日陰に追いやられて、若様には身分の良い女があてがわれる。貴方はそれを横で指を咥えて眺めてなくちゃならない。それを貴方は解ってるんですか」

　まるで志津夫の未来を見てきたような物言いだ。志津夫が唇を半開きにしたまま硬直していると、平助は眉根を寄せて言い放った。

「貴方が報われることはない」

　平助のはっきりとした物言いに、怒りは覚えなかった。ただ、どうしてこんなに苦しげに、切なげに、志津夫の行く道の危うさを説いているのだろうと思った。まるで自分自身も同じ道を歩いてきたと言わんばかりに。

　志津夫は両手に持っていた書き取り練習の紙を置いて、平助へと向き直った。そのまま、静かな声で答える。

「報われなくてもいいんだ」

　そう告げた瞬間、平助の目が驚きに見開かれた。こんなにも感情を乗せた平助の顔を見るのも初めてだった。

　志津夫は口元に淡い笑みを浮かべたまま、ゆっくりとした口調で続けた。

「糸夜さまと俺では、全然立場がちがうことは解ってる。時が経てば、いつか俺への想いも消えてしまうかもしれない。糸夜さまの心が他の方へ向けられる日が来るのかもしれない。それでも、いいんだ。ただ俺は、俺に新しい道を教えてくださったあの方に死ぬまで尽くしたい」

　唇から溢れてくる言葉は、綺麗ごとだと思った。きっと本当に糸夜の愛が別の誰かに向けられれば、自分は身が引き千切れるほどに悲嘆するのだろう。それでも、この気持ちも嘘ではなかった。たとえどんな結末が待っていたとしても、糸夜に心の限り尽くしていく。そう決めていた。

「俺は男だし、子を孕むこともできない。それでも学を付ければ、あの方のお役に立つことができるかもしれない。どんな形でもいい。俺は、糸夜さまのお側にいたい。あの方の隣に立って、恥じることのない人間になりたい」

　もう二度と、自分がみすぼらしいと恥じたくはなかった。本当に一番惨めなのは、自分自身を恥じることだと気付いたからだ。

　微笑む志津夫を見て、平助は一瞬痛みに耐えるように唇を引き攣らせた。だが、不意に力が抜けたように布団へと突っ伏す。両手で敷き布団を握り締めたまま、平助は唸るように呟いた。

「貴方は……愚かだ」

　どうしてだか、その言葉は罵りには聞こえなかった。むしろ志津夫の行く末を憂れいているようにも聞こえる。平助は顔を上げないまま続けた。

「希望は眩しい。だが、それを失った時に、より深く暗い場所に落ちる。二度と這い上がれないほどに」

　その言葉は、真実なのだろう。だが、真実だからこそ余計に悲しく思えた。

「……平助は、ずっと暗いところにいるのか」

　ぽつりと問い掛けると、平助は、はは、と小さな空笑いを漏らした。

「俺は、もう死んだ人間ですから」

　投げ遣りな言葉に、ひどく切なくなった。志津夫はゆっくりと平助へと躙り寄ると、その背中へと手のひらを伸ばした。硬い背へと手を押し当てると、一瞬だけ平助の背中が大きく上下した。

「ちがう、生きてるよ。平助は、まだ生きてる」

　愚直な志津夫の言葉に、平助の両肩が笑いに小さく揺れる。だが、すぐさまその揺れは消えた。

「暗いところに、ずっと一人でいるのは寂しいだろう」

　独り言のように呟く。平助の唇から、長く、細い息が吐き出される音が聞こえた。その音が寝息に変わるまで、志津夫は平助の背中をそっと撫で続けた。
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　その日は、今年初めてになる雪が降っていた。初雪にも関わらず遠慮のない降り方で、昼になる頃には地面が真っ白な雪に覆われていた。

「あ、ああぁ、さむいぃ……。何なんだい、この寒さは……。身体が凍っちまうよぉ……」

　菊千代姉さんが掠れた声で呟く。給仕場に置かれた大きな火鉢を、複数の姉さん方が囲んでいた。姉さん方は、まるで雛鳥のように一塊にくっ付きあってガタガタと震えている。

「ほらほら、姉さん。あったかい味噌汁ができたよ」

　志津夫が味噌汁の椀が乗った盆を持って行くと、途端固まっていた姉さん方がバッと飛び付いてきた。湯気を立てる味噌汁をちびちびと飲みながら、姉さんの一人がほっとしたように言う。

「あぁ、あったかいねぇ。有り難う、志津夫」

「ううん。おかわりもあるから、たくさん暖まって」

　そう告げると、姉さん方はまるで小さな子供のように満面の笑顔を浮かべた。付け合わせの漬け物を並べながら、志津夫はふと気付いたように訊ねた。

「あれ、きよ姉ちゃんは？」

　訊ねると、菊千代姉さんが味噌汁を啜りながら視線を上げた。

「清蜜は、朝方に寒い寒いって言ってたから、まだ布団にくるまってるんじゃない？」

「そっか。じゃあ、部屋までご飯持って行ってくるよ」

　盆を持って立ち上がろうとした瞬間、廊下の方から轟くような怒号が聞こえてきた。

「志津夫！　志津夫ォ！」

　怒鳴り声に、反射的に身体がビクッと跳ねる。全身の血の気が一気に下がるのを感じた。あれは、親父様の声だ。

　姉さん方が再び怯えたように身体を寄せ合いながら、小声で訊ねてくる。

「ど、どうしたんだい。志津夫、何かしたのかい？」

「……わからない、けど……」

　心当たりはない。だが、親父様が呼ぶ以上は、何があろうと行かなくてはならない。逃げ出すことは許されない。

　盆を机に置くと、志津夫はふらつきそうになる足を奮い立たせて立ち上がった。心配そうに見てくる姉さん方へと大丈夫とばかりに笑いかけて、親父様の声が聞こえる方へと小走りに向かう。

　驚いたことに親父様がいたのは自室ではなく、志津夫が寝起きしている若い衆の部屋だった。

「親父様、お呼びです、か……」

　親父様の足下に散乱するものを見て、思わず最後の言葉が掠れた。畳の上に散らばっているのは、志津夫が毎晩書き取り練習をしていた大量の紙だ。糸夜から借りた本も数冊、ビリビリに破かれた状態で投げ捨てられている。その様を見て、志津夫は言葉を失った。

　片手に書き取りの紙を握り締めたまま、親父様が振り返る。親父様の細い目はキリキリと吊り上がり、歪んだ口元からは砕けそうなほど噛み締められた歯が見えた。その顔に滲む苛烈なまでの憤怒に、志津夫は咄嗟に後ずさった。

「どういうつもりだ」

　逃げ場を塞ぐように、端的な詰問が投げかけられる。志津夫は顔を引き攣らせて親父様を見やった。

「どういうつもり、とは……」

　咽喉をぎこちなく上下させながら言葉を発する。途端、ビリッと紙が破ける音が響いた。親父様が持っていた書き取りの紙をビリビリに引き裂き、志津夫へと向かって投げ付けてくる。

「夜に灯りがチラチラしていると思って見てみれば……何を勝手にこんなことをしている。説明しろ」

　破れられた紙が足元に散らばる。はらはらと畳の上に落ちていく紙を見た瞬間、自分の心を破られたような気がした。いつだって親父様は、一切の躊躇なく志津夫の大切なものを引き裂いていく。

　そう思った瞬間、不意に腹の底から怒りが込み上げてきた。両拳を硬く握り締めて、志津夫は声を上げた。

「俺が、学ぶことが、そんなに悪いことですか」

　声を震わせながらも、必死に言い返す。なぜ学ぶことすらも奪われなくてはならないのか、と言うように。

　だが、志津夫が言い返した瞬間、親父様の表情が一気に変わった。怒りに歪んでいた顔面から、表情が見る見るうちに抜けていく。赤かった親父様の皮膚が一瞬で真っ白になる様を見て、志津夫はぞっとした。

　親父様はどこか感情が失せたような表情で、志津夫を見据えている。その目の奥は暗く、澱んでいた。親父様が唇を薄く動かす。

「お前、逃げるつもりか」

　その言葉の意味を問い返す間もなく、右頬に衝撃が走った。重たい平手が頬を打ち据えて、身体が衝撃に傾く。たたらを踏んで堪えながら、志津夫は親父様をキツく睨み付けた。

　反抗的な志津夫の眼差しを見返しながら、親父様が淡々とした声で続ける。

「あの男について行く気か。そんなことを許した覚えはない」

　傲慢な言葉だ。志津夫の全てを自分が決める権利があると思っている。

　右頬が焼けるように熱い。這い上がってくる痛みに耐えながら、志津夫は唸るように言い返した。

「俺は、もう自分の道を自分でえらべます」

　今までは親父様が決めた道を進むしかなかった。だが、今は糸夜が教えてくれた新しい道が見える。志津夫は、もう八つの子供ではない。自分が進む道は、自分自身で選べる。

　親父様は、志津夫の顔をひどく無感情に見据えていた。

「そうか」

　短い相槌が聞こえるのと同時に、下腹に衝撃が走った。親父様の右拳が志津夫の腹にめり込んでいる。

「グ、ぅッ！」

　一気にせり上がってくる苦痛と吐き気に、耐え切れず膝が折れた。膝を床へと付いて、痛みに収縮する下腹を両腕で抱き締める。咽喉を上下させていると、髪の毛をぐいっと上方向へと引っ張られた。

　そうして、目の前に突き付けられたものに志津夫は目を限界まで見開いた。志津夫の左目へと隠し刃の切っ先を突き付けたまま、親父様が怖いくらい静かな声で訊ねてくる。

「左目も潰してやろうか。両目が潰れても、お前はあの男について行こうと思えるか？」

　酷薄に告げる言葉に、全身が恐怖で総毛立った。

　イヤだ、絶対にイヤだ、目が見えなくなったら、もう糸夜の目が見れなくなる。あの極楽の、美しい青が、二度と見れないなんて。

「い、いや、です……」

　みっともなく震える声で訴える。途端、親父様の口元がかすかに和らいだ。薄く笑みを浮かべながら、まるで最終宣告するようにそっと囁く。

「なら誓え。一生ここから出て行かないと」

　柔らかく絡め取る声だ。その声は、志津夫を深く暗い場所へと沈める。一生、光など見えない場所へと。

　もしも親父様に誓えば、志津夫は以前と同じように生きていくしかないのだろう。他人の身体にめり込む拳の感触に怯えながら、自分自身を惨めだと、恥ずかしくて堪らないと思いながら一生を過ごす。糸夜から与えられたすべてを忘れて――

「いや、だ……」

　唇から掠れた声が零れた。親父様の目尻がピクリと神経質に戦慄く。志津夫は恐怖に強張る唇を動かして、声の限り叫んだ。

「俺は、あんたとは違うッ!!」

　叫んだ瞬間、親父様の目がカッと見開かれた。赤黒い眼球の奥で燃えているのは、裏切り者への憎悪だ。

　隠し刃を握り締めた親父様の右腕が振りかぶられる。その刃が次の瞬間には、自分に突き刺さるのが想像できた。親父様の右腕が振り下ろされるのを見て、志津夫は反射的に身を固くして息を詰めた。

　だが、その刃が突き刺さる直前、細い身体が志津夫に覆い被さってきた。ドッと鈍い衝撃とともに、か細い悲鳴が鼓膜に刺さる。

　一瞬、何が起こったのか分からなかった。顔を横へと向けると、志津夫に抱き着いている清子の青褪めた横顔が見えた。清子は浅い呼吸を繰り返しながらも、我が子を守るように志津夫の頭を両腕でしっかり抱き締めている。

「き、よ姉ちゃん……？」

　自分の唇から空気が抜けるような声が零れる。清子が薄く目蓋を開いて、志津夫の顔を見た。

「しづ……」

　呼ぶ声がか細く消えていくのと同時に、清子の身体からふっと力が抜けた。そのまま、ずるずると清子の身体が畳の上へと崩れていく。清子の背中側の右脇腹に、赤黒い染みが浮き上がっていた。白い襦袢へと赤い色が見る見るうちに広がって、畳の上にまで滴っていく。

　血に濡れた刃を握り締めたまま、親父様がひどく冷めた眼差しで清子を見下ろしていた。

「馬鹿な女だ」

　冷酷に吐き出された言葉が、右耳から左耳へと通り抜けていく。だが、次の瞬間、自分の咽喉から絶叫が迸っていた。

「あ、ぁアあぁあ、ぁアぁッッ、ねえちゃんッ!!」

　志津夫の悲鳴に、親父様が五月蠅いと言わんばかりに自身の片耳を塞ぐ。だが、今は親父様のことは目に入らなかった。

　志津夫は、震える両腕で清子の身体を抱き起こした。だが、その瞬間、清子の背中から血がぼたぼたと溢れ出す。

「あ、ぁあ、血が、血が……きよ姉ちゃん、血が……とまんない……」

　頭の中が真っ白で、どうすればいいのか分からない。自分が刺されるはずだったのに、どうして清子が刺されているのか。清子は、親父様に逆らったりしていないのに。

　溢れる血を止めたくて、両手でがむしゃらに傷口を押さえる。温かい血潮が冷え切った両手を濡らしていく。それが清子の命が流れ出しているようで怖くて堪らない。

　その時、ふと鋭い声が響いた。

「轟ッ……なんてことを……！」

　部屋の前に、鈴蘭姉さんが両手で口元を覆って立っていた。明らかな非難を滲ませた鈴蘭姉さんの声に、親父様が面倒臭そうに肩を竦める。

「こいつが勝手に飛び出してきたんだ。弟を守ったつもりか知らねぇが、随分と麗しい姉弟愛だな」

　鼻で笑うように親父様が呟く。その言葉に、鈴蘭姉さんは心底憎らしげに顔を歪めた。だが、今は親父様に構っている場合ではないと思ったのだろう。すぐさま清子へと近付くと、自分の着物の帯をほどいた。

「このままじゃ血が垂れ流しになっちまう。帯で傷口を圧迫するんだよ」

　鈴蘭姉さんに言われるがままに、志津夫は清子の腹を帯で締め上げた。途端、清子が、うぅ、と苦しげに呻き声を漏らす。志津夫は、必死に清子へと声を掛けた。

「ねえちゃん、ねえちゃん大丈夫だ。すぐに、お医者さんのところに連れていくから……」

　声がみっともなくブルブルと震える。むしろ、全身で震えていない場所などなかった。

　清子を担ぎ上げようとした時、不意に寒々とした声が響いた。

「金はどうする」

　その一言に、全身が凍り付く。見上げると、親父様がひどく冷たい目で志津夫を見下ろしていた。

「この町の医者は前金を渡さないと、たとえ死にかけでも患者は診ねぇぞ。お前は金を持っているのか」

　その答えなんか分かり切っているだろうに、なぜわざわざ訊ねてくるのか。理由は分かってる。志津夫の逃げ道を塞ぐためだ。

　指先から力が抜けていくのを感じる。畳を見つめたまま志津夫が小刻みに震えていると、鈴蘭姉さんが噛み付くような声をあげた。

「轟ッ！」

「黙れ、鈴子。お前は、俺に何も言う権利なんざねぇんだからな」

　それにお前だって借金を払い切ってないだろうが。と嘲るように親父様が口角を吊り上げる。途端、鈴蘭姉さんが苦しげに下唇を噛むのが見えた。

　清子の身体から流れ出る血は止まらない。巻き付けた帯に染み込む血の色を見た瞬間、志津夫は額を畳へ擦り付けていた。

「お願いします、金を、金を貸してください」

　そう口に出した瞬間、頭上から高笑いが聞こえた気がした。

　馬鹿な男だ。そいつに金を借りれば、自分がどうなるか分かってるだろうに。

　志津夫を指さして、大勢の人間が笑っているような幻聴が聞こえる。

　わずかな静けさの後、怖いくらい優しい親父様の声が聞こえた。

「誓え。もう二度と、俺に逆らわないと」

　その言葉に、全身が怖気立った。ここで誓えば、もう二度と志津夫には自分の意志を持つことは許されない。糸夜とともに歩いていく未来はなくなる。光が射し込んでいた道は閉ざされて、志津夫は暗く深い場所へ永遠に沈む。

　それでも――清子を見殺しになんてできるはずがなかった。

「ちかい、ます。二度と、逆らいません。だから……姉ちゃんをたすけて……」

　口に出した瞬間、畳についた手のひらがずぶずぶと泥の中に沈み込んでいくような感覚を覚えた。真っ暗な泥の底へと、全身が呑み込まれていく。もう二度と這い上がれないほど、深く。

「その言葉、お前の空っぽな頭に叩き込んでおけよ」

　機嫌の良い声で、親父様が言い放つ。同時に膝元に札入れが投げ落とされた。札入れを懐へとねじ込むと、志津夫は清子の身体を一気に背負った。そのまま、無我夢中で雪の中へと飛び出す。

　見世から飛び出して、志津夫は町医者のもとへと向かって全速力で駆けた。血まみれの遊女を背負って駆ける男の姿を見て、町の人たちがギョッと目を見開いているのが時折視界に映る。

　足に引っ掛けた薄っぺらい草履では、雪からまったく足を守ってくれず、すぐさま足の指が千切れそうに痛み出した。それでも、背中にある清子のぬくもりが遠ざかっていく方が恐ろしくて、足を止められない。

「ねえちゃん、だいじょうぶ、だいじょうぶだよ。すぐにお医者さんのところに、つくから。そしたら、すぐになおるから……っ」

　走りながら呟く言葉は、清子へ言っているというよりも志津夫が自分自身へと言い聞かせている言葉のように思えた。冷たい空気を吸い込んだ肺が凍り付きそうだ。それでも、何かを喋っていないと、そのまま清子が死んでしまいそうな気がして怖かった。

「ねえちゃん、ごめん、ごめんなさい、おれがばかだった、全部おれのせいだ、ごめん、痛いよな、なんで、俺なんかかばって、あぁ、ごめんよ、ごめん、きよ姉ちゃん、おねがいだ、死なないで、死んじゃだめだ、あぁ、仏さま、どうか、きよ姉ちゃんを助けてください、ねえちゃんは何も悪くない、なんにも悪くないのに……」

　頭が回らなくて、子供の駄々のような言葉ばかり口から溢れてくる。知らず、目から涙が溢れ出していた。泣きじゃくりながら、志津夫は必死に雪を踏み締めて走った。

　その時、ふと耳元に小さな声が聞こえてきた。

「……しづ……しづ……」

　清子の声だ。

「しづ……だいじょうぶ……私は、だいじょうぶ、よ……」

　大丈夫と言いながらも、その声は今にも消えてしまいそうにか細い。喋ることも辛いのか、清子の咽喉からひゅうひゅうと風の抜けるような音が聞こえてきた。

　志津夫は足を止めぬままに、声を上げた。

「きよ姉ちゃん、しゃべらないで。いま、お医者さんのところに行くから」

　そう訴えるのに、清子は志津夫の声が聞こえぬように、ぽつぽつと言葉を漏らし続けた。

「しづ……ごめんね……」

「なんで、きよ姉ちゃんが謝るんだよッ」

　謝るのは志津夫の方だ。志津夫が意地を張ったばかりに、清子が刺される羽目になった。希望なんて抱かず、今までどおり親父様に従っていれば、清子はこんなひどい目に合うこともなかっただろうに。

　込み上げてくる後悔に、目の奥が痛む。清子は意識が混濁しているのか、どこか虚ろな声で続けた。

「ごめんね……ほんとうはあの時、すごく怖かったの……ひとりで、知らない見世に売られるなんて、怖くて……泣きたくて……だから、志津が、おれもいっしょに行く、って言ってくれて、うれしくて……どうして、来るなって、あなたは、残りなさいって……言えなかったのか……」

　あの時というのは、十年前に清子が親父様に買われた日のことだろうか。

　清子が小さくせき込む。途端、首筋に温かい血潮がかかるのが分かった。清子の口から血が溢れている。

「きよねえちゃん、お願いだから、しゃべらないで……」

　必死に懇願するのに、その声は清子に届いていないようだった。

「いっしょに来たら、志津が、つらい思いをする、ってわかってたのに……ひどいお姉ちゃんで……ごめんね……」

「ひどくない！　ひどくなんかないッ！　だから、姉ちゃん……！」

「……でもね……もう生きていたくないと、思ったときも……志津がいて、くれたから……わたし……まだ、生きよう、って思えたの……志津が、いっしょに、いてくれたから……」

　首筋に吹き掛かる清子の息は、もう凍えるように冷たい。それが悲しくて堪らない。

「きよ姉ちゃん、お願いだ……もう……」

　そんな悲しいことを言わないで。死ぬ間際のような、遺言のような言葉を残さないで。

　自分の唇から、掠れた哀願が漏れる。だが、清子は、ふふ、と小さな声で笑った。ふふ、ふふ、と耳元で聞こえてくる幸せそうな笑い声に、涙が止まらない。

「志津、だいすきよ、だいすき……。あなたがいたから……わたし、生きてこれたの……」










　町医者の元へ辿り着いた時には、清子は完全に意識を失っていた。町医者は、志津夫から札入れをふんだくると、そのまま何も言わずに扉をピシャンと閉めた。中から物音が聞こえてくるからには、ちゃんと清子の処置はしているのだろう。

　志津夫は、扉の前でしばらく呆然と突っ立っていた。ふと自分が走ってきた方へと視線を向けると、真っ白な雪の上に、清子の血がぽつぽつと赤い跡を残しているのが見えた。まるで血の道だ。

　それを見た瞬間、十年以上も前に親父様に告げられた言葉を、不意に思い出した。

『お前は自分が姉を助けてやろうと思ってるかもしれんが、お前の存在はこの娘の鎖になるだけだぞ』

　あの言葉は、本当だった。清子を助けたかったのに、志津夫のせいで清子は死にかけている。どうして、こんなことになった。こんなつもりではなかったのに。

　視線を落とすと、志津夫の手のひらは真っ赤に染まっていた。清子の血にまみれた手を見た瞬間、無意識に唇が動いていた。

「地獄だ」

　ようやく地獄が何なのか分かった。地獄とは、死んだ後の世界ではない。生者の世界にこそ地獄はある。ここからどこへも行けない、何も選ぶこともできない、人生の行き止まりのことを地獄と呼ぶのだ。

　そう分かった瞬間、また涙が溢れた。血にまみれた手のひらで顔を覆って、志津夫は雪の中でひとり、声を殺して泣き続けた。











第六章　明日へと続く道




　清子は一命を取り留めたが、二晩経っても意識を取り戻すことはなかった。清子の命が助かったと安堵に浸る時間もなく、三日目に、親父様が志津夫へ冷酷に告げた。

「清蜜の花代は、どうするつもりだ」

　そう問われた瞬間、再び血の気が下がるのを感じた。親父様が言おうとしていることが志津夫には分かった。

　遊女たちは二日以上休むと、自分の花代――つまり、自分の売値を自分で払わないといけない。働かなければ、その分借金がどんどん増していくのだ。

　清子は、しばらく戻って来ることはできない。たとえ戻れたとしても、その時には借金が何倍にも増えていることは間違いない。清子と志津夫が一生をかけても払い切れる額ではないだろう。

　握り締めた手のひらが嫌な汗でじっとりと湿る。志津夫は俯いたまま、唇をぎこちなく動かした。

「俺が……俺が払います……」

「どうやって」

　親父様の鼻で笑う声が聞こえる。冷汗が額から流れるのを感じながら、志津夫は呻くように答えた。

「今よりも、もっと、たくさん働きます……」

「話にならんな」

　冷血に言い捨てると、親父様は突然衝立に掛けていた赤い着物を志津夫へと投げ付けてきた。赤い着物が中途半端に頭に引っ掛かる。志津夫が驚きの眼差しを向けると、親父様はにやにやとひどく楽しげな笑みを浮かべた。

「お前が清蜜の代わりに稼げ」

「え」

「お前も、男に身体を売れと言っているんだ」

　一瞬、息が止まった。赤い着物を両手に握り締めたまま、志津夫は全身を硬直させた。そんな志津夫を気にも止めず、親父様が晴れやかな声で続ける。

「世良の次男坊が何度も同衾するほど『具合の良い』若い衆がいると評判になってなぁ。お前を指名したいという客が何人も順番待ちをしているんだ」

　親父様が告げる言葉に、思わず怖気が走る。糸夜とのことが噂になっているのは知っていたが、まさか自分が売る側に回るとは想像だにしていなかった。

　不意に、糸夜が言っていた言葉を思い出した。

『俺以外に、決して同衾を許すな』

　唇が小さく戦慄く。

「お、れは……」

　糸夜以外に触れられたくない。糸夜以外に身体を許すなどしたくない。それは糸夜に対する裏切りだ。誠実に、心を尽くすと誓ったのに。

　だが、震える志津夫を見て、親父様は殊更優しげな声で囁いた。

「志津夫、逆らうのか」

　その一言に、身体が凍り付く。血の気が抜けて、自分の顔が真っ白になるのが自分でも判った。

　逆らえない。逆らえるわけがない。もし後一度でも逆らえば、治療の金は払われなくなり、清子は死ぬ。今度こそ、殺される。

　そう思った瞬間、志津夫は拳をキツく握り込んだ。自身の手のひらに爪が突き刺さる痛みを感じながら、呻くように答える。

「分かりました」

　志津夫の返答に、親父様はフッと鼻を鳴らした。

「明日の晩までに準備しておけ」

　そう告げる声に、志津夫は俯いたまま、はい、と答えた。
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　鈴蘭姉さんが泣いている。普段はあんなにも気丈な鈴蘭姉さんが、小さな子供のように啜り泣いていた。

「鈴蘭姉さん、泣かないで」

　宥めるように志津夫が声を掛けると、鈴蘭姉さんは片手で目元を覆ったまま嗚咽を漏らした。畳の上に座る鈴蘭姉さんの前には、親父様に着付けして貰うよう言われた赤い着物が置かれている。

「……志津夫、逃げな……あんた一人なら、ここから逃げれる……」

　鈴蘭姉さんが嗚咽に掠れた声で囁く。志津夫は鈴蘭姉さんの手を取ると、首を左右に振った。

「できないよ。きよ姉ちゃんを置いていけない」

「清蜜のことは、私が何とかする……。だから、あんただけでも……」

「そんなことしたら、今度は鈴蘭姉さんが刺される」

「いいんだよ、私のことは……」

「よくないよ。鈴蘭姉さんまでひどい目に合うのは、俺はイヤだ。俺は平気だから、無茶はしないで」

　そう諭すように言うと、鈴蘭姉さんは涙に濡れた顔をあげた。普段は喜怒哀楽があまり表に出ない鈴蘭姉さんの顔がくしゃくしゃに歪んでいる。

「だけど……こんなのは、あんまりじゃないか……。あんたは、幸せになれるはずだったんだ……糸夜様と一緒に……」

　鈴蘭姉さんの口から出た糸夜の名前に、不意に胸の奥が痺れるように痛むのを感じた。涙が出てきそうになるのを唇を噛んで堪える。身体の内側から、どうしようもない悔恨がせり上がってくる。

　こんなことなら糸夜に、ちゃんと触れてほしいと言っておけば良かった。貴方に触れられたいし、貴方に触れたいのだと。自分を貴方のものにして欲しいのだと。

　だが、そんな後悔も今更だ。もう何もかも遅い。糸夜には二度と会えない。あわせる顔もない。言い付けを破って、糸夜から見限られるかもしれないと思うだけで、心が暗く沈んでいく。だが、もうどうしようもない。

　嗚呼、本当に――自分は途方もない阿呆だ。

　しゃくり上げる鈴蘭姉さんの背を撫でながら、志津夫は静かな声で囁いた。

「鈴蘭姉さん、ありがとう。でも、俺は大丈夫。姉さんたちと同じことをするだけなんだから」

　姉さん方は志津夫よりもずっと幼い頃に、こういう気持ちを味わってきたのだと思う。見知らぬ男に身体を開かれる恐怖に耐えて、今まで生きてきたのだ。それなら、志津夫だって耐えられるはずだ。いや、耐えなければならない。

　志津夫は鈴蘭姉さんの細い背に手を当てたまま、穏やかな声で言った。

「鈴蘭姉さん、俺に着物を着せて。着方が分からないんだ」










　着物の着付けが終わると、志津夫はしばらく一人にしてくれるように頼んだ。悲しげな表情のまま鈴蘭姉さんが部屋の外へと出て行くのを見てから、志津夫は懐から金平糖の小瓶を取り出した。

　小瓶の中には、もう青い金平糖しか残っていない。瓶の底に転がる、青い金平糖をじっと眺める。

　青い金平糖は、空のお味。極楽の色。美しく、吸い込まれそうな糸夜の瞳の色。

　残り少ない金平糖を手のひらの上にすべて出して、志津夫は一息に口の中に放り込んだ。口の中で溶けていく甘い味を感じながら、糸夜への恋しさをすべて腹の底へと呑み込んでいく。沈めていく。

　ゆっくりと両目を閉じて、志津夫は自身の両耳へと手のひらを押し当てた。耳を塞いでいれば、怖いものは何もなくなるのだと信じて。
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　ひどく滑稽だと思う。顔に傷を持った男が、似合いもしない赤い着物を纏っている。真紅の着物は、まるで血の色のようだと思った。

　中身は無骨な男でしかないというのに、着物姿の志津夫が部屋に来ると、途端男は鼻息を荒くした。この見世でも何度か顔を見たことがある反物屋の主人だ。五十代であろう男は、皺だらけの口元にニタニタと嫌らしい笑みを浮かべていた。

「志津夫と申します。不束者ですが、どうかよろしくお願いいたします」

　まさかこの言葉を二度も言うとは思わなかった。唇から淀みなく言葉は出てくるのに、どこか身体が自分のものではないような気がした。足が地についていないような、空虚さが全身を満たしている。

　だが、志津夫の様子など構わぬ様子で、男は鼻息荒く声をあげた。

「おぉ、来い来い。ここに座れ」

　布団の上をしきりに叩かれて、志津夫は大人しく腰を下ろした。途端、着物の合わせ目から男の手が太股へと這い上がってくる。汗でじっとりと湿った男の手のひらの感触に、太股にプツプツと鳥肌が立つのが分かった。

　男がかすかに上擦った息を漏らしながら問い掛けてくる。

「世良の坊主は、どうやってお前に触れるんだ」

　そう問い掛ける男の口角には、歪んだ笑みが滲んでいた。世良の坊主という言い方にも、明らかな妬ねたみ嫉そねみの気配を感じる。太股をずりずりと撫でる男の手のひらに逃げ腰になる身体を堪えながら、志津夫は小さな声で呟いた。

「どうやって、とは……」

「同じように触れてやって、私の方がお前を快くしてやると言っているんだ」

　欲が滲んだ口調で男が言う。聞き返しもしていないのに、男がぺらぺらと唇を動かす。

「世良の息子どもはどいつもこいつも鼻持ちならん。私の店の反物を出来の悪い三流品だと言って、取引を断りおった。商売のいろはも分かっていない若僧どもが生意気なことを抜かしおって……」

　男の口から溢れ出る恨み言が、肌をざわりと不愉快に舐める。

　志津夫は表情を変えぬまま、男をじっと眺めた。だが、男は志津夫を見ようとはしない。口角に小さなあぶくを浮かべながら、世良家に対する悪態を付くことに夢中な様子だ。

　それを見て、分かった。男が志津夫を買ったのは、糸夜に対する嫌がらせなのだと。

　一頻り罵言を吐き終わると、男はねっとりとした眼差しで志津夫を眺めた。まるで皮膚に貼り付くような視線に、志津夫はかすかに咽喉を引き攣らせた。

「お前の具合は随分と良いらしいなぁ。あの世良の次男坊が、お前に夢中らしいからなぁ。あの男を忘れるぐらい、私のモノでヒィヒィ言わせてやろう」

　下卑げびた言葉を言いながら、男が這うように志津夫の身体へと近付いてくる。着物の合わせ目が広げられて、内腿がキツく鷲掴まれる。腿に遠慮なく食い込んでくる太い指が痛くて、顔が歪む。

　目の前の男は、志津夫が痛みを感じぬ人形だとでも思っているのだろうか。きっと、その通りなのだろう。男にとってこの見世にいる者は、金を払えば遊べるただの人形なのだ。

　男の息が首筋に吹き掛かる。生臭さを感じる呼気に、思わず顔を背けた時、不意に障子が勢いよく開かれた。

　男が驚いたように振り返る。志津夫も視線をそちらへと向けた瞬間、驚愕に目を見開いた。

「何をしている」

　冷え冷えとした表情の糸夜が立っていた。最初に会った時、いやそれ以上に、感情が失せた顔をしている。その無機質な面相には、おぞましさにも似た奇妙な凄みがあった。

　男と志津夫が硬直していると、糸夜は無遠慮な足取りで部屋の中へ入ってきた。

「島田屋、それが俺の男だと知っての行動か」

　静かに問い詰めるような糸夜の口調に、島田屋と呼ばれた男の口角がヒクリと引き攣る。糸夜は寒々とした眼差しで島田屋を見下ろしたまま、素っ気なく言い放った。

「島田屋、選べ」

「……は？」

「今すぐこの部屋から出て行くか、明日店を畳んでこの町を出て行くか」

　容赦のない一言に、島田屋の身体がビクリと大きく跳ねた。島田屋が媚びへつらうような追従の笑みを浮かべる。

「そ、そんなご冗談を……」

「俺は冗談を言わない」

　即座に返された糸夜の言葉に、島田屋の顔色が見る見るうちに悪くなっていく。糸夜が鬱陶しがるように軽く顎をしゃくった。

「出て行け」

　そう言い放つのと同時に、島田屋が尻尾を踏まれた猫のような勢いで部屋から飛び出していく。もつれた足音が遠くなっていくのを聞きながら、志津夫は呆然と糸夜を見上げた。

　島田屋の足音が聞こえなくなると、糸夜は部屋の障子を閉めた。閉ざされた空間に二人きりになった瞬間、緊張で咽喉が詰まった。

　中途半端に着物がはだけたままの志津夫を見下ろして、糸夜が呟く。

「志津夫、どういうつもりだ」

　糸夜の声音に怒りはない。だが、情の欠片も感じられなかった。それがより深く糸夜の失望を感じさせた。

　とうとう糸夜に見限られた。当然だ。自分は、糸夜を裏切った。

「……申し訳、ございません」

　首を絞められたような、しゃがれた声が漏れる。だが、糸夜は表情一つ変えなかった。

「俺は謝れと言ってるのではない。お前がどういうつもりなのか聞いている」

　怖い人だ。志津夫に逃げ道一つ残そうとはしてくれない。志津夫はのろのろと起き上がると、畳へと額を擦り付けた。

「俺は……糸夜さまと一緒に生きていくことはできません。どうか、お許しください」

　平伏しながら、謝罪の言葉を繰り返す。畳についた指が途方もない後悔で震えるのを感じた。

　違う、嫌だ、糸夜と生きていきたい。だが、それを口に出すことは許されない。

　下唇を千切れそうなくらい噛み締めた時、頭上から声が落ちてきた。

「志津夫、顔を上げろ」

　ぽつりと降ってきた言葉に、志津夫は青褪めた顔をゆっくりと上げた。だが、糸夜の顔を見た瞬間、唇が唖然と開かれる。

　糸夜はひどく悔しげな表情で志津夫を見下ろしていた。眉間には皺が寄り、唇は歪んでいる。そして、赤く染まった目尻は、まるで泣くのを堪えている子供のようだった。

「俺を慕っているというのは偽りの言葉か」

　問い掛けに答えることもできず、志津夫は呆然と糸夜の顔を見上げた。糸夜のこんな表情を見るのは初めてだった。まるで頑是のいかない子供のような表情だ。

　答えない志津夫に痺れを切らしたように、糸夜が近付いてくる。そのまま両肩を掴まれた。

「お前は、俺を好いてはいないのか」

　口調まで、糸夜らしくない。志津夫へ問い詰めながらも、その声音にはどこか縋るような響きがあった。

「志津夫、答えろ」

　切なげな糸夜の表情を見て、志津夫は咄嗟に視線を伏せた。これ以上、糸夜の顔を見ていたら、何もかもが耐えられなくなりそうだった。糸夜への恋心を口に出した瞬間、もう二度と誰にも身体を売れなくなる。

　深く俯いたまま唇を噛み締めていると、不意に両耳に触れるものを感じた。糸夜が志津夫の両耳を手のひらで覆って、そっと囁きかけてくる。

「頼む、志津夫……教えてくれ……」

　手のひら越しに聞こえてくる糸夜の掠れた声に、心臓が震えた。堪えられない。身体の奥底から想いが込み上げてきて、唇が勝手に動いた。

「あなたが恋しい」

　ぽつりと言葉が零れた瞬間、決壊したように何もかもが溢れ出してきた。

「あなたが恋しくて堪らない。本当は、あなたと一緒に生きていきたい。……でも、だめなんです。俺は、だめだ。ここから出ていけない」

「どうしてだ」

「親父様に誓ったんです。二度と、逆らわないって……」

　姉の命と引き替えに、そう誓った。そして、志津夫が逃げようとしても、親父様は決して志津夫を逃がさない。どんな手を使ってでも、手元へ残そうとするだろう。必ず、志津夫を地獄の道連れにする。

「おれは……ここで、生きていく」

　手のひらが布団をキツく握り締める。込み上げてくる涙を堪えながら、志津夫は震える声を漏らした。

「せっかくご親切にしてくださったのに、裏切るような真似をして、申し訳ございません……。もう俺のことは忘れてください……」

　本当は忘れられたくない。突き刺さった杭のように、志津夫のことをずっと覚えておいて欲しい。そんな風に思ってしまう自分が吐き気がするほど身勝手に思えた。

　耳を塞ぐ手のひらから、糸夜の小さな鼓動が聞こえてくる。とくん、とくん、と聞こえてくる柔らかな音に、胸が締め付けられる。

「お前は、俺が信じられないのか」

　聞こえてきた糸夜の声に、志津夫は顔を上げた。糸夜はひどく苦しげな表情で志津夫を見つめている。

「事情は、鈴蘭から聞いた。なぜ、お前は俺に助けを求めない」

　その言葉で、どうして糸夜がここに来たのか理由が分かった。鈴蘭姉さんが糸夜を呼んでくれたのか。

　糸夜が切なげな声で続ける。

「耐えられないと思った時には、俺に言えと言ったはずだ。なぜ、俺に言わない。なぜ、俺を頼らない。どうして、耐えられないことを一人で耐えようとする。俺は、お前のためなら何でもしてやれるというのに」

　責める口調ではなかった。むしろ、嘆きに近い。糸夜は志津夫の両耳を塞いだまま、額同士をそっと押し当ててきた。

「志津夫、言え。一言だけでいい。……俺は、お前が一人で苦しんでいるのは苦しくて堪らない……」

　ひどく悲しげな糸夜の表情に、自分の中の何かが決壊するのが分かった。両手が勝手に動いて、縋るように糸夜の胸元の着物を鷲掴んだ。唇が戦慄いて、掠れた声が溢れ出る。

「俺は……あなた以外の人に触れられたくない」

　本音が唇から零れ落ちた瞬間、背骨が軋むほど強く背を抱き締められた。

「ずっと……あなたにだけに、触れられたかったんです」

　そう囁きながら、両腕を伸ばして糸夜の背を抱き返す。決してこの人から離れないと誓うように。










　重ねられた唇の隙間から、すぐさま舌が潜り込んできた。咥内を荒らす舌に、夢中で舌を絡め返す。溢れてきた唾液が口角を汚すが、今は気にならない。今はただ目の前の男と隙間なく重なりたかった。

　性急な仕草で、下帯が緩められる。いつもは互いの陰茎を慰め合っているのに、今日の糸夜はすぐさま後孔へと触れてきた。ぬるつく後孔に触れて、糸夜が苛立ったように目を細める。

「濡れているな」

　吐き捨てるような口調の直後、腹の中へと一気に指が押し込まれてくる。ずぶずぶと後孔へと沈んでいく指の感触に、内腿が大きく跳ねた。

「ぁ、あぁ!?」

「中まで濡れている。あの男に抱かれるために準備したのか」

　どこか突き放すような糸夜の声に身体が竦むのを感じながらも、志津夫は泣きそうな声で答えた。

「も、うしわけございません」

　志津夫の謝罪を聞くと、糸夜は一瞬だけ眉を顰めた後、唸るような声音で言い放った。

「二度と、俺以外に触れさせるな」

　そう言い放つと同時に、二本目の指が体内へと捻じ込まれた。後孔が圧迫感と異物感にギチギチと軋む。志津夫は両手で糸夜の胸元の着物を掴んで、衝撃に背を仰け反らせた。

「あ、ぁ！」

　反らされた咽喉へと糸夜の唇が這う。首筋を吸われて、そのままその唇が胸元へと下りていく。着物の合わせ目が大きく開かれて、胸の尖りに吸い付かれた。熱い舌に尖りが舐られる感触に、下腹がひくひくと痙攣するように戦慄く。もう片方の手で残った尖りをクリクリと指先で弄られると、くすぐったさにも似た淡い快感が襲った。

「そ、そこ、ダ、ダメ、です……」

「どうしてだ」

　尖りへと舌先を這わせたまま、糸夜が無情に訊ねてくる。志津夫は顔を泣き出しそうに歪めたまま、掠れた声で返した。

「くっ、くすぐったい、です……」

　子供のような志津夫の言い分に、糸夜の口角がわずかに吊り上がる。何だか楽しがっているような表情にも見えた。

「くすぐったいだけか？」

　そう問う声と同時に、軽く尖りへと歯を立てられた。甘噛みされながら乳頭をチロチロと舌先で弄くられると、羞恥と共に感じたこともない快感が込み上げてくる。

「っ、ぁ、あぁっ」

　胸を嬲られながら、同時に腹の中の指も動き始めた。二本の指がぬるつきを広げるように、ゆっくりと抜き挿しされる。以前弄られた腹の中の一点を指先が掠める度に体内が痺れて、触られてもいない陰茎が硬く勃ち上がるのを感じた。

「んぁ、ぁ、んん、ん、ぅッ！」

　腹の一点を二本の指でグリグリとほじられながら、胸の尖りを指先でキツく引っ張られるともう駄目だった。頭の中が真っ白になって、大きく開かれた両足の踵が無意識に布団を蹴り飛ばす。

　射精寸前のように、ヒクつく鈴口から濁った先走りがとろとろと際限なく溢れ出している。胸の尖りへと這っていた糸夜の舌が、胸から横腹を伝って下りていく。その形の良い唇が自身の陰茎へと近付くのを見た瞬間、志津夫は反射的に糸夜の頭を両手で掴んでいた。

「まっ、待って、くださいっ」

「何だ」

　制止されたことに、不服そうに糸夜が志津夫を見上げてくる。志津夫は顔面を真っ赤にさせたまま、唇をはくはくと数度上下させた。

「お、俺がします」

「ん？」

「おれが、糸夜さまのを、口で……」

　糸夜に口淫をされるなんて恥ずかしさと申し訳なさのあまり死んでしまう。それなら、自分が糸夜に奉仕する方が良かった。

　志津夫の申し出に、糸夜は面白がるように片眉を上げたが、すぐさま首を左右に振った。

「それも良いが、今夜は俺にすべて委ねろ。お前は少し、俺の心を見くびっている。俺がどれだけお前を想っているか、その身体で理解しろ」

　そう言い放つなり、梅色をした舌先が陰茎の先端へとぺちゃりと触れた。生温かくぬめったものが敏感な先っぽに触れる感触に、ビクッと下半身が跳ねる。

「ゃ、ぁ、あ、ぁあ」

　先走りで濡れそぼった鈴口周りを、舌先でぺちゃぺちゃと執拗に舐められる。それでも、期待するように戦慄く鈴口には舌を触れてくれない辺りが意地が悪い。

　下腹をぢんぢんと痺れさせるもどかしい快感に、志津夫は腰をくねらせて悶えた。身体を捻らせる度に、咥え込んだままの二本の指が体内のあらぬ場所を抉って、また身体が跳ねる。

「あぁ、あ、糸夜、さま……っ」

　情けを求めるように名前を呼ぶと、糸夜は口元に穏やかな笑みを浮かべた。その笑みに、どうしてだか一瞬背筋がぞくりと震える。

　そうして次の瞬間、熟れきった鈴口に尖った舌先が捻じ込まれた。まるで身体を突き抜けるような強烈な快感に、志津夫を背を仰け反らせて嬌声をあげた。

「ぃあぁ、アァぁアぁッ！」

　糸夜の薄い舌がずぼずぼと鈴口の浅い部分を出たり入ったりしている。それだけではなく、後孔に三本目の指が突き立てられて、舌の抜き挿しと同時に指まで上下に激しく動かされた。三本の指が体内をめちゃくちゃに掻き回し、堪らない場所をゴリゴリと突き上げるように抉ってくる。下腹部で爆発する快感に、志津夫は身も世もなく泣き叫んだ。

「ぁう、ぅぁあ、ぁあ、だめッ、だめ、ぇッ！」

　馬鹿の一つ覚えのように、だめだめ、と何度も繰り返す。それでも、糸夜は許してはくれなかった。鈴口が馬鹿になったようにパクパクと収縮して、白く濁った先走りを溢れさせている。

　そのまま、ずるずると温かい咥内へと陰茎が呑み込まれていった。

「ひ、ぁあぁ、ぁっ！」

　陰茎を誰かに咥えられるのなんて初めてだった。ピッチリと温かい粘膜に包み込まれた陰茎がヒクヒクと痙攣しているのが分かる。浮き上がった裏筋にぴったりと舌を押し当てて、そのまま糸夜の頭が上下し始める。

「ゃああぁ！　で、ぅ……出ちゃ……っ！」

　もう堪えられそうになかった。志津夫は両手で糸夜の髪を掻き乱しながら、懇願するように首を左右に振った。せめて糸夜の口に吐き出すことは避けたかった。

　だが、糸夜はさらに深く志津夫の陰茎を咽喉の奥まで呑み込んでくる。同時に腹に突き刺さった三本の指が根本までグリュッと押し込まれた。陰茎を深く咥えられたまま、先端を一気に吸い上げられるともう駄目だった。

　目の奥でチカチカと光が点滅して、頭の中が真っ白になる。

「アぁあぁ、ァアぁッ!!」

　まるで下腹部で火薬でも破裂したかのようだった。下腹部が痙攣して、パックリと開いた鈴口から熱い液体が噴出する。逃れようと悶える腰が糸夜の手に掴まれて固定される。そのまま、糸夜は咽喉を上下させて、咥内に吐き出される志津夫の白濁を飲み込んでいった。

　最後の残滓まで啜るように、ピクピクと戦慄く鈴口を最後にキツく吸い上げられる。その刺激に、脱力しかけていた身体がぴくんと跳ねる。

「ぁ、ん、あ、ぁ……」

　すべてを飲み干して、ようやく糸夜が志津夫の陰茎から唇を離した。同時に、体内に突き刺さっていた三本の指が引き抜かれる。

　糸夜は、荒い呼吸に胸を上下させる志津夫の腰を持ち上げると、その尻の下に布団を押し込んだ。尻を上方向へと向けると、そのまま志津夫の両足を左右に大きく押し広げる。

「足を掴んでいろ」

　両手を自身の膝裏へと回される。自分自身で足を広げている格好に一瞬頭の奥がカッと羞恥に熱くなるが、それも硬く勃起した糸夜の陰茎を見た瞬間に吹き飛んだ。

　糸夜の陰茎は、今まで見たどんな時よりも大きく膨らんでいた。先端から幹へと伝う先走りを見た途端、無意識に志津夫の咽喉は上下した。

　糸夜は、先走りを馴染ませるように何度か自身の陰茎を上下に扱いた後、その先端を志津夫の後孔へと押し当ててきた。ぐにゅりと熱い切っ先が触れる感触に、後孔が怯えたように収縮する。

「挿れるぞ」

　かすかに掠れた声で漏らした後、糸夜の腰がキツく押し付けられた。途端、腹の中へと太いものがグググッと潜り込んでくる。

「ぅ、グ、ぅぅう、ぅッ！」

　指とは比べ物にならない圧迫感に、一瞬息が詰まる。掴んだ自身の膝裏に指先を食い込ませながら、志津夫は浅い息を吐き出した。

「ぁ、あ、ぁぁ、ぁ……」

「志津夫、ちゃんと息をしろ」

　言い聞かせるように呟きながら、糸夜が志津夫の下唇へと舌を這わせる。促されるままに、志津夫はぎこちなく呼吸を繰り返した。

　呼吸にあわせて緩んだ後孔へと、ゆっくりと糸夜の陰茎が沈み込んでくる。ずぶずぶと体内を限界まで押し広げていく異物に、全身が総毛立つ。

「キツいな……」

　呻くように呟きながらも、糸夜は容赦なく志津夫の身体を暴いていった。志津夫の腰を両手で鷲掴んだまま、緩やかに、だが確実に自身を埋め込んでいく。

　根本まで埋まった頃には、志津夫も糸夜も全身汗だくだった。頭上からぽたぽたと汗が降ってくるのを感じながら、志津夫は淡く開いた目で糸夜を見上げた。

「志津夫、痛くないか？」

　糸夜が目を細めながら、問い掛けてきた。その声は、かすかに荒い息に掠れている。

　志津夫は両膝を抱えていた手をぼんやりと動かして、自身の下腹へと手のひらを這わせた。その奥で、強く脈動している糸夜を感じる。熱く、硬く、志津夫を満たしている。

　それを感じた瞬間、目から涙がぽろりと溢れてきた。

「うれしい……」

　そう呟いた途端、糸夜が軽く目を見開いた。志津夫は両腕を糸夜の背へと回すと、淡く吐息を漏らした。

「うれしい、です……」

　糸夜と一つになれて嬉しくて堪らない。他の誰でもなく、最初に愛しい人と身体を重ねられた自分は幸せ者だ。喜びが涙に変わって、ぽろぽろと目から零れ落ちる。

「全部……あなたのものに、してください」

　そう祈るように囁いた瞬間、糸夜の唇から、志津夫、と小さく呼ぶ声が聞こえてきた。だが、その声に答える間もなく、糸夜の身体がずっしりと圧し掛かってきた。

　体重をすべて掛けられて、結合部がこれ以上ないほど深くなる。陰茎の先端が奥にめり込む感触に、咽喉の奥からくぐもった呻き声が漏れた。

「は、ァ、グぅ、ぁあ……」

　根本まで埋め込まれたまま、奥を緩やかに突き上げられ始めた。ゴツゴツと先端が奥を鈍く叩いて、時折円を描くように腰を動かされる。その疼きにも似た圧迫感に、志津夫は糸夜の背へと指先を食い込ませて悶えた。

「ぁ、ぁ、ぁ、いとや、さま……っ」

　奥ばかりを重点的に嬲られて、腹の奥が次第にぢんぢんと痺れてくるのを感じた。動きが少ないおかげで、みっしりと粘膜を広げる糸夜の陰茎をより強く感じる。陰茎に太く浮かび上がった裏筋や、ドクドクと脈動する血管まで生々しく伝わってきた。

　火照った粘膜が、次第に陰茎にねっとりとまとわり付くのが分かった。更に快感を強請るように、ちゅうちゅうと吸い付いている。

　自分の身体のはしたなさに、全身が燃えるように熱くなる。ようやく後孔のキツさが和らいできたのか、糸夜も心地良さそうな吐息を漏らした。

「あぁ、いい子だ、志津夫」

　そう呟やかれた直後、奥まで突き刺さっていた陰茎がゆっくりと引き抜かれるのを感じた。ぬめり気を纏いながら、粘膜をずるずると滑っていく陰茎の感触に、皮膚が粟立つ。

「ひ、ぅヴぅ～……」

　強烈な排泄感に、まるで駄々っ子のような声が勝手に唇から漏れ出る。だが、半ばまで抜き出された陰茎は、再び奥へと向かって戻された。奥を先端で押し潰されて、咽喉からか細い息が漏れ出る。

　そのまま、じれったくなるぐらい緩やかな抽挿が繰り返される。違和感ばかりだったそれが次第に、淡い快感にすり替わっていく。中を太いもので擦られるのが堪らない。吐き出される息が知らず熱くなって、下腹がぢくぢくと疼いた。

　もっと強い刺激が欲しくて、上向きになった腰が時折カクカクと無意識に動いてしまう。糸夜の陰茎を更に深く飲み込む角度に、身体の姿勢が勝手に変わっていく。

　両足を限界まで開いて求める志津夫の姿に、糸夜が薄く笑う。

「本当に物覚えがいいな」

　そう囁く声と共に、糸夜の両手が志津夫の膝裏を強く掴んだ。そのまま、陰茎が一気に先端近くまで引き抜かれる。直後、叩き付けるような勢いで先端が根本まで突き刺さった。

「ヒっ、ぃぃ、ぃぁあぁあッ！」

　劈くような嬌声が咽喉から弾ける。膝裏を押し広げられたまま、中をゴツゴツと容赦なく突かれた。糸夜の張り出したカリ首が体内の痼りを抉る度に、雷のような衝撃が全身を通り抜ける。

「ぁ、ぅぅ、ぁあぁ、ァぁッ！」

　快感が深すぎて、自分がどんな声をあげているのかも聞こえない。志津夫は快楽に泣きじゃくりながら、ひたすら従順に糸夜の剛直を腹の中に受け入れ続けた。

　糸夜の先走りで滑り気を増した肉筒が、硬い陰茎にしゃぶり付いているのを感じる。奥まで捻じ込まれるともう駄目だった。まるで精液を吸い出そうとするように、火照った粘膜がぎゅうっと陰茎を搾り上げる。

「はっ……」

　糸夜も限界が近いのか、その唇から荒い息が漏れ出ていた。糸夜の身体がまた深く圧し掛かってくる。そのまま体重ごと押し込むように、体内の奥深くをゴツゴツと犯された。

「あぁ、あ、ぁ、いと、や、さ……ぁあ、ぁッ！」

　糸夜のすべてが欲しくて、広げられていた両足が無意識に糸夜の腰へと絡まる。糸夜の身体に四肢に絡ませたまま、志津夫は激しい揺さぶりに身を任せた。

　そうして、奥の奥まで陰茎の先端がめり込んできた瞬間、下腹部で快感が爆ぜた。

「アぁッ、あぁアァ、ぁあァあッッッ!!」

　絶叫が咽喉から迸る。自身と糸夜の腹の間に挟まっていた陰茎の先端から、おびただしい量の精液が噴き上がるのを感じた。同時に後孔がキツく窄まって、痙攣する。

　ガクガクと跳ねる志津夫の尻を押し潰すようにして、糸夜の腰が激しく叩き付けられる。そうして、奥に熱いものが流れ込むのを感じた。糸夜の陰茎が腹の中でビクビクと痙攣して、志津夫の中にすべてを吐き出している。

「っ、ぅ……」

　耳元に聞こえる糸夜の唸り声が堪らない。自分の身体で心地好くなってくれたことが嬉しくて仕方がなかった。志津夫は、糸夜の身体にキツくしがみ付いたまま、最後の一滴まで求めるように腰を揺らした。

「ぁ、あ、どうか……どうか、ぜんぶ……おれの、中に……」

　はしたないと分かっているのに、腰の動きが止められない。糸夜の陰茎を更に根本まで押し込むように腰を動かしながら、志津夫はドクドクと体内に注がれていくものを歓喜をもって受け入れた。

「志津夫……」

　頭上から糸夜が掠れた声で名前を呼んでくる。美しい青い瞳がかすかに潤んで、志津夫を見下ろしていた。すぐさま唇が落ちてくる。

「ふ……ん、ぅん……」

　快楽の余韻に浸りながら、深く繋がったまま舌を絡め合う。粘度を増した唾液をこね合わせるように、舌を絡めては吸い上げる。舌の腹同士をぺちゃぺちゃと擦り合わせている内に、腹の奥に突き刺さったままの糸夜の陰茎が再び硬度を取り戻していくのを感じた。

「ぁ……」

　糸夜の陰茎が膨らんでいくごとに、火照った肉筒が再び内側から広げられていく。快楽の兆しに、糸夜の腰に絡まっていた両足がほどける。そのまま両足を大きく広げると、糸夜が褒めるように志津夫の耳元に囁いた。

「お前は、本当に愛い奴だな」

　耳朶を甘く舐ねぶられながら、小刻みな抽挿が再開される。糸夜の陰茎が抜き挿しされる度に、先ほど奥に吐き出された精液がぐちゅぐちゅと湿った水音を立てた。

　腹から糸夜の精液を一滴も出したくなくて、志津夫は無意識に後孔を締め付けた。途端、糸夜が片目を眇める。

「締め過ぎだ」

「だ、だって……中から、あふれて……」

　泣き出しそうな声でそう訴える志津夫を見下ろして、糸夜が小さく笑う。

「溢れたら、また注いでやる」

　そう漏らすのと同時に、糸夜は志津夫の両足首を鷲掴んだ。そのまま、ぐいっと身体を垂直に折り曲げるように尻を高く持ち上げる。内臓が圧迫される苦しさに小さく息を漏らした次の瞬間、真下へと叩き付けるように糸夜の腰が打ち付けられた。途端、ばちゅん！　と高い水音が体内で響く。

「ひぐゥっ！」

　衝撃に、咽喉から奇妙な悲鳴が溢れる。だが、糸夜は動きを止めることなく、志津夫の中を真上から穿ち続けた。

「ぁ、あぁ、ぁ！　ふかっ、ふか、ぃい……ッ！」

　この体勢だと、先ほどよりも奥に先端が潜り込んでくる。新たな場所を拓かれていく怖気と快楽に、志津夫は頭を左右に打ち振って悶えた。だが、糸夜の腰は容赦なく叩き落とされる。

　律動の度に、ぶちゅぶちゅと熟れきった果実を咀嚼するような下品な音をあがる。その音が自分の後孔から漏れていると思うだけで、羞恥で身体が焼けた。

「ぃ、や、ぁ、やぁッ……！」

　体勢のせいで、糸夜と繋がっている部分も丸見えだった。限界まで広がった後孔が太い陰茎を咥え込んで、それでも物欲しげにヒク付いている。糸夜が腰を引くと、真紅に染まった縁が引っ張られて上へと伸びる。その周りには糸夜の精液が白いあぶくとなってまとわり付いていた。糸夜の股間周りと自分の尻との間に、ねちゃねちゃと粘着質な白い糸が引いているのまで見える。

　せめて行灯の光を消せば良かったと後悔する間もなく、また根本まで糸夜の腰が沈み込む。

「は、ぁあ、ぁ、ぅう……」

　身体の奥をみっしりと満たされる感覚に、唇から熱い吐息が漏れる。そのまま、足首を掴まれたまま、再び激しい律動が始まった。精液で滑りが良くなった体内を、ずちゅずちゅと淫猥な音を立てて硬い陰茎が擦っていく。

「あッ！　あ、あ！　ぁ、んん、んっ！」

　パンッパンッと鋭い音を立てながら、尻に糸夜の腰がぶつかる。激しい抽挿に、真上からぶら下がった自身の陰茎が四方八方に揺れた。

「ぃ、ぁ、だ、めぇ！　だめ、だめッ、で、ぅヴぅ～……！」

　耐えられず、志津夫は身体を硬直させた。身体がギクッギクッと鈍く痙攣して、膨らんだ陰嚢から精液が這い上がってくる。開きっぱなしになった鈴口から再び精液が噴き出した。先端から壊れたように噴き出る精液が、顔にまで飛び散ってくる。

　ほとんど同時に糸夜も達したようだった。志津夫の尻に数度腰を打ち付けて、糸夜の背が大きく震える。再び腹の中に勢いよく注がれていく液体に、志津夫は下腹を小刻みに痙攣させた。

　すべてを吐き出し終わると、糸夜の身体がどっと圧し掛かってきた。互いの荒い息遣いだけが聞こえる。志津夫は両足を閉じることもできず、ただ朧気な眼差しで天井を見上げた。

　糸夜が志津夫の頭をまさぐるように両手で撫でながら、その耳元へと囁く。

「志津夫、俺を信じろ」

　言い聞かせるような声に、志津夫は応えるように糸夜の首筋へと唇を押し当てた。
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　障子越しに射し込む朝日で目が覚めた。

　気怠い身体を起こして、ぼんやりと目を瞬かせる。身体は清められてはいるが、布団は昨夜の記憶を残すようにかすかな湿り気を帯びている。生々しい匂いに顔を赤らめながら、志津夫はゆっくりと立ち上がろうとした。

　途端、身体のあらぬ場所が軋んで、へたりと腰が抜けた。一晩中開き続けた股関節は勿論だが、昨夜糸夜を受け入れた部分にも燻くすぶるような熱が残っている。緩く腰を手のひらでさすった時、ふと部屋の中に糸夜の姿がないことに気付いた。布団の隣に手のひらを押し当てるが、既に人の体温を残しておらず、ひんやりと冷たい。

　その冷たさを感じた瞬間、不意にぞくりと背筋が戦慄いた。何か、嫌な予感がする。

　重い腰を奮い立たせて、志津夫は立ち上がった。そのまま、廊下へと飛び出す。もしも、糸夜がいるとしたら場所はあそこしかないと思った。

　親父様の部屋につくと、中から人の話し声が聞こえてきた。

「志津夫は、俺が貰い受ける」

　どこか断定的な口調で言い放つ糸夜の声が聞こえる。その声に続けて、媚びへつらうような、それでいてどこか小馬鹿にするような親父様の声が響く。

「それはそれは、天下の世良商舩の若様が、あんな獣紛いの者を貰い受けたいとは、随分とおかしなことを仰られる」

「志津夫は獣紛いではない」

「いいえ、あれの本性は獣ですよ。私がそう育てましたから。若様は、あれを番犬にでもするつもりですか。まぁ、あの面構えなら、泥棒避けに玄関に繋いでおくには打ってつけでしょうがねぇ」

　嘲るような親父様の声に、直接言われた訳でもないのに目の前が陰るのを感じた。だが、それに対する糸夜の声はどこまでも冷静だった。

「轟楼主、貴方も分かっているはずだ」

　糸夜の言葉に、一瞬だけ障子の奥の空気が張り詰めるのを感じた。わずかな沈黙の後、親父様が据わった声を漏らす。

「何を分かっていると？」

「志津夫の本性は獣ではない。志津夫は、他人の痛みすら自分のもののように感じて痛がる。自分では意識せず、当たり前のように他人に寄り添い、手を差し伸べてやれる。志津夫は、哀れなほど、いたいけで繊細な人間だ」

　まるで志津夫自身へと語り掛けるような柔らかな糸夜の声に、胸が締め付けられる。それに対して、親父様は嘲るような声を漏らした。

「随分と、あいつを過大評価しているようで」

「貴方も、とっくに気付いているはずだ」

　親父様の嘲りを跳ね返すように、糸夜が静かに言い放つ。その言葉に親父様の笑い声がピタリと止まった。静寂の中、糸夜の穏やかな声が響く。

「貴方と志津夫は違う。志津夫は、貴方にはならないし、なれない。志津夫には、貴方とは別の人生がある」

　極当たり前のことを、糸夜はまるで言い聞かすようにゆっくりと口に出した。親父様は何も答えない。ただ、息が詰まるような沈黙だけが返される。

「志津夫が自分と同じ道を歩まないことが、それほど腹立たしいか。たとえ傷付けても、死ぬほど苦しめてでも、志津夫を自分の手元に置いておきたいか」

　問い掛ける糸夜の言葉に続いて、虫の羽音のような隠微な音が聞こえた気がした。親父様が何か言ったようだが、その内容を聞き取ることはできない。

「志津夫をお前の人生の道連れにすることは、俺が許さない」

　そう糸夜が言い放った瞬間、不意に障子の向こうから弾けるような怒声が響いた。

「黙れッ!!」

　叫び声に続いて、畳が強く踏み締められる音が障子の奥から聞こえてくる。その切迫した空気に、志津夫は障子を開いて部屋の中へ飛び込んでいた。

「糸夜さまッ！」

　視線の先で、親父様が隠し刃を持って糸夜へと切り掛かっている姿が見えた。その光景を見た瞬間、身体が勝手に動く。糸夜の腕を後方へと引っ張って、その代わりのように志津夫は自分の身体を前方へと押し出した。

　右腕を大きく振りかぶって、向かってくる親父様の左頬へとめがけて叩き付ける。右拳に硬い頬骨の感触を感じた直後、親父様の身体が畳の上へと吹っ飛んだ。

　畳の上に倒れた親父様が信じられないものでも見るように、志津夫を見上げている。志津夫自身も息を荒げたまま、呆然と親父様を見下ろした。心臓が早鐘を打って、拳が小さく震える。親父様を殴ったのなんて、初めてだった。

「志津夫、逆らうつもりかッ!!」

　すぐさま雷鳴のような親父様の声が響く。その声に心臓が萎縮するのを感じながらも、志津夫は糸夜を守るように両足を踏ん張った。

「い、糸夜さまを、傷付けるのは、許せない、です」

　恐怖で声が上擦る。それでも、志津夫は一歩も引かぬように親父様を睨み付けた。途端、親父様の眼球が憎悪に血走る。

「そいつと逃げるつもりか。自分からこの地獄に来た癖に、一人だけ尻尾を巻いて逃げ出すつもりか。ここまで育ててきてやった恩を忘れやがってクソガキが。てめぇみたいな恩知らずは、ここから出ようが結局最期は地獄行きだ」

　親父様の言葉は、既に意味のない恨み言のようだった。つらつらと並べ立てられる悪態に、不意に胸の奥から言いようのない悲しみが込み上げてくるのを感じた。

「ちがうよ、親父様」

　ぽつりと漏らした瞬間、親父様が、あぁ？　と胡乱げな声をあげた。志津夫は、親父様を見下ろしたまま静かな声で呟いた。

「ここが地獄なんじゃない。親父様の心のなかに地獄があるんだ」

　そう告げた途端、親父様は目を見開いた。その表情は驚いているようにも、どこか不思議そうにも見える。だが、すぐさまその表情は歪んだ。親父様はゆらりと立ち上がると、激しい憤怒を持って志津夫を睨み付けた。

「何を、分かったようなことを抜かしやがって」

「俺は、親父様とは一緒にいられない」

　志津夫の言葉に、親父様が神経質に目尻を跳ねさせる。その戦慄きを眺めながら、志津夫は震える声をあげた。

「俺は、糸夜さまと生きていきたい。だから、ここから出ていく」

　志津夫が言い放つのと同時に、親父様の目がカッと見開かれた。親父様が硬く握り締めた隠し刃を振りかぶって、志津夫へと襲いかかってくる。

「志津夫ォ！」

　その剣幕に、志津夫は一瞬身を竦ませた。だが、刃が刺さるよりも早く、糸夜が志津夫の身体を引っ張ってくる。親父様の握る刃が、志津夫の着物の袖を切り裂くのが視界の端に映った。

「轟、いい加減にしろッ！」

　糸夜が怒鳴り付けるも、その声は親父様には聞こえていないようだった。ただ、血走った眼差しで志津夫だけを真っ直ぐ見据えている。

「俺から逃げるなら殺すッ！　生きていない方がマシだッ！」

　そう叫ぶ親父様の目に正気はない。どろどろと粘着いた暗いものが親父様の眼球を満たしている。ぞわりと背筋を震わせるものを感じながら、志津夫は親父様を見つめた。

　親父様が再び刃を振りかぶる。だが、その刃が振り下ろされるよりも早く、隣の部屋から俊敏に現れた影が、親父様の身体を床へと叩き付けた。その拍子に、親父様の手から離れた隠し刃が部屋の隅へと転がっていく。

　畳にうつ伏せに押さえ付けられた親父様が四肢を振り乱して暴れる。その背に圧し掛かっているのは平助だ。

「平助」

　志津夫が唖然と名前を呼ぶと、平助は親父様の背に膝を食い込ませたまま、視線だけ上げた。その表情は、どこか穏やかにも見える。

「行ってください」

「え」

「お二人は行ってください」

　平助の言葉に、志津夫は目を剥いた。

「後のことは俺が何とかします」

「でも、それじゃあ平助が……」

「俺は平気です。刺されるようなヘマはしない。だから、もう行ってください」

　言葉に詰まる志津夫へと、平助が言い放つ。

「何で、平助がそこまで」

　なぜ志津夫のために平助がそこまでしてくれるか解らず、小さく呟く。平助は藻掻く親父様を押さえ付けたまま、ぽつりと漏らした。

「貴方には恩があります」

「恩？」

　志津夫が訝しげな声をあげると、平助は視線をあげて呟いた。

「貴方は、小春さんの最期を看取ってくれた」

　平助の唇から出てきた名前を聞いた瞬間、不意に胸の奥に詰まっていた疑問がほどけるのが解った。小春さん。春音姉さんは、そんな可愛らしい名前だったのか。

　その瞬間、平助が誰なのかも分かった。

「……晋平？」

　確か、春音姉さんは自分と駆け落ちした恋人をそう呼んでいたはずだ。平助は否定を返さず、ただ一度ゆっくりと瞬きをした。まるで古い名前を思い出しているような仕草だ。

　だが、確か晋平は首を切って自死したと春音姉さんは言っていた。それならば、目の前にいるのは一体誰なのか。

　志津夫が立ち尽くしていると、糸夜が志津夫の手を掴んできた。

「志津夫、行こう。今は俺たちがいる方が状況を悪化させる」

　そう諭す糸夜の声に、志津夫は咄嗟に親父様を見下ろした。親父様は平助に押さえられたまま、射殺すような目で志津夫を睨み付けている。憎悪をありありと滲ませた親父様の眼差しに、不意に言いようのない感情が込み上げてきた。

「親父様……ありがとうございます」

　唐突に零された志津夫の言葉に、親父様だけでなく平助や糸夜まで目をギョッと見開く。自分を殺そうとした相手に対してお礼を言うのが理解できないといった表情だ。

　志津夫は親父様に視線を合わすように膝をつくと、そのまま額を畳の上へと押し付けた。

「親父様が俺や姉さんたちにしてきたことは、全部が許せることじゃない。それでも、親父様が俺や姉ちゃんを連れていってくれなかったら、たぶん俺たちはあのまま野垂れ死んでた。だから、ありがとうございます。ここまで育ててきてくれて、感謝しています」

　辛いことは数え切れないほどあった。右目を奪われ、清子を刺したことを許せる訳ではない。だが、十年前、親父様が清子を買いに家に訪れなければ、清子も志津夫も、父親とともに飢え死にしていた。形はどうあれ、親父様が清子と志津夫の命を救ってくれたのは間違いない。

　すべては許せないが、すべてを憎むこともできない。

　志津夫は、ゆっくりと顔を上げた。同じ目線に、親父様の眼差しがある。その瞳には、先ほどのような憎悪は浮かんでいない。どこか迷子のような、戸惑いとかすかな怯えが滲んでいる。その眼差しを見て、分かった。

　この人は、悲しいくらい寂しい人だ。ずっと暗い場所で一人、寂しがっている。不意に、糸夜が手放した母親の話を思い出した。一人で生きていけない弱い人。きっと親父様も、同じだ。

「……最後まで一緒にいられなくて、ごめんなさい」

　そう呻くように呟いた瞬間、親父様の表情が一瞬痛みに耐えるように歪んだ。奥歯を噛み締めて、今にも泣き出しそうな表情だ。だが、その表情を隠すように、すぐさま親父様の額が畳へと打ち付けられた。制止する間もなく、親父様が何度も自身の額を畳へと叩き付ける。

「親父様」

　志津夫が呼びかけると、親父様はようやく額を打ち付けるのを止めた。だが、その顔を上げようとはしない。

「……離せ」

　親父様が小さく呟く。その声に躊躇うように平助が視線を揺らす。

「……暴れねぇから、離せ」

　唸るような親父様の声に、平助は逡巡しながらも親父様の背を押さえ付けていた膝から力を抜いた。それでも警戒しているのか、親父様の背後からは離れない。

　親父様は、軽く着物の裾を払いながら起き上がった。その額は、畳に何度も打ち付けたせいか赤く擦り切れている。親父様はひどく億劫そうな仕草で額へと手のひらを当てながら、小さく呟いた。

「みすぼらしいガキは要らん」

　それは最初に出会った時に言われたのと同じ台詞だった。志津夫を眺めて、親父様が言う。

「俺の前から消えろ。どこへでも勝手に行け」

　先ほどまでの激昂が嘘のような、素っ気ない声音だった。

　志津夫は、じっと親父様の瞳を見つめ返した。だが、その瞳に映る感情は読めなかった。冷淡でも憎悪でもない。執着もなく、だからといって諦念も浮かんでいない。どこか波打たない湖面のような、平坦な眼差しだった。

　以前までなら、志津夫と親父様の間には、複雑に絡み合い、ほどこうにもほどけない怨念じみた情念があった。だが、今は何の繋がりも感じない。親父様との間にあった、何かが切り離された気がした。どうしてだか、今は怯えも憎しみもなく、静かな気持ちで親父様を見つめることができた。

　長い沈黙が流れる。ふと、糸夜が促すように志津夫の肩を掴んだ。志津夫は糸夜へと小さく頷いてから、畳へと両手をついて深く頭を下げた。

「長い間――お世話になりました」

　そう告げて、静かに立ち上がった。糸夜が手を差し出してくる。志津夫はその手を掴んで、振り返らずに歩き出した。










　見世を出て、すぐに後ろから平助が追い掛けてきた。

「志津夫さん」

　呼び掛けに、志津夫は振り返った。

「へいす……晋平？」

　訊ねるように名前を呼ぶと、平助は少しだけ困ったように眉尻を下げた。自分の名前が自分自身に馴染まないといった表情だ。

　その表情を見て、志津夫は眉尻を下げて訊ねた。

「平助は、晋平なのか？」

「はぁ、そうです」

「でも春音姉さんは、晋平は首を切って死んだって……」

「小春さんの親はそう教えたようですね。実際は、息女を浚った罪人として島送りにされていました」

　平助の声音は、ひどく淡々としていた。まるで他人事のような口調だ。春音姉さんは死の間際まで、愛した人を死に追いやってしまった罪悪感に苛さいなまれていたというのに、それが嘘だったというのなら何て残酷な話だ。

　志津夫は眉根を寄せて、平助へと声をかけた。

「ごめん、春音姉さん……小春さんを助けられなくて……」

「俺は貴方に怒っちゃいません。むしろ、感謝しています。貴方は小春さんを一人で死なせなかった」

　鈴蘭さんに聞きました、と平助は相変わらず素っ気ない口調で言った。

「彼女は気丈な人だったが、それでも一人で逝くのは辛かったろうと思います。最期まで小春さんに付き添ってくれて有り難うございました」

　平助がぺこりと頭を下げる。その仕草を見て、志津夫は慌てて言った。

「お礼を言うのは俺の方だ。さっきは助けてくれて、本当にありがとう。それに、危ないことをさせて悪かった……」

　志津夫は平助に向き直ると、そのまま深く頭を下げた。その横で、糸夜も同じようにお辞儀をして言う。

「心から感謝する」

　そう述べる糸夜の姿に、平助は一瞬戸惑ったように視線を揺らした。そうして、どこか沈んだ声で言う。

「お礼はいりません。俺は元々あいつを殺すつもりだったんです」

　平助の物騒な言葉に、志津夫は目を剥いた。平助が表情を変えないまま続ける。

「小春さんをボロ雑巾のように使ったあの男も、小春さんを売り飛ばした親も、俺は殺すつもりでした。復讐のために、俺はここに来たんです」

　寒々とした平助の物言いに、志津夫は軽く咽喉を上下させた。強張った声で問い掛ける。

「……まだ、春音姉さんの仇を取るつもりなのか？」

「さぁ……どうでしょう。分かりません。どうすればいいか分からなくなってしまったんです」

「どうすればいいか？」

「小春さんの仇を取ったところで、もう誰も報われないのだと、気付いてしまって」

　そう呟いて、平助は少しだけ肩を竦めるようにして笑った。その笑顔は途方もなく寂しい。平助の泣き笑うような笑顔に、志津夫は言葉を失った。

　大事な人を失った人にかけられる慰めの言葉なんかなかった。どれだけ言葉を尽くしても、悲しみの一欠片も拭うことはできない。

　そうして、平助は子供のような口調で言った。

「今度、小春さんの墓の場所を教えてください」

　憂いを帯びながらも、どこか柔らかな声音だった。志津夫は頷くと、そっと平助の肩へと手を置いた。

「案内するよ、必ず」

　そう告げると、平助は深々と頭を下げた。頭を上げると、穏やかな表情で言う。

「あの見世に残る者のことは心配しないで下さい。まだ見世を出て行けとは言われていないので、しばらく楼主のことは見張っておきます」

「いいのか？」

「ええ。俺ぐらいしか、楼主に力で適う人間はあの見世にいませんから」

「ありがとう。でも、平助も無理をしないで」

　志津夫が気遣いの言葉を漏らすと、平助は小さく首を左右に振った後、また軽く頭を下げて言った。

「どうかお元気で」

　そう言い放つなり、平助は身を翻して見世へと戻っていった。その後ろ姿を見つめる。寂しい背中だ。それでも、いつかその寂しさに寄り添ってくれる人が現れることを祈ってやまない。どうか、暗い場所から明るい場所へ行けますようにと。
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　糸夜の屋敷へと着くと、志津夫はすぐさま客間の一つへと通された。広々とした畳敷きの部屋の真ん中に、布団に寝かされた清子の姿があった。その傍らには医者らしき壮年男性と、清子の片手を固く握り締めたルイスの姿があった。

「きよ姉ちゃん」

　清子の姿に、思わず上擦った声が漏れる。清子の顔色はまだ優れてはいないが、先日見た時よりもわずかに血色が戻っているように見えた。緩やかに上下する清子の胸元を見て、込み上げてきた安堵に眼底が湿り気を帯びる。

　部屋の中に入ってきた志津夫と糸夜の姿に気付くと、医者はにこやかな表情を浮かべた。

「先ほどまでは少し起きていたんですが、薬がよく効いて、今はお眠りになってますよ。安静にしていれば、あと一月もすれば良くなります」

　穏やかな医者の語り口に、無意識にほっと息が漏れる。だが、ふと思った。なぜ、清子がこの家にいるのだろうか。振り返って見やると、糸夜が言った。

「清蜜が人質にでもされたら適わないから、先手を打って引き取っておいた。完治まで、この家で面倒を見るから安心しろ」

　行き届いた糸夜の采配に、志津夫は深々と頭を下げた。

「ありがとうございます。本当に、どうお礼を申し上げればいいのか……」

　志津夫が言葉に詰まっていると、不意に朗々とした声が響いた。

「気にするな。医者代その他諸々、費用はまるっと全部ルイスに出させたからな」

　光一の声だ。視線を向けると、にやにやと笑みを浮かべて立つ光一の姿が見えた。

「光一さま」

　名前を呼ぶと、光一はやけにご機嫌な様子で志津夫へと近付いてきた。

「よく来たな、志津夫。歓迎するぞ」

　嬉しげに言いながら、光一がバシバシと志津夫の両肩を叩く。その豪快な仕草に志津夫が目を丸くしていると、顔を顰めた糸夜が志津夫の腰に腕を回して引っ張ってきた。

「兄様、色々あって志津夫も気疲れしているんです。あまり乱暴なことはしないで下さい」

　糸夜の不機嫌そうな声に、光一は余計に楽しげに目を細めた。

「おぉ、おぉ、お前は美人にしなだれかかられても顔色一つ変えない奴だったのに、随分と悋気な男になっちまって。恋とは罪深いものだなぁ」

　揶揄やゆするような光一の言葉に、糸夜がますます表情を顰める。だが、糸夜の顔が顰められれば顰められるほど光一は面白いようだった。声を抑えながらも、笑いが堪えられないと言うように肩を震わせている。

「俺を茶化したいだけでしたら、また今度にして頂けますか」

「まぁ、そう言うな。お前の情緒が育まれたことを、俺は喜んでいるんだ」

　光一の言葉に、糸夜の片眉が跳ねる。光一は口元に笑みを浮かべたまま、糸夜へと囁き掛けた。

「人のぬくもりというのは良いものだっただろう？」

　その言葉には俗っぽい響きはなかった。どこか柔らかく、親愛に満ちた声音だ。糸夜が一瞬毒気を抜かれたように表情を崩して、それから力の抜けた笑みを浮かべる。

「兄様の言うことは、いつも正しいですね」

「そうだろう、そうだろう」

　脱力気味な糸夜の声音に、光一は嬉しげな声を返した。仲の良い兄弟の姿に、志津夫も思わず表情を緩めた。

　光一が志津夫へと視線を滑らして、訊ねてくる。

「それで、『その後』は、どうするか決めたのか？」

　以前訊ねられたのと同じ言葉だ。あの時、志津夫は何も答えられなかった。だが、今なら答えられる。言うべき言葉は決まっていた。

「命の限り、糸夜さまに御尽くしします」

　そう答えた瞬間、光一の笑みが深まった。糸夜の顔もどこか嬉しげに綻んでいる。

　ふと気付くと、ルイスが志津夫の方をじっと眺めていた。志津夫はルイスへと近付くと、深く頭を下げた。

「ルイスさまも、姉を気遣ってくださって、ありがとうございます」

　お礼を言うが、ルイスは志津夫の言葉が上手く理解できていないようだった。どこか不思議そうに青い瞳が瞬く。だが、突然ルイスはハッとしたように表情を変えた。そのまま、志津夫の両手をギュッと握り締めてくる。

「ムスメサン、ヲ、クダサイッ！」

　唐突なルイスの宣言に、志津夫はぎょっと目を見開いた。ルイスの手を振り払うこともできず、狼狽したまま唇を震わせる。

「ねっ、姉ちゃんは、むすめ、じゃないです……」

　引き攣った志津夫の声に、光一と糸夜が同時に噴き出すのが聞こえた。










　穏やかに眠る清子の姿を見守った後、糸夜に別の部屋へと案内された。落ち着いた家具が揃えられた部屋は、志津夫が今まで寝起きしていた若い衆たちの共同部屋よりもずっと広い。

「ここがお前の部屋だ。何か足りない物があれば言ってくれ」

　そう告げられた瞬間、志津夫は驚きに糸夜を凝視した。

「お、俺の部屋ですか？」

「あぁ。隣は俺の私室だ」

　事も無げな口調で糸夜が言う。その言葉に志津夫があんぐりと口を開いていると、糸夜が不安げに眉を寄せた。

「どうした？　何か不満があるか？」

「ふ、不満なんて、ありません。ただ、俺には勿体なさすぎます。下男として住み込みさせて頂ければ十分です」

「駄目だ」

　志津夫の申し出は、即座に糸夜に却下された。糸夜がどこか凄みのある眼差しで志津夫を見つめたまま、言い聞かせるように言う。

「それでは他の使用人たちとの共同部屋になる。それは駄目だ」

「だめなのですか？」

　志津夫が不思議そうに問い掛けると、糸夜は不機嫌そうに目を細めた。

「自分の想い人を、他の者と寝かせたがる男がどこにいる」

　はっきりと言い放たれた言葉に、志津夫は目を大きく見開いた。その言葉の意味を理解した瞬間、猛烈な勢いで顔が熱くなるのを感じる。

　想い人。目の前の美しい男が想っているのが自分だと思うと、身体の奥底からどうしようもなく熱が込み上げてくる。

　不意に、背中をキツく抱き締められた。志津夫の耳元へと頬を擦り寄せながら、糸夜がどこか安堵したような声で囁く。

「やっと俺の元に来た」

　愛おしさを滲ませた声音に、胸の奥が温かいものでトクトクと満ちていく。恐る恐る糸夜の背へと両腕を回すと、更に密着するように身体を引き寄せられた。

　糸夜の体温を感じながら、志津夫はおずおずと声を漏らした。

「糸夜さま」

「うん？」

「……俺を、あのとき選んでくださって、本当にありがとうございます」

　糸夜が志津夫を指さして「では、あの者を」と言った夜を思い出す。糸夜の気まぐれに、自分は救われた。暗闇で惨めに蹲る志津夫に手を差し伸べてくれた。この奇跡のような喜びを、自分は一生忘れないだろう。

　志津夫の言葉を聞くと、糸夜はより愛しさが募ったように吐息を漏らした。

「礼を言うのは俺の方だ。お前は、鬱屈していた俺の心を溶かしてくれた。俺は、お前の心が愛おしくて堪らない」

　そう囁く声に、体中が幸福で満ちていく。恋しい人に愛されることがこんなにも幸福なことだとは知らなかった。幸せ過ぎて、身体がパンッと音を立てて弾けてしまいそうだ。

　そのまま、顔中に糸夜の唇が落ちてきた。ちゅ、ちゅ、と軽い音を立てて、額や目蓋に糸夜の唇が押し付けられる。そのくすぐったい感触に小さく笑い声を漏らした瞬間、笑い声ごと飲み込むように唇が塞がれた。

　啄ついばむような柔らかな口付けの後、舌先がゆっくりと咥内に入ってくる。まるで味わうように、ねっとりと舌同士が絡められた。

「……ん、ぅ」

　柔らかく舌をこねられて、鼻がかった声が漏れる。収まっていた熱が再び足下から這い上がってくるのを感じた。昨夜散々、穿うがたれた後孔がぢんぢんと疼き始める。

　腰がもぞつきそうになった時、糸夜の舌が咥内から引き抜かれた。欲望が滲んだ眼差しで志津夫を見つめながらも、糸夜がその身体を離す。

「色々あって疲れただろう。今日はゆっくり休め」

　その掠れた声音で、糸夜が欲望を堪えているのが解った。そのまま踵を返そうとする糸夜の手を、志津夫は咄嗟に掴んだ。目を大きくする糸夜を見つめて、志津夫は言った。

「俺は、丈夫だけが取り柄なので――」

　この言葉は、以前も言ったことがある。高揚と期待で、咽喉がかすかに上下するのを感じながら、志津夫は糸夜へと告げた。

「どうか……俺に触れてください」

　そう囁いた瞬間、噛み付くような勢いで再び唇が重ねられた。










「っんぅ、ふ、ぁ、ァッ」

　火照った後孔に咥え込まされた二本の指が蠢く度に、唇から素っ頓狂な悲鳴が漏れる。腹の中が抉られる感触に、志津夫は唇に咥えていた陰茎から慌てて顔を離した。危うく噛んでしまうところだった。

　糸夜の陰茎を両手で掴んだまま、志津夫は泣き出しそうな表情で糸夜を見上げた。

「い、糸夜さま……ゆっ、ゆびを、動かさないで、ください……」

　そう懇願すると、糸夜は軽く肩を竦めて微笑んだ。

「唇が動かないか」

　囁きながらも、糸夜は志津夫の後孔へと沈めた二本の指をゆっくりと前後に動かした。途端、腹の良い部分を指先が掠めて、四つん這いになった身体が悶えるように揺れた。

「ぁぅ、ぁあ……ぁ」

　昨夜そこを散々糸夜の陰茎に擦られたことを思い出して、後孔が無意識に食い締めるように糸夜の指を締め付ける。もっと太い杭を求めるように収縮する後孔が恥ずかしくて、志津夫は恨みがましい声を漏らした。

「おれが、する、っていったのに……っ」

　駄々っ子のような志津夫の声に、糸夜が小さく笑う。意地の悪い笑みだ。

「あぁ、お前の好きなようにしていいぞ」

　そうは言うものの、糸夜が指の動きを止める気配はない。

　志津夫が糸夜のものを舐めたいと言った時、糸夜は二つ返事で快諾したのだ。だが、志津夫が四つん這いになって糸夜の股間に顔を埋めた途端、まるで邪魔をするように志津夫の身体を弄り始めた。

　胸の尖りを散々指先でこね上げられて、甘勃ちした陰茎まで悪戯に扱かれて、その上、今は後孔に指をずっぷりと押し込まれている。自分が奉仕しようと思っていたのに、全然思い通りにならない。

　後孔を擦り上げる指の感触に、ひぃひぃと小さく泣き声を漏らしながら、志津夫は目の前にある糸夜の陰茎へと必死に舌を這わせた。太く浮かび上がった裏筋に舌を這わせて、滴を垂らす鈴口をピチャピチャと犬のように舐め上げる。時折糸夜の陰茎がピクリと快感に跳ねるのが嬉しい。

「ん、んっ」

　鈴口に唇を押し当てて、音を立てて滴を吸い上げる。すると、糸夜の内腿が小さく震えた。

「あぁ、志津夫、いいぞ」

　褒めるように頭を撫でられる。嬉しくて、志津夫は何度も糸夜の鈴口を舐め上げた。太い亀頭を咥えて、その括れを舌先で辿るように舐める。途端、口の中で糸夜の陰茎が跳ねるのを感じた。陰茎を這う血管がドクドクと大きく脈打ってるのが分かる。

「志津夫、噛むなよ」

　かすかに上擦った声で告げると、糸夜は志津夫の後孔へと三本目の指を押し込んできた。後孔が押し広げられる感覚に、布団についた両膝頭が跳ねる。

　それでも、志津夫は歯を立てないように辛抱しながら、糸夜の陰茎をしゃぶり続けた。太く長い陰茎をすべて口に入れ切ることはできず、飲み込めない部分は両手で丁寧に扱いた。

「んぶ、っ、んグぅ、ヴぅっ」

　太い陰茎を咥えたまま、頭を上下に動かす。唾液と先走りが入り交じったものが、唇の端であぶくになるのが分かった。ぶちゅぶちゅ、とも、じゅるじゅる、とも付かない下品な水音が唇の隙間から漏れ出る。

　後孔に突き立てられた三本の指も、志津夫の頭の動きに合わせるように前後に動かされた。その感触に、下腹部が自分のものではないように小刻みに痙攣する。

　糸夜の陰茎から溢れてくる先走りが苦味を増していく。限界が近いのかと思うと堪らなくなった。

　そのまま咽喉の奥まで深く陰茎を含もうとした瞬間、不意に頭を上方向へと引っ張られた。同時に、腹の中に埋まっていた三本の指が引き抜かれる。

「っぶ、ぅア」

　衝撃に、唇から変な声が漏れる。

「なっ、んで」

　もう少しで糸夜を口の中に感じられたと思うと、非難めいた声が溢れた。だが、糸夜はその声を無視して、志津夫の身体を強引に引き寄せてきた。あぐらをかく糸夜の膝の上へと引っ張られて、そのまま硬く勃起した陰茎を尻へと擦り付けられる。

「お前の腹の中に出したい」

　切迫した糸夜の声に、ブワッと一気に体温が上がっていく。はくはくと開閉する後孔へと糸夜の陰茎の先端が押し付けられる。自分の後孔が物欲しげに糸夜の亀頭へと吸い付くのを感じながら、志津夫は糸夜の首へと両腕を回した。

「おれも……ほしい、です……」

　そう囁くのと同時に、腰を握る糸夜の両手に力が込められた。そのまま、ずぶずぶと陰茎が腹の中へと埋まっていく。

「あ、ぁああぁあッ……！」

　熱で疼く粘膜を太い陰茎が押し広げていく感覚に、ぞわぞわと背筋が震えた。昨夜の経験のおかげか、それほど痛みもなく、滑らかに根元まで腹の中に埋まった。

「はっ……ふぁ、ぁ」

　自分の体内で、糸夜の陰茎が脈打っているのが分かる。今にも爆発しそうにドクドクと震えているものを感じるだけで、堪らず後孔が収縮した。糸夜が耐えるように眉を顰めて、そのまま志津夫の膝を抱えると律動を開始した。

「ぁアッ、んっ、ん、ん、んぅッ！」

　糸夜の膝の上で、身体が乱暴に揺さぶられる。志津夫の体重は軽いものではないだろうに、糸夜の体幹がぶれることはなかった。

　腹の中でじゅぼじゅぼと音を立てながら抜き差しされる快感に、咽喉から高い嬌声が溢れ出る。

「や、っ、ぁあ、ァア、ぁあぁあッ！」

　奥深くを先端で抉るように掻き回されて、糸夜にしがみ付いていた指先がその背に食い込む。同時に後孔がキツく収縮したのか、糸夜が息を詰めた。そのまま、下からガツガツと激しく腰を叩き付けられる。

「ぁ、ぁ、はげしっ……！」

「っ……！」

　糸夜が息を詰める音が耳元に聞こえる。次の瞬間、腹の一番奥に熱いものが吐き出されるのを感じた。ドクドクと体内に注がれるものに、志津夫は悶えるように腰をもぞつかせた。だが、糸夜は志津夫の腰を両手で鷲掴んだまま、最後の一滴まで飲ませるように腰を緩やかに動かしている。

「あ、ぁ……ん……」

　快感を長引かせるような動きが堪らない。涎のように先走りを溢れさせた自身の陰茎の先端がピクピクと震えるのが分かった。

　すべてを吐き出し終わっても、糸夜は志津夫の中から出て行かなかった。志津夫の陰茎が勃ったままなのに気付くと、荒い息混じりに気遣うような声を漏らす。

「あぁ、お前は達していなかったか」

　その声に、志津夫は緩く首を左右に振った。確かに遂情はしていないが、突かれている間、志津夫は絶えず絶頂を味わっていた。

　糸夜は軽く背を後方へと倒すと、手だけを志津夫の股間へと伸ばしてきた。陰茎を扱いてくれるのかと思いきや、糸夜の指先が触れたのは、陰嚢と後孔との間部分だった。そこの部分を親指の腹でグリッと押し込まれるように抉られた瞬間、全身に雷が走った。

「ヒッ、ぃいッ……！」

　糸夜の陰茎を咥え込んだまま、身体がビクビクと陸に打ち上げられた魚のように跳ねる。そんな志津夫を見やりながら、糸夜は楽しげな声を漏らした。

「蟻の戸渡りだ。ここを抉られると、大だいの大人でも咽び泣くと言うが」

　本当だったか、と独り言のように呟きながら、何度も糸夜がそこをグリグリと抉ってくる。その度に、下腹と内腿がビクビクと痙攣した。

「ゃ、あ、だめっ、だめ、ですッッ……！」

　腹の底から今まで感じたことのない快感と怖気が這い上ってくる。首を左右に打ち振りながらも、更なる快感を求めて腰が勝手に動く。志津夫は両手を後ろに付いたまま、両足を開いて腰を上下に動かした。まだ半勃ちな糸夜の陰茎を、腹の中で扱いて大きくしていく。

「お前は、本当に可愛らしいな」

　糸夜の笑い声が聞こえてくる。その声に羞恥を覚えるのに、腰の動きが止まらない。蟻の戸渡りを指で抉られながら、腹の奥を糸夜の陰茎にほじられるのが堪らなかった。唾液を飲み込むこともできず、口角から赤ん坊のように垂れていく。

　腰を上下に動かす度に、先ほど吐き出された糸夜の精液がじゅぶじゅぶと腹の中で音を立てる。糸夜の視線がそこに注がれているのが分かった。今の志津夫の体勢では、涎を垂らす陰茎も白く泡立った結合部も丸見えだろう。

　熱を孕んだ糸夜の視線を感じた瞬間、指先がめり込むほどに蟻の戸渡りを抉られた。その衝撃に、全身が跳ねた。

「ぃ、ぁ……ぁ、あぁア、ァあァッ!!」

　陰茎の先端から、壊れたように精液が噴き出る。尋常ではない快感に、左右に広げた足がガクガクと宙を蹴り飛ばした。絶頂は長かった。頭の中が真っ白で、何も考えられない。

　だが、不意に痙攣する内腿を鷲掴まれた。糸夜は身体を起こすと、そのまま志津夫の身体に圧し掛かってきた。フー、フー、と荒い糸夜の呼吸音が耳元に聞こえる。

　次の瞬間、ガツンと奥を突き上げられた。

「あ、ァッ！」

　志津夫の太股をキツく掴んだまま、糸夜が直情的な突き上げを繰り返す。絶頂へと向かう雄の動きだ。絶頂が長引かされるような激しい律動に、志津夫は糸夜の背を掻き毟った。

「ぁ、あ、いと……ぁ、さ、ま……ッ！」

　糸夜の陰茎に擦られた後孔は、既に蜜壷のようだった。じゅぶじゅぶと淫らに陰茎にしゃぶり付く音が部屋中を満たしていく。

　そうして、奥の奥まで先端が嵌まり込んだ瞬間、再び熱いものが体内に叩き付けられた。

「あ、あ、ぁ……」

　体内に大量に注がれているのが分かる。深く内側から満たされていく快感に、志津夫は背中を布団へと擦り付けて悶えた。

　糸夜は掠れた息を漏らしながらも、志津夫の中で何度か陰茎を前後に動かした。ようやく射精が終わると、ゆっくりと陰茎が引き抜かれる。途端、栓を失った後孔から体内で咀嚼された白濁が溢れ出た。

　腹に力を入れることもできず、志津夫は胸を激しく上下させたまま、天井を見上げた。汗で乱れた前髪を掻き上げながら、糸夜が顔を寄せてくる。そのまま、唇を柔く啄まれた。

「志津夫」

　名前を呼ばれて、ぼやけた視線を向ける。途端、とろけるような糸夜の笑顔が見えた。最初出会った時からは想像も付かないほど感情豊かな表情だ。その愛しさに満ちた笑顔に、心臓が止まりそうになる。

　糸夜は志津夫の両耳を手のひらで塞ぐと、そっと額を押し当ててきた。

「愛している」

　手のひら越しに聞こえてきた言葉に、堪え切れず涙が溢れた。志津夫は震える両手を伸ばすと、糸夜の両耳へと押し当てて囁いた。

「あいしています」

　そう告げた瞬間、糸夜がぎゅっと目を細めるようにして笑った。
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　数日後、志津夫は糸夜とともに見世を訪れた。志津夫が見世に置いていった私物を取りにくるのと、志津夫と清子の身請け代を支払うためだ。

　清子も、数日前に意識を取り戻していた。自分が志津夫ともども世良家に身請けされた話を聞いて、清子はしばらくの間、呆然としていた。そうして、一言だけ志津夫にこう訊ねたのだ。

「志津、貴方は幸せ？」

　志津夫が笑顔を浮かべて頷くと、清子はほっとしたように表情を緩めた。清子は、今は療養に努めながら、頻繁に見舞いに訪れるルイスの熱烈な求婚に困り果てている。だが、どうしたらいいのかしら、と言いながらも、ルイスに愛の言葉を囁かれる清子は、どこか嬉しそうにも見えた。

　身請け代の支払いの時にも、親父様は現れなかった。

「……親父様は？」

　代わりに受け取りに現れた鈴蘭姉さんへと小声で訊ねると、鈴蘭姉さんは安心させるように志津夫の二の腕を軽く叩いた。

「大丈夫だよ。少しばかり塞ぎ込んでるが、相変わらず悪態だけはきちんと付いてるんだから気力はあるさ」

　かすかな罪悪感がつのりつつも、鈴蘭姉さんの言葉に少しだけ慰められた。

「親父様に、どうか身体を大切にしてくださいって伝えてくれる？」

「あぁ、ちゃんと伝えておくよ」

　そう言うと、鈴蘭姉さんは志津夫の背を叩いた。

「何も心配せずに行きな」

　風呂敷一枚に収まる程度の私物を背負って、先に見世の前で待っていた糸夜の元へと向かう。糸夜とともに立ち去ろうとした時、不意に頭上から幾つもの声が降ってきた。

「志津夫っ！」

　頭上を仰ぎ見ると、二階から姉さん方が身を乗り出して、こちらを見下ろしていた。姉さん方の両手が開かれた瞬間、色とりどりの花びらが風に吹かれて降ってくる。

「元気でね！」

「絶対に幸せになるんだよっ！」

　姉さん方の目からぽろぽろと涙が零れているのが見える。だが、その表情はどこまでも笑顔だった。姉さん方の姿に、志津夫は一気に目が潤むのを感じた。

「糸夜様ぁ、志津夫を大切にしてあげて！」

　どうしてだか菊千代姉さんがしゃもじをブンブンと振りながら、糸夜へと叫ぶ。糸夜はその姿を見て口元を綻ばせると、承諾するように軽く片手を上げた。

　菊千代姉さんの後ろには、鈴蘭姉さんや平助が立っていた。志津夫を見て、穏やかな笑みを浮かべている。

「志津夫、いってらっしゃい！」

　そう叫ぶ姉さん方へと向かって、志津夫は大きく片手を振り上げた。

「いってきます！」
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